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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　序章　平和な家庭の終わりの始まり




　両親には、子供が決して見ることのできない過去の人生がある。

　そんな当たり前の事実をはっきりと自覚したのはいつのことだったか、十八歳になったばかりの剣けん崎ざき康やす雄おは思い出せない。

　だがこの年齢になれば、自分が家族のことをなんでも知っているなどとは言えないし、知らなくてもそれほど問題がないということも分かってくる。

　そして知らないことが多くても、家族仲は良いと言える部類だったはずだ。

　そこそこ大きな会社につつがなく勤める父。今は専業主婦だが時々パートをこなす母。中学三年生という、自分にも覚えのある難しい年頃の妹。

　父が会社でどんな仕事をしているのか具体的なことは何も知らないし、自分が学校に行っている間に母がどのように過ごしているかも知らないし、自分の母校に通っている妹の学校生活が自分と同じだとはとても思えない。

　逆に父も母も妹にとっても、康やす雄おの生活の大半は見えているようで見えていないはずだ。

　高校生という社会的立場や一日のタイムスケジュールなどの、公に設定された枠は見えるだろう。

　しかし康やす雄おが高校で友人や教師とどんな話をし、どんな思いを抱いて学業に臨み、家にいない間どのように過ごしているのか、具体的なことはほとんど知るまい。

　それでも、父と、母と、自分と、妹と、四人家族はそれぞれのポジションでそれなりに家族の和を保っていたはずだ。

　だが今、康やす雄おの目の前に繰り広げられている光景は、そんな康やす雄おの小さな自信を粉々に打ち砕くものだった。







「ただい……ま」

　春先の、まだ肌寒い気候の中、西日が差し込むリビングに入った康やす雄おの耳に響くのは、ダイニングの冷蔵庫の唸うなる音だけ。

　康やす雄おは学校帰りの制服姿のまま、鞄かばんを下ろすこともできずに立ちすくんでいた。

　肩を落とした表情の窺うかがえない母。

　目を薄く開けて口を引き結んだまま、腕を組んだ妹。

　そして何より、十八年の間に数えるほどしか見たことの無い、父の険しく、厳しい顔。

　何か途と轍てつもなく悪いことが、家族の身に降りかかった。

　それだけは理解できた。

　康やす雄おが帰宅したことは全員が分かっているはずなのに、誰一人として顔を上げようともしない光景の異様さが、見えざる事態の重要性を物語っている。

　今朝、いつも通り小言を言われながら寝床を出て、いつも通り妹とつまらないことで言い合いをし、朝のニュースに出ている芸人のコメントに笑い、自分より早く出る父をリビングで振り返りもせず送り出し、学校に行くため妹より先に家を出た。

　そんな光景がなぜか急に思い起こされ、我慢できなくなった康やす雄おは、

「一体何が……」

　と言おうとしたその瞬間。

「座れ、康やす雄お」

　父の低く抑えた声に、康やす雄おの予感はもはや確信に変わった。

　素直にいつもの席、父の前、妹の隣の椅子に腰かけると、康やす雄おは自分の心臓が今になって早鐘の如ごとく乱れはじめるのを自覚した。

「……はぁ……」

　視界の隅で吐かれた妹、和のど香かの複雑な色のため息が、焦あせりを更に搔かき立たてる。

「か、母さん、一体何が……」

「……ごめんなさい。突然すぎて私からはとても」

　母、円まど香かの声は、憔しよう悴すいしているのかとても掠かすれていた。

　もはや、答えは自分の正面からしかやってこない。

　康やす雄おはごくりと生唾を吞のみ込み、父の顔を見た。

　いつの間にか身長が同じになっていた父の顔はしかし、なぜか今日に限ってとても大きく、遠い所にあるような気がしてならなかった。

　そんな父が口を開いた。

「康やす雄お。実はな」

　やはり父の声も母と同じように掠かすれ、乾いていた。

　だがそれでも父の声色からは、母には無い『覚悟』のようなものがにじみ出ていた。

　康やす雄おは、様々な悪い想像を巡らせながらも、どんな内容の話でも受け止められるように急いで心に鎧よろいを纏まといながら次なる言葉を待つ。

　親戚の病気、怪け我が、訃報が最もありそうだ。

　家族に直接関わることなら、会社のリストラや、重い病気。

　或あるいは莫ばく大だいな借金。事故や犯罪被害。

　高校三年生の身で想像できるありとあらゆる悪い出来事を列挙しはじめた康やす雄おの耳朶じだを、父の最後の一言が打った。







「父さんな、異世界に行って、勇者になろうと思うんだ」







　サラリーマンの父、剣けん崎ざき英ひで雄お、四十八歳の言葉を、脳が理解するまでの一瞬が永えい劫ごうの静寂に感じられた。

　そしてその永えい劫ごうが過ぎ去った途端、母は瞑めい目もくし、和のど香かは更に深くため息をつき、そして康やす雄おはといえば、







「は？」







　としか反応できなかった。

　他にどう反応しようがあったというのだ。







「……………………はぁ？」







　　一章　英ひで雄おの英雄譚サーガ




　相変わらずリビングには冷蔵庫の唸うなる音だけが響いていた。

　康やす雄おはといえば、目の前の父、英ひで雄おから発せられた言葉の何もかもが理解できずに、口が開きっぱなしになっている。

「……何？」

「何とはなんだ」

「いや、その、親父おやじ、今なんて言った？」

　聞こえなかったわけではない。

　だが、心の鎧よろいが想定していた、一般常識に収まるトラブルの範囲を完全に逸脱した言葉が発せられたため、本当に意図が汲くみ取とれなかったのだ。

「どこに行って、何するって？」

「だから」

　父はといえば、尋ね返されたことが意外だったのか、少し気まずそうに視線を泳がせ、咳せき払ばらいを挟みながら再び言った。

「異世界に行って、勇者になると言ったんだ」

「ちょっと待って。今度は聞こえたけどやっぱり何言ってるか分からない」

「何が分からんのだ」

　少し苛いら々いらしたような様子の父だが、何が分からんのだと問われれば何一つ分からないと答えるしかない。

　とにかくそんな父に構わず、康やす雄おの脳内では十八年間で培つちかった高校生なりの一般常識から必死に『イセカイ』と『ユウシャ』という言葉の意味を検索する。

「イセカイ……いせ、いせ、伊い勢せ、カイは、海……伊い勢せの、海。三み重え県？」

「ん？」

「あれか、また単身赴任するってことでいいのか？」

「単身赴任？　ああ、まぁ、言いようによってはそうと言えるかもしれん」

「なるほど、それで、ゆうしゃ……ゆう、しゃ、ゆう、融合する、会社、融社……ああ、なるほどそういうことか。三み重え県で関連企業との合併があるから、親父おやじが駆り出されるのか」

　頭のどこかが痺しびれたまま、気づけば口からそんな音が出るが、康やす雄おが空転する思考を必死で正常に戻しながら出したこれまた必死の答えを、父の困惑の表情が一蹴した。

「お前は一体なんの話をしてるんだ」

「そっ…………」

　それはこっちのセリフだ！

　そんな反射的なセリフが父に叩たたきつけられようとしたそのときだった。

　部屋の外からトイレの水が流される音が聞こえてきた。

「!?」

　康やす雄おはビクリと身を竦すくめ、首が飛んでいくでのはないかという勢いでリビングの扉の方を振り返る。

　家族は全員この場にいる。

　なら今、トイレを使ったのは誰だ？

　それを問いかけようとして、康やす雄おは気がついた。

　自分以外の三人はトイレの音に驚いていない。つまり、三人はトイレに誰がいるのか知っているのだ。

「お、お客さん？」

　誰にともなくそう尋ねるが、答えは返ってこない。

　その代わりに聞こえてくるのは、廊下の床板を踏みしめる足音と、カチャカチャと金属が打ち合わさる音。

　こんな状況で、トイレが詰まって水道工事業者でも呼んでいたのだろうか。

　それしか考えられない音の答えがリビングの扉を開いて現れたとき、今度こそ康やす雄おは言葉を失い、息が止まり、それこそ意識も飛びかけた。

「申し訳ありません。お話の途中で席を立ってしまって。スイセントイレというものを初めて使いました。とても便利ですね」

　家族全員が異様に混乱している中、軽装鎧よろいを纏まとった見知らぬ女が申し訳なさそうな顔を覗のぞかせて、水洗トイレの使い心地についてコメントしたのだ。
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　混乱しない人間がいたらそれは神だ。

　そして康やす雄おを恐るべき混乱の巷ちまたに陥おとしいれたその女は、康やす雄おの存在に気がつき、ぱっと表情を輝かせた。

「ああ！　あなたは！」

「はっ!?」

　謎の女性は康やす雄おの側に駆け寄って狼ろう狽ばいする康やす雄おの手を取り、息がかかりそうなほどの間近で目を輝かせて言った。

「あなたが、ヒデオのご子息のヤスオですね！」

「え？　あ？　ええ？」

「拝見してすぐに分かりました。ヒデオの面影を継いだ、勇ましいお顔立ちですね！」

「えっと、はぁ、えええ!?」

　自分が父の若い頃に似ている、とよく親戚には言われるが、ここまで丁寧な言葉で飾り立てられた表現をされたことはついぞ無かったため、康やす雄おの混乱は加速する。

「今日は大切な予定を押して時間を作っていただいたとのことで、本当に申し訳ありません！　不ぶ躾しつけな訪問をお許しいただき、感謝いたします！」

「………………はぁ」

　もう何をどうしていいのか分からない。

　確かに今日、学校終わりに行くはずだった予備校を休んだのは事実だ。

　母から、スリムフォンにメッセージアプリ『ＲＯＰＥロープ』を通じて緊急に帰宅をするよう連絡が入ったのが学校を出た午後の四時。

　予備校なんかどうでもいいからとにかく一秒でも早く帰ってこいと言われて、とりあえず欠席する旨のメールを予備校に飛ばしてから帰ってきた結果がこの有あり様さまで、康やす雄おの頭は完全にオーバーヒートしていた。

　そんな康やす雄おの混乱をよそに、正体不明の女性ははっと我に返って、顔を赤らめながら身を正した。

「も、申し訳ありません。ご挨拶も申し上げずに、とんだ失礼を」

「はぁ……」

　そして表情を引きしめると、呆ぼう然ぜんとする康やす雄おの腰かける椅子の脇に跪ひざまずいたではないか。

「あ、あの……？」

　時代劇か映画でしか見たことの無い、本気の跪ひざまずきを目の前でやられて、康やす雄おはつい腰が浮いてしまうが、

「私は皆さんにとっては次元の異なる異世界であるアンテ・ランデはレスティリア王国より参りました、魔ま導どう機き士しディアネイズ・クローネと申します。伝説の英えい雄ゆうにして救世の勇者、ヒデオ・ケンザキ殿召喚の使者としてここにおります」

　口上が始まって腰を浮かせたままの姿勢で固まってしまう。

　また出た、イセカイだ。しかも、アンテ・ランデと来たものだ。

「私は今、勇者ヒデオのご家族の皆様に、事情をご説明申し上げていたのですが、詳しいことはご子息がお帰りになってから、とのことで、ヤスオ、あなたをお待ちしておりました」

　そしてこのとき康やす雄おは初めて、ディアなんとかというゲームから飛び出てきたような女の髪の色が金色で、瞳が緑色であることに気づく。

　どこからどう見ても日本人ではない。だが発せられる言葉は完全な日本語だし、発音に母語の干渉による訛なまりは一切感じられなかった。

　ついでに今までの人生で接した女性の中で掛け値なしに一番美しい顔立ちをしているということにも気づいた康やす雄おは、ますますパニックを起こし、とりあえずきちんと立ち上がってから首を横に振った。

「あ、あの、三み重え県のテーマパークの人がなんでうちの親父おやじを？　うち家族旅行とかでも三み重えに行ったこと無いし、あ、あと立ってくださいよ。そ、そこなんか醬しよう油ゆの染みみたいの落ちてるし……」

「はい？」

　美しい色の髪と瞳の女性は、康やす雄おの反応に目を瞬まばたかせる。

「あの、もしかしてヤスオは……何も聞いていらっしゃらないのですか？」

　何か聞いていないのかと問われれば、日本語であって日本語でない言葉しか聞いていない。

　立てと言ったのに立ち上がらないまま、困惑の色を深くするディアなんとかかんとかだが、困惑の度合いなら康やす雄おは全く負けていない。

　帰宅してから十分も経たたない内に、常識では対処できない事態しか起こっていないのだ。

「まぁとにかく二人とも、一度席に座りなさい。ディアナちゃん。もう一度最初から話をしてもらえないか。康やす雄おは、まだ事態を飲み込めていないんだ」

「いや、飲み込めないっていうか、その」

「は、はい。承知致しました。失礼します」

　二人の様子を見かねた父が助け船らしきものを出すが、康やす雄おにはその船は船の形に見えなかったし、座りなさいと言われた軽装鎧よろいの女性が、おずおずと康やす雄おの顔を窺うかがいながらも姿勢を正して立ち上がり、あまつさえ当たり前のように用意されていた誕生日席に腰掛けたのを見て、頭がどうかなってしまいそうになるし、父が当たり前のように西洋鎧よろいの女性をニックネームか何かで略して呼んでいてもう……。

「こほん。では、改めてご挨拶申し上げます。ヤスオ、ノドカ。私はディアネイズ・クローネ。近しい人は私をディアナと呼びます。どうぞ、そのようにお呼びください」

「はぁ……」

「……」

　康やす雄おはぼんやりと返事をし、和のど香かは呼びかけられても顔を向けようともしない。

「突然のことでさぞ混乱されているかと思いますし、心中お察し申し上げます。ですが、事は急を要し、我々としては迅速に勇者ヒデオの招来を求めております」

「な、待って、待って、あの、そこ、そこちょっと待ってください」

　康やす雄おは、見た目だけで言えば同年代だが、身に纏まとう雰囲気は同年代の女子とは比べものにならないほど大人びているディアなんとか改めディアナへの態度を決めかねた口調で話を止める。

「まず初めにその……『勇者ヒデオ』……って、なんなんすか？」

　勇者、という言葉は康やす雄おももちろん知っている。

　漫画や小説やゲームなどに登場する職業や称号のようなもので、主人公やそれに準ずる重要人物に冠されていることが多い。

　単純に勇気ある人、という意味もあるが、どうもディアナの言う『勇者』やこれまでの言葉の並びからして、ファンタジー世界で圧倒的な力を振るい、怪物をばったばったと倒して災厄から人々を救うヒーローであるところの『勇者』を意味しているようだ。

　だがそう分析したところで、『勇者ヒデオ』という文字列を受け入れられるかどうかはまた別の話である。

　だがディアナは当然のように言葉を続けた。

「言葉通りの意味です。かつてアンテ・ランデを覆う闇を打ち払った救世の英えい雄ゆう、風の聖剣士ヒデオ・ケンザキの偉業を讃たたえて人々が呼ぶ尊称です」

　ヒデオ・ケンザキ。剣けん崎ざき英ひで雄お。間違いなく、康やす雄おの父の名だ。

　だが、また訳の分からない言葉が出てきた。

　なんだ『風の聖剣士』って。

「俺としては恥ずかしいんだけどなぁ」

　そして当のヒデオ・ケンザキは、真面目に語るディアナの言葉にガラにもなく照れている。

　話がややこしくなるばかりだから少し黙っていてほしいし、本当に誰かに『風の聖剣士』などと呼ばれて照れているなら今の千倍恥じ入ってほしい。

「今から三十年ほど前のことです。アンテ・ランデの全人類は未曽有の危機に陥りました。魔界からの侵略者、魔王コールの軍勢に、世界が滅ぼされそうになったのです」

「はぁ。魔王コール……」

　なるほど、勇者の敵は魔王だろう、と心中でいらぬ納得をする。

「人類が次々に敗北し世界が絶望しようとしたそのとき、ヒデオ・ケンザキは夜空を切り裂く流星の如ごとく現れました。私の故郷、レスティリア王国に迫る魔王コール配下の将、悪魔将軍ベリアールの軍勢をたった一人で蹴散らした様は、その場にいた者すら自分の目を疑う光景であったとか」

「いやいや、それは言いすぎだよ。本当わけわかんないまま滅め茶ちや苦く茶ちや暴れただけだし、結果的にはエリジーナ……君のお母さんの力が無きゃ、あの場で間違いなく死んでいた」

「ヒデオはきっとそう言うだろうと母も申しておりました。でも、あのとき挫くじけかけていた王国騎士達の心を奮い立たせたのは、間違いなくヒデオの奮戦だとも言っています」

「はは……昔のことをそう持ち上げられると、照れるねどうも」

　ディアナと父が旧知の仲のように、どうにもゲームじみた話をしている光景に、早くも康やす雄おは眩暈めまいがしてくる。

「……で？」

「はい。その後、今ヒデオが仰おつしやった、当時レスティリアの魔導士隊を率いていた私の母エリジーナを始めとした多くの仲間がヒデオの下に参集し、苦難の旅の末、魔王コールを討ち果たしました。ヒデオはその後こちらの世界に戻りましたが今も尚なお、アンテ・ランデ各地にはヒデオの偉業を慕って多くの人々がヒデオ・ケンザキの伝説を語り継いでいます」

「なんだよヒデオ・ケンザキの伝説って」

　思わず口をついて出た突っ込みを、誰が咎とがめられようか。

「大げさなんだよなー……俺一人でやったことなんてほとんど……」

「親父おやじも照れてんじゃねぇよ。そこに突っ込んだんでもねぇよ」

「ですが今再び、アンテ・ランデを魔王コールの影が覆おうとしているのです。三十年前に倒された魔王の気配が今再び現れた可能性すらあります。いずれにせよ事態は急を要します。魔王コールに抗あらがい得る力を持つのは今尚なお、ヒデオ・ケンザキのみ。今は王国騎士団総帥を勤める母エリジーナ・クローネの命を受け、私は再びヒデオに助けを求めるべく、日本にやって参った次第です」

「はー……」

　話が長くなったので、康やす雄おの頭は混乱が収まらないなりに多少冷えて言葉の筋を追うことができるようになっていた。

　要するに、そのアンテ・ランデという所では、昔起こった大変なことが蒸し返されている最中なのだ。

　それを解決するために父の力を借りたいというのだ。

　そこまでは、それだけはよく分かった。

　だが、

「結局あれだろ？　何か、世界規模で流行はやってるネットゲームとかそういう話なんだろ？　なんかコスプレとか随分気合い入ってるし、親父おやじに海外の、しかも女の子の知り合いがいるなんて予想外だけど、要するにグローバルにオフ会か何かするってことなんだろ？　で、その、海外から来て日本観光しに来たみたいな？　日本語すげぇ上手うまいし……」

　康やす雄おはそうであってほしいという願いをこめて、そして父やディアナよりもむしろ母と和のど香かのためにそう言っていた。

　しかし康やす雄おの言葉を聞いて、ディアナは心底困惑した表情で英ひで雄おに助けを求めるように視線を投げ、英ひで雄おは深く深くため息いきをついた。

「そういう反応になるのも無理は無い。だが康やす雄お。おふざけはここまでだ。これは真剣な話なんだ」

「真剣って、いや、あのな親父おやじ、気に障さわったら悪いけど、ゲームは遊びじゃないとか、そんな感じか？　俺予備校行きはじめてからスリムフォンでしかゲームやんなくて、パソコンとか据え置き機使った本格的なネトゲは全然……」

「康やす雄お」

　思わず上ずる返事に、父の容赦ない重い一言がかぶさってきた。

　それは昔、悪戯いたずらをしたことを咎とがめられたときのような、そんな響きだった。

「アンテ・ランデの状況は相当悪いようなんだ。今日明日ということはなくても、半年以内にどんな悪いことが起こるか予想がつかん。父さんはこの要請を受けるつもりだ」

「何……言って……」

「一度行って彼女の母親に話を聞き、この目で状況を見るまでははっきりしたことは言えん。だが本当にコールの気配があの世界を再び蝕むしばみはじめているのなら、おそらく簡単には帰ってこられなくなる。最低でも一年か、それ以上の時間がかかるだろう。だから……」

　英ひで雄おは、息子に向かって己の覚悟を示すかのように、真まっ直すぐ目を見て言った。

「父さんは会社を辞める。辞めて、アンテ・ランデへ行く」

「ちょ、ちょっと待てよ!?　何言い出すんだよ突然!!」

　これまでのことは、悪ふざけで聞き流すこともできた。

　だが、これはさすがに黙っていられない。

　はっきり言えばこの十数分のディアナの話より、今の父の最後の一言の方がよほど康やす雄おにとっては現実感のある話だった。

「会社を辞める!?　バカ言うなよ！　今辞めてこの先どうすんだよ!!」

「……」

　和のど香かが声を荒げた兄を精彩を欠いた表情で見るが、康やす雄おはそんなことには気づかない。

「仕事の都合で転勤とか単身赴任とかなら分かるさ。でもゲームのために仕事辞めるとかそんなの今時ありえねぇだろ！　自分が何言ってるか分かってるの!?」

「康やす雄お、これはゲームじゃないんだ。真面目な話なんだ」

「誰がどう聞けば真面目な話になるんだよ！　意味分からねぇ！　俺達がゲームとかで遊んでるとほどほどにしろとか言うくせに、自分はネトゲで家族捨てるのかよ!?」

「康やす雄お、それはだな……」

「考え直せよ！　こんな話のために会社辞めるなんて普通じゃない！　分かってんだろ？　俺も和のど香かも今年受験なんだぞ？　行く学校次第じゃ金だってかかるし、今時五十近くまで勤めた会社辞めるとかあり得ないだろ!?」

　康やす雄おは興奮で少し血の巡りが悪くなった頭で早口にそうまくしたてる。

　だが場の強こわ張ばった空気は全く変わらなかった。

　母は相変わらず深刻な顔で黙りこくっているし、和のど香かはどこか呆あきれ顔で肩を竦すくめ、そして肝心の父の顔からも、康やす雄おの言葉に何か揺らいだ様子は感じ取れなかった。

　英ひで雄おが勤めるのは、ヤマハタという会社だ。

　これまでのダイエット食の概念を覆くつがえすレシピ本を出版したことで、女性の間で急激に知名度が高まった会社である。

　康やす雄おは父の仕事について詳しく知っているわけではない。

　だがたまたま友人との間で親の仕事の話題になったときに会社名を出したところ、普段あまり話さないクラスの女子までが食いついてきたのが妙に印象的であった。

　それから興味を持ってきちんと検索してみたところ、レシピ本や小売業向けの提携食品を発売していることを知る。

　そこでようやく父からその話を聞いたことがあるのを思い出し、そのため最初は食品メーカーか何かだと考えたが、実は測量機器の製造販売が本業であると知り驚いたものだ。

　父はそこで、なんだかよく分からない横文字の役職を得ていたはずだ。

　よく分からない、というのは、それが課長とか部長とか、一般的に言われる日本語の役職ではなかったことと、父が普段家で仕事について話すことがほとんど無いため、知る機会が無かったからである。

　だがいずれにしろ、父が定年退職するには早すぎるというのは分かるし、今の自分達の暮らしぶりや時折父にかかってくる電話を小耳に挟んでも、父が会社でそこそこの地位にいることくらいは分かる。

　それを、よく分からないゲームのために辞めるなどと、どう考えても正気の沙汰ではなかった。

「大丈夫だ」

　だが、父は自分の決意が固いとでもいうように、息子と娘の目を真まっ直すぐ見返す。

「家のローンは返し終えてるし、お前達がこれから私立大学の大学院まで行っても、結婚式の費用を助けてやれるくらいの貯たくわえはある」

「そういうことじゃねぇんだよ!!」

「仕方あるまい。休職扱いにしても、俺も年だ。昔のようにはもう動けん。先のスケジュールの見通しが立たないのに籍だけ会社に置いておくことはできんのだ」

　早期退職とか、健康不安が理由ならば中年サラリーマンが発する言葉としては決して不自然ではないはずだが、異世界に行って勇者になるという前提の前には何もかもがおかしく聞こえてしまう。

　すると、激げき昂こうした康やす雄おに狼狽うろたえつつ、ディアナが間をとりなすように口を挟む。

「あの、我々も三十年の間にヒデオが家庭を持っている可能性は当然考慮しておりました。ヒデオが不在の間のご家族の生活については全てレスティリア王国が補償し……」

　だがその内容は康やす雄おの神経を逆なでするものでしかなかった。

「あんたは黙っててくれ！　ネトゲの通貨で飯は食えないし進学もできねぇんだよ！　そもそももう金とかそういう次元の問題じゃない！」

「で、ですからこれは本当のことなんです！　げ、ゲームとはこの世界の遊戯のことですよね!?　遊びではありません、真剣な……」

「黙ってろって言ったろ!!」

「っ……！」

　今日一番の康やす雄おの絶叫に、ディアナはまさしく叱られた子供のようにビクリと体を震わせ、泣きそうな目をしながら黙ってしまった。

「……お兄ちゃん、ちょっとうるさいよ」

「台所の窓開いてたわ。閉めるわね」

　母と妹の反応に、康やす雄おは一瞬だけ罪悪感と不可解な居心地の悪さを覚える。

　先ほどから声高に父に食ってかかっているのは自分一人だ。

　何故なぜ和のど香かも、母さんも、こんなバカみたいな話を聞いて冷静でいられるんだ？

　嫌な焦あせりを覚える康やす雄おだが、それでも一瞬周囲を見回せたことで、少し呼吸を落ち着かせることができた。

「……なぁ親父おやじ。俺、まだ会社で働くってことがよく分からないけどさ、親父おやじくらいの人が会社辞めるって、周囲が相当迷惑すんじゃないのか？」

「それは、まぁ、もちろんそうだが」

　初めて父に動揺の影を見た康やす雄おは、すかさず畳みかける。

「俺達だってそうだ。特に和のど香かは初めて受験するわけだし、近所の人とかから親父おやじのこと聞かれたりしたらどうすりゃいいんだよ」

「その点は、すまないと思っている。お前達が大変な時期にこんな……」

　悄しよう然ぜんとするその言葉が真に迫り、かつ全うな反応なだけに、余計に康やす雄おの苛いら立だちが募る。

　しかもそんな康やす雄おの傍かたわらで、

「別に、私はそこまで受験とか緊張してないけど」

「お父さんのこと聞いてくる近所の人なんかいるかしら……」

　まるで父に援護射撃をせんばかりの和のど香かと母の言葉が耳に入り、康やす雄おはまた頭に血が上る。

「分かってるならバカなこと言ってんな！　遊びは遊びだって割り切れ！　息子と娘が今年受験なんだぞ!?　それなのに親父おやじが遊びのために会社辞めるとかあり得ねぇだろ！」

　だが康やす雄おの苛いら立だちとは裏腹に、父の声色と表情には悲ひ愴そうなまでの真剣さがあった。

「康やす雄お！　遊びじゃないんだ！　アンテ・ランデはゲームや漫画の話ではない！　実際に存在して、父さんはそこで二年間過ごして、大切な友人や仲間を沢山得たんだ！　今の俺があるのは彼らのおかげだ。その彼らが再び危機に陥っているなら、俺は助けたいんだ！」

「そんな話信じられるかっ!!」

　結局はそこに落ち着くのだ。

　父が真面目に話しているかどうかが分からない康やす雄おではない。

　だが、どうしたって話が荒唐無稽すぎる。

　異世界だ魔王だなどという話を無条件に信じるほど、康やす雄おは子供ではなくなっている。

　それに、たとえ事実がどうであろうと、妻と、高三の息子と、中三の娘を持つ男が、突然訳の分からない女を連れてきて会社を辞めて家族から遠く離れた所に行くと言い出したのを止めないのなら、それは家族ではない。

　だが、父の顔は、それをする決心で満たされている。

　だからどれだけ高圧的で生意気で汚い言葉を使ってでも、康やす雄おは父の乱心をなんとかしたかった。

「……」

「ヒデオ……」

　だが、やはり康やす雄おの絶叫も、父の心の琴線に触れてはいないようだ。

　英ひで雄おはディアナと顔を見合わせると、更に一段階覚悟を深くしたようにおもむろに立ち上がった。

「アンテ・ランデが存在することをすぐに証明することはできないが、俺が勇者だった証拠なら、『風の聖剣士』であった証拠なら見せてやれる。それで納得してもらえるとありがたい」

「は？　しょ、証拠？」

　頭の奥が乱れた感情のせいでジンジンと痛む中、父は緩慢な動作でテーブルから少し離れた。

「……久しぶりだな。俺の、半身」

　父がおもむろに両手を顔の前にかざした。

　その瞬間、窓が完全に閉まってエアコンも動いていないはずのリビングの中に一陣の風が吹き抜け、康やす雄おも和のど香かも目を見開く。

「我が名はヒデオ！　開かれし地の自由を摑つかむ者なり！　放て翼！　飛べよ花はな弁びら！　集え蒼そう穹きゆうに開く陽光！　風の化身、聖剣ルタバーガ！　我が声に応え顕現せよ!!」

　とても五十を目前にした中年サラリーマンが叫んでいい詠唱ではないが、それでも康やす雄おも和のど香かも、父の手から目を離すことができなかった。

　ＬＥＤ懐中電灯よりも明るい蒼あおい光が英ひで雄おの両手に凝縮し、

「うわっ！」

　一ひと際きわ強い風が起こり光が収まったときには、父の手には一振りの剣が握られていたのだ。

「ああもう、こんなにしちゃって」

「び、びっくりしたー」

　康やす雄おが凝固する中、これまで沈黙を保っていた母がおもむろに立ち上がり、父が巻き起こしたと思おぼしき風で散らばってしまったあれこれを拾い上げはじめ、さすがの和のど香かも表情を驚きで染めている。

　戸棚の上の写真立てが倒れ、壁に飾られた絵の額が傾き、テーブルの上にあったティッシュボックスは部屋の隅に吹き飛び、テーブルクロスも派手にめくれ上がっている。

　それらをてきぱきと直していく母、円まど香かの姿がなぜか現実感の無い光景に見えてしまうのは、およそ常識では考えられない事態を目の前にしたからだろうか。

　父は少しだけ悲しげに目を伏せた。

「お前達に、ここまで見せるつもりは無かった」

「凄すごい……これが伝説の、風の聖剣ルタバーガ……」

　呆あつ気けに取られ言葉も無い康やす雄おと和のど香かに反して、ディアナの表情からは畏敬の念すら感じられた。

「衰えたな。昔は詠唱もいらなきゃ、こんなひょろっとした剣でもなかったんだが」

　うっすらと蒼あおい光を帯びた鏡のように磨き上げられた刀身が、康やす雄おの視界に残像をちらつかせる。

　一体今、自分は何を見た？

　魔法？　他に表現のしようがないが、それでも自分が見たものが信じられない。

「マジックとかじゃなくて？　何か光に意識を逸そらせて、横からディアナさんがそのコス道具っぽいのを、ささって渡したとか」

　目の前の非現実的な事態に、魔法か何かかと狼狽うろたえた兄を横目に至極現実的に分析したのは和のど香かである。

　一瞬康やす雄おは妹の冷静さに舌を巻きその説に賛同しそうになるが、すぐに思い直す。

　なぜならディアナは、こんな長い剣などどこにも持っていなかったからだ。

　目の前の金属光沢を放つ剣は、とてもではないが素材や構造に仕掛けのあるマジック小道具には見えないのだ。

「持ってみるか？」

　英ひで雄おも、和のど香かの指摘に慌てず騒がず、ルタバーガという名らしい剣の柄を、和のど香かの方に差し出してきた。

「えっ、いいの？」

　すると和のど香かは至極軽い調子で、まるで大人の持ち物を携帯することを許可された幼子のように尋ね返した。

「大丈夫だ。これは俺の聖剣だ。俺の家族を傷つけたりはしない」

　和のど香かの軽い調子に対し、どこかシリアスが行きすぎてズレたようになってしまう父の返事。

「……」

　それでもさすがに少しばかり恐る恐る、和のど香かは差し出された柄に手を伸ばしそれを握り込み刃を立てようとしたが、

「わ」

　剣は一度、確かに和のど香かの手に渡った。

　だが和のど香かが剣を握った瞬間、ルタバーガは虚こ空くうに溶けるかのように、光の粒子となって切っ先からするすると消滅してゆく。

　そして完全に分解した光の粒子は、それぞれが不規則な動きを取って父の手の下に戻っていき、瞬まばたきする間にまた先ほどの剣の姿を取った。

「……私、今、確かに持って……わ、何か凄すごくない？」

「康やす雄おも試すか？」

　困惑しつつもほんの少し楽しげな様子の妹に渋面を作りつつ、康やす雄おは再び差し出された剣の柄に手を伸ばす。

　だが先ほどと同じように、康やす雄おが柄を握った瞬間、切っ先を立てることすらできず、剣は光の粒となって消滅し、一瞬後にはまた父の手元に帰っていた。

　金属的なひやりとした質感が、手の中には残っていた。かすかだが重さも感じた。

　だが、とても全てが金属でできているとは思えぬ軽さも、自分の鼻先十数センチのところで刀身がするすると消え、自分の手から重みが失われる感覚もまた、確かに感じたのだ。

「アンテ・ランデはともかく、父さんが普通じゃないってのは分かってもらえたと思う」

「……なん……で」

　あまりにも漠然とした問いであったが、父は康やす雄おの呻うめきの中の疑問を正確に読み取った。

「お前達に嫌われたくなかった。怖がらせたくなかった。剣にしろ魔法にしろ、およそ普通のことではない。父親が普通ではないということでお前達にどんな影響があるかと思うと、怖くて話せなかった」

　そんなことはない、と胸を張って言えるだろうか。

　もしこの事実を今より前に知ったとして、自分はそれまでと同じように父と接することができただろうか。

　答えは否である。

　今でさえ、この有あり様さまなのだ。

　勇者や異世界はともかく、確かに今、父は自分達の目の前で常識では説明のつかないことをやってみせた。

　このことについてどう反応すれば良いのか、この一瞬で答えが出るはずも無い。

　何か恐ろしく途方もない事態が目の前で起こっているという実感が、このときようやく康やす雄おの中に湧いてきた。

　康やす雄おも和のど香かも、そして英ひで雄おも黙ったまま、しばらくお互い見合うしかできなかった。

　家族の信じ難がたい秘密が明らかになった。

　こんなことは、剣けん崎ざき家にはかつて無かった。

　どうしたらいいのか、誰も分からない。

　ディアナすら固唾を吞のんで行く末を見守るしかない中、

「ねぇ、お父さん」

　穏やかな声が、張りつめた沈黙を破った。

「康やす雄おも和のど香かも、いきなりこんな話をされて分かったって言えるわけないわ。少し落ち着いて、時間を空けてからゆっくり話した方がいいんじゃない？」

「ん？　……ああ、うん、そうか、そうだな、うん」

「母さん？」

　母の円まど香かが、父が巻き起こしたらしい風で倒れたり飛んだりした色々を片付け終わって戻ってきたのだ。

「あなた達も混乱してると思うけど、お父さんも、あまりに急なことで少し焦あせってるのよ。今日のところは一旦この話はやめにして、また時間を置いて話し合いましょ。それくらいの余裕はあるんでしょ？　ディアナちゃん」

「……え？　あ、ええ、はい、それくらいは……」

　ディアナは、自分が話を振られているとは思わず一瞬返事が遅れる。

「なら、今日はここまで。ディアナちゃんは、どこか泊まるアテはあるの？」

「いえ、その、あの、今日中に、その」

　ディアナは恐る恐るといった様子で康やす雄おの方を窺うかがいながら言った。

「今日中にヒデオを連れて帰るつもりでしたので……」

「じゃあ仕方ないわね。今日は私の部屋に泊まりなさい。久しぶりに使うからちょっと埃ほこりっぽいかもしれないけど、お客用のお布ふ団とんもあるわ」

「あ、お、恐れ入りま……」

「待って母さん、ちょっと待って。母さん妙に落ち着いてるけど、いいのかよ、これ」

　康やす雄おは母とディアナの会話の間に強引に割って入る。

「その、聖剣がどうとか、異世界がどうとか、母さんはどう思ってるの」

「どうって」

　母は困惑しているとも、無表情とも、何も考えていないとも取れる顔で康やす雄おを見返す。

「親父おやじが意味不明な理由で会社辞めるとか言ってんだぞ」

　母は読書家で様々なジャンルの蔵書が自慢だが、ファンタジー文学に関しては映画化されるような海外の古典的な作品しか書棚に入っていない。

　もしかしたら話についてこられないでいるから、今まで黙っていたり、果ては心を閉ざしたような無表情になっているのではないだろうか。

　すると、そんな康やす雄おの心配を知ってか知らずか、なぜか母は、父とディアナを順に見てから、小さく肩を落として俯うつむいた。

「そりゃあ、私だってお父さんには会社辞めるなんて思いとどまってほしいわよ。貯たくわえがあるとは言うけど、この先事故とか病気とか、何があるか分からないし」

「だ、だよな。ほら、母さんだってこう言って……」

「でも、行きたいってお父さんの気持ちも分かるから、強く反対もできない。私だって困ってるの」

「親父おやじが会社辞めるの反対……ちょい待って強く反対できないってなんなのどういうこと!?」

　戸惑う息子をよそに、全てを諦めたような顔の母はディアナに向かって言った。

「ディアナちゃん。エリジーナは……いえ、エリーゼは、未いまだに人参にんじんが嫌いなの？」

「「は？」」

　康やす雄おと、ここはさすがに和のど香かも、驚きよう愕がくに呻うめいた。

　一方のディアナは、少しだけ顔を綻ばせて小さく頷うなずいた。

「……はい、毎年人参にんじんにだけ多額の税をかけて市場に出回らないよう画策して、国王陛下からご叱責を賜たまわるのが恒例になっています」

「相変わらずね。アレックスも苦労してるでしょうね」

「はい。父は……父は私に好き嫌いを決してしないよう必死で躾しつけていました。お陰様で、私は大体のものは食べられるようになりました」

「え？　お母さんマジで？」「待って待って」「アレックスって誰？」「待てよ冗談やめろよ」

　兄と妹は、考えがまとまらないまま母に呼びかけると、母は二人を静かにさせるように口の少し前で人差し指を立てて、







「私とお父さんは、アンテ・ランデで一緒に戦って、恋人同士になったのよ」







　その人差し指の先に、小さな炎を灯ともらせてみせてから、そう言った。

「「…………」」

　康やす雄おは、今度こそ言葉を失った。

　そうしている間にも、母の指先に灯ともった炎は少しずつ姿を変え大きさを変え、最後にはまるで水晶玉に閉じ込められたように空中で球形にまとまり、七色の輝きを放つ小さな太陽となった。

「感激です。『虹の賢者』と謳うたわれたマドカ・スギウラの炎の魔法をこの目で見ることができるなんて、魔ま導どう機き士し冥みよう利りに尽きます」

　そしてやはり、言葉が出てこない康やす雄おや和のど香かと違い、ディアナだけが先ほどの聖剣ルタバーガのときと同じように、憧どう憬けいの眼差まなざしで剣けん崎ざき円まど香かを、旧姓・杉すぎ浦うら円まど香かを仰ぎ見ている。

　和のど香かは和のど香かで、ある意味先ほどの聖剣とやらのときよりも目を丸くして、久々に子供らしい表情まで覗のぞかせて母の指先の少し上で形や色を変幻自在に変える炎に見入っている。

「うわー……マジで？　うわーきれー……わっ!?」

　だがその瞬間、リビングの天井にある火災警報装置がけたたましく音を立てはじめ、母は慌てて七色の太陽を両手で包み込み霧散させ、警報音を切る紐ひもを引っ張りながら言った。

「未いまだにそんな恥ずかしい二つ名があるの？　カンベンしてディアナちゃん。賢者どころか大学も行ってないおばちゃんよ。こんな程度であなたに褒められてたら、ずっと王国騎士団の魔導士隊を率いてたエリーゼがヤキモチ妬やくわ」

「母は自信過剰すぎるんです。少しくらい謙虚になった方がいいんです」

　母を褒めるディアナと、謙遜しつつまんざらでもなさそうな母。

　康やす雄おは、もうどうしたらいいのか分からなくなってしまった。

　そんな息子の眼差まなざしに気づいたのか、母は肩を竦すくめて父とディアナを見る。

「お父さんがアンテ・ランデでお世話になった人達を助けたいって思うのは、私もよく分かる。私だって沢山の思い出があるし、沢山助けられたし、できることならそうしてあげたい。でも、私達も年であの頃のようには戦えないし、康やす雄おと和のど香かも大切な時期。これからだってどんな風にお金が必要になるか分からないんだもの。だから……私はお父さんにはどうしてほしいって、まだ言えないの」

　悪夢なら早く醒さめてほしい。

　なんだこの光景は。

　母が魔法使い？　賢者？　魔導士隊？　なんだそれは。

　和のど香かは何故なぜこんな話を動揺もせずに聞いていられるんだ？

　この場で俺が、俺だけかおかしいのか？

　ごく普通に育った十八歳の少年の精神は、もはや限界に達してしまっていた。

「康やす雄お!?」

「ちょっと康やす雄お!?」

「え？　何？　お兄ちゃんマジで？」

「や、ヤスオっ!?」

　直視し難がたい現実に打ちのめされ、腰砕けに倒れて、意識を失ってしまったのだった。




　　　※




　何か長い夢を見ていたかのように、久しぶりに長時間眠った康やす雄おは、

「少し寝すぎたかな」

　そんなことを言いながら、凝り固まった背中をほぐしながら自室を出て階段を下りる。

　まだほんのり薄暗い早朝の光に顔を顰しかめていると、丁度玄関で、スーツ姿で靴を履いている最中の父、英ひで雄おの背中が見えた。

「……あれ？　もう出るの？」

　玄関にある湿度計と温度計が備わった時計を見るとまだ六時。普段よりも一時間以上早い。

「ん？　ああ、今日から大おお阪さかに三日間出張するんだ。新幹線の時間が早くてな」

「ああ、そう。いってらっしゃい」

　父が出張するのはそれほど珍しいことではない。

　頻度からすれば月一くらいだろうか。

　ただ康やす雄おはその正確な回数を把握しているわけではない。

　もはや当たり前の日常として、その日一日、夜まで父の姿を見なければ、

「ああ、出張か」

　くらいに考えていた。

「それじゃ、色々面倒を残して悪いが、行ってくる。話の続きはまた帰ったらな」

「ん？　あ、うん」

　これまで何度もあった通り出勤する父を見送ってから、何か面倒なことがあったっけ、とまだ目覚めきらない頭を捻ひねって考え、その考えはすぐに空腹を告げるお腹なかの音に邪魔された。

　そういえば、昨夜の夕食何を食べたのか記憶に無い。

「あー、親父おやじ帰り遅かったんだっけか。うん？　でも確か俺昨日予備校休んだような……」

　開き切らない目をこすりながら、寝間着の隙間から手を突っ込んで腹を搔かこうとして手に触れる服の感触が寝間着ではなく、自分の体を見下ろす。

「ん？　うぁ!?　なんだこれ？」

　妙に寝起きが苦しいと思ったら、なぜか自分は学校の制服を着たままだった。

「ええ？　俺昨日このまま寝たのか!?　あー、ズボン皺しわだらけだ。なぁ母さん昨夜俺……」

　この段になってようやく昨夜の記憶が曖あい昧まいであることに気づいた康やす雄おは、朝食の用意をしているであろう母に声をかけようとして、

「あ、お、おはようございます！　もう起きていらっしゃるとは！　体調は大丈夫なのですか？　申し訳ありません、まだ朝食の準備ができていなくて！」

　キッチンに、見知らぬ若い女性が立っているのを発見し、

「あああああああああ！　ああ!?　ああああああああああああああ!!」

「きゃっ!?」

　唐突に昨日の記憶が一斉に押し寄せてきて、腹の底から悲鳴にも似た声を上げてしまった。

　キッチンにいるのは昨夜、剣けん崎ざき家にとんでもない爆弾を投げ込んだ自称異世界からの使者、ディアナだ。フルネームはまだ覚えていない。

「ちょっとなんの騒ぎよ！」

　するとその絶叫に呼び寄せられるように母がリビングに飛び込んできた。

「康やす雄お？　起きたの？　体は大丈夫？」

「だだだだだ大丈夫って何が!?」

「だってあなた昨日突然気絶してからずっと目を覚まさないから、今日目を覚まさなかったら救急車呼ぼうかと思ってたのよ？」

「いやいやいやいやいやそうじゃなくて！　おい親父おやじ今出てったぞ呼び戻せよ！」

「は？　知ってるけどなんで？」

「なんでじゃねぇよ！　会社辞めるとか言ってたじゃねぇかよ！　今日にも辞表出してくるかもしれねぇし！」

「ちょっと落ち着きなさいよ。あと昨日お風ふ呂ろ入ってないんだからシャワー浴びてきなさい。それだけ大騒ぎできるなら体調の方は大丈夫そうね」

「これが落ち着いていられるかって！」

「その割には床に腰抜かして落ち着いてるみたいじゃないの。大丈夫よ。今日はいつもの大おお阪さか出張だし、どんなに決心が固くても、会社は昨日の今日で辞めますってわけにはいかないのよ。私も事を急ぎすぎないように、きちんと言い含めておいたから」

「ほ、ほ、本当だろうな!?」

　動揺が収まらない康やす雄おは、腰を抜かした情けない格好のまま、ついディアナを睨にらんでしまう。

　するとディアナは殊勝な顔で、康やす雄おの前に跪ひざまずいた。

「あの、昨夜はマドカの部屋に泊めていただきまして、その、あまりにもご家族の皆さんへの配慮が欠けていたということが分かりましたので、日を改めてお話をと思いまして……」

　着ている物は昨日のようなファンタジーばりばりな軽装鎧よろい姿ではなく、恐らくは母のものであろうジーパンとブラウスだ。

　五十前の母が着る私服を二十歳前後と思おぼしき金髪に緑みどりの瞳のディアナが着ているので、ミスマッチ感はどうにも拭いようが無い。

　だがそれでもまだ日常に存在し得るスタイルであるため、昨日のような視覚的拒否反応は抑えられている。

　あの荒唐無稽な話を横に置いておいても、康やす雄おに対して申し訳なさを抱いているのは本当のようだ。

「あ、あ、はい、うん」

　だが、それで突然ディアナとの友情が芽生えるはずもない。

　結局康やす雄おとしては生返事しかできず、具体的な中身のある会話も続けることができずにいる間に、へたり込んだ康やす雄おの背中と後頭部に、勢い良く開かれたリビングの扉が激突する。

「あでっ!?」

「わっ!?」

　その向こうからは和のど香かの悲鳴が一瞬聞こえ、不機嫌な顔を覗のぞかせて、痛みに悶もん絶ぜつする康やす雄おを冷たい目で見下ろす。

「……お兄ちゃんの大声で起きなくていい時間に起きた」

「ほ、他に言うことあんだろが……」

「跳ね返ってきたドアに足の指ぶつけて超痛いんですけど、なんでそんな邪魔なとこにへたり込んでんの」

「えぇ、何それ……」

　呻うめく康やす雄おがディアナを目で示すと、和のど香かはまだ眠そうな目をディアナに向けてから小さく欠伸あくびをし、普通の挨拶を口にした。

「ああ、おはようディアナさん。ふぁ」

「お、おはようございます、ノドカ。そ、その、ヤスオ、は、その、凄すごい音が……」

　ディアナはディアナで、朝の挨拶を自然に受けながら、頭を抱えて蹲うずくまる康やす雄おに対しどう接していいか分からずおろおろしている。

「いいですよほっといて。お母さーん、私紅茶」

　だが和のど香かは、いつもの朝のように寝起きの回らぬ口でいつものように兄を人とも思わぬことを言った。

「よ、よろしいのですか？　あ、その、お茶を飲まれるのでしたらあのすぐにお湯ができるポットに火がかかっています」

「……あ、デ・アールのことか。本当にコンロの火かけてるわけじゃないよね」

　和のど香かは一瞬だけ考えるような仕草をしてから、瞬間湯沸かしポットであると気づき康やす雄おとディアナの脇を通ってキッチンへと行ってしまう。

「な……えぇ？」

　康やす雄おは頭をさすりながら体を起こすが、そんな和のど香かの様子に疑念を隠せなかった。

　決してディアナに対して友好的なわけではない。

　だが、遠い親戚が来たとき程度にはディアナの存在を許容した態度を取り、ディアナがこの空間にいる違和感を、康やす雄おほど感じている様子が無い。

「まぁ、あんたが言いたいことも多少は分かるけど」

　すると、いつの間にか傍かたわらに立っていた母が、難しい表情で、座り込んで立てない康やす雄おを見下ろす。

「まずは着替えてきなさい。Ｙシャツ、替えはあるんでしょ」

　その言葉もまた、これまでの日常であれば月に幾度か聞いたことのあるような内容だったのに、ひどく遠い場所からの言葉に感じられるのだった。







　朝食の席は、昨日にも増して空気が悪かった。

　肝心要の父がいない分、ディアナの存在は際きわ立だって異質である。

　当のディアナも、康やす雄おの空気が固いために居心地が悪いようで、トーストをちまちまと齧かじるだけで一言も発しない。

　あれからシャワーを浴び、替えのシャツを出し、制服のズボンに慣れないアイロンをかけてしわを伸ばし、通学の準備を整えた康やす雄おは、否いやが応おうでも視界に入るディアナとできるだけ目を合わせないようにひたすら目の前のトーストとサラダだけを凝視している。

「……空気悪いわね」

　ただ一人、円まど香かだけが不満そうにそう呟つぶやいた。

「昨日の今日で仲良くしろっていうのは無茶だとは私も思うけど、テレビくらいつけない？」

　許可を求める口調ではあるが、母の手は既にリモコンを摑つかみテレビをつけていた。

　なるほど、これなら視界がテレビに誘導されてディアナの顔を見なくて済む。

　自分でも根暗な思考だとは思うが正直な感想を抱いた途端、

「板の中に人が!?」

　ディアナの呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが耳に飛び込んできて、康やす雄おは咳せき込こんでしまった。

「え？　あ、ご、ごめんなさい！　私何か今変なこと言いましたか!?」

「い、いや」

　昨日父と母に見せつけられた怪奇現象だって信じ難がたいのだから、ディアナが異世界からやってきた、ということだって当然信じられないのだ。

「本気で言ってるのか？」

　多少非難がましい口調になってしまったことは否いなめないが、それまでの空気の悪さをものともせずにマイペースに朝食を進めていた和のど香かが横から口を挟んだ。

「本気でしょ。昨夜、寝る前に蛍光灯のカバーを外して灯あかり消そうとしてたし」

「は？」

「い、いえ、その、とても明るい蠟ろう燭そくか、魔導の灯あかりがあるのだと思って……」

　思わず見上げると、そこには見慣れすぎて逆に注視することのなくなっていたリビング用シーリングライト。

　内側に埃ほこりと虫の死骸らしき影が見えて、しばらく掃除されていないというどうでもいいことに気づいた。

「……冗談だろ？」

「あ、いや、その、決して冗談では」

　和のど香かに確認したつもりが、ディアナが慌てて言い訳する。

「その、私も母が昔ヒデオやマドカから聞いていた話の又聞き程度でしたし、それであの、人間や物の動く姿を映す装置は箱型か、光を広い面に投射するものだと聞いていたので、ほ、本当に驚いてしまって」

　取り乱して泣きそうな顔をするディアナ。

「ちょっと」

　それを見た和のど香かまで、なぜか非難がましく康やす雄おを肘で小突く。

　声にこそ出さないが、要するにつまんない言いがかりつけて泣かしたりしないでよ面倒くさい、ということだ。

　康やす雄おは康やす雄おで、真面目に弁解するディアナの瞳が少しだけうるんでいることに気づいてしまい、急激にバツが悪くなって顔を伏せた。

「……ふーん……でも、テレビって機械自体は知ってるんだ」

　康やす雄おの態度は、構えた感情の矛先を見失い、それを下ろすのもバツが悪いという最低の状況だった。

　だがディアナは康やす雄おの剣けん吞のんな態度が薄らいだことに安あん堵どしたのか、早口に言葉を継ぐ。

「は、はい。このような薄い板だとは思っていませんでしたが」

「うちの、まだギリギリ箱じゃない？」

　確かに剣けん崎ざき家のテレビは薄型テレビだが相当な旧型のため、当世の薄型とは思えないくらい厚型である。

「そうなのですか？」

「うん、新しいのはうちの半分とか、それよりもっと薄いかも」

「へぇ……」

　康やす雄おと違い和のど香かは、内容が薄型テレビよりも薄いものの、ディアナとの日常会話がきちんと成立している。

　これは一体どういうことなのだろう。

　昨夜自分がみっともなく意識を失ってから、何かあったのか。

　和のど香かはどのようにして、父や母やディアナの異常すぎる話と折り合いをつけたのか。

　その疑問が表情に出ていたのか、和のど香かがふと康やす雄おの視線に気づいた。

　そして手に持っていたトーストを皿に置き、少しだけ仕切り直すような口調でディアナに告げる。

「まぁ、どこまで真剣なのか分からないけど、私もお兄ちゃんもまだ混乱してるから、しばらく話の蒸し返しは無しにしてね」

「は、はい。昨日は私も性急に事を運びすぎたと反省しました。ご家族の皆さんにとっては重大な問題ですし、少しずつ時間をかけて話し合っていただければ……」

　ディアナの、ありがちだけどまさか本当にそんなことを言う人間がいるはずが無いセリフランキング上位にランクインする一言と、どこまでも普段と変わらないテンションの和のど香かのおかげで、それまで氷河期だった食卓に微かすかに春風の気配が漂いはじめる。

　だが、その間康やす雄おは、自分が咽むせて吐き出してしまったサラダのコーンを片付けながら、ディアナの言葉を注意深く聞いていた。

　母と和のど香かは気づいていないのだろうか。今のディアナの発言の真意に。

　康やす雄おは溢あふれ出そうになるものを朝食を吞のみ込んで押し込めると、ごちそうさまも言わずに席を立った。

　母や和のど香かが何を考えていようと、自分がこの場にこれ以上いたら、自分も、ディアナも嫌な思いをするばかりだし、変に和のど香かが気を回して余計な借りを作ることになる。

「……ごちそうさま。早いけど、俺もう出るわ」

　時計は六時四十五分を指している。

「あらそう？」

「ふーん、随分早く出るんだね」

　母は意外そうに目を丸くするだけだったが、和のど香かの言葉からは『へー、逃げるんだ』というニュアンスがビシバシと伝わってきた。

　確かにいつもならあと三十分はゆっくりしているところだが、とてもではないが康やす雄おはそんな気分にはなれなかった。

　あと三十分、和やかになりはじめた空気の中でディアナと時間を共にしたら、どんな言げん質ちを取られるか分からない。

「ちょっと部室に顔出す約束があるから」

　微かすかな言い訳から、誰か噓うその気配を感じ取っただろうか。

　康やす雄おの通う高校では、部活動の朝練習は重要な大会前などに申請しなければ行われることはない。

　父の英ひで雄おは康やす雄おが高校に入学した当時、部活に朝練が無い、という事態にひどく狼狽うろたえていたのをこんなときに思い出す。

　禁止されているということではないため、全国区の実力を持っていたり、専用の練習場を持っているような部は別なのだが、いずれにも当てはまらない部に関しては近年朝練習を削減していく傾向にある。

「あっそ」

　そんな客観的事実とは無関係に、和のど香かは康やす雄おの腹積もりを見抜いたようだ。

　それも当然のことかもしれない。

　なぜなら康やす雄おが所属していた部活はもう、存在しないのだから。

「あ、い、行ってらっしゃいませ……」

　そのまま食卓を一顧だにせぬ康やす雄おの背を、ディアナの声と、彼女が僅かに腰を浮かせて椅子がずれる音だけが追ってきた。

　見送りをしようとしたのか、ただ思わず立ち上がっただけかは分からないが、いずれにしろ見送られたところで、今は彼女とこれ以上話せることも無い。

　異世界だ勇者だ魔王だのという話を信じなくても、彼女が両親の古い友人の子供であるということだけは理解した。

　だがその人物は自分の家族の平和を乱そうとする元凶で、そんな人間に見送られたらどんな悪口雑言を吐いてしまうか分からない。

　それこそこの朝の短い時間の彼女の様子を見ても、言葉を失って悄しよう然ぜんとしてしまうのは目に見えている。

　気立てそのものは良さそうなディアナを罵倒して沈黙させては、まるで自分が悪いようではないか。

　だから、追わないでもらうのが一番助かる。

　それに、部室に顔を出す、という話もあながちウソではない。

　以前は部室として使われていた部屋で、ただ時間を潰すだけではあるのだが。

「なんか、本当に何もかもうまくいかないな」

　まだ少し肌寒い春の朝の光を浴びながら、康やす雄おは一路、西せい武ぶ線所ところ沢ざわ駅目指して歩を進めたのだった。







　康やす雄おのこれまでの高校生活を表すなら、修理に出すほどではない不良品、である。

　都内の私立高校、武たけ丘おか高校に通い、仲が良い友人は、全員男子だがそこそこいる。

　成績も、科目によって学年上位に食い込むものもあれば、平均より少し下をうろうろして過去には定期テストで赤点を取った経験もある。

　運動に関しては、それが上手いとクラスで脚光を浴びるタイプのサッカーやバスケットボールなどより、ラケット競技や柔道や器械体操など、個人の塩あん梅ばいでできるものが得意だ。

　委員会活動などを積極的にこなす方ではないが、任されたことには責任を負って行動してきた。

　つまり、決してクラスの主役になるタイプではなかった。

　別段主役になりたいと思っていたわけでもないが、素行の悪い連中に存在を認知されてはいても目を付けられるわけでもなく、女子とも話すがモテるわけでもない。

　趣味や好みの合う付き合いの深い友人が二、三人いて、それ以外にも同じ中学から進学したり、帰りの方向が一緒だったり、一年次に同じクラスだったりなどの理由で行動を共にしがちな友人が何人か。

　ここまで来れば、スター性こそ無いがそれなりに充実した側に振れた高校生活にも見える。

　だがそれでも康やす雄おの高校生活は画が竜りよう点てん睛せいを欠いていた。

　その日、校舎が賑にぎわいはじめるまでは『部室』でスリムフォンを眺めながら過ごし、校舎が騒めきはじめた頃に、自分のクラスである３年Ｄ組に向かうと、

「おす」

「あ、ヤス、何、今日早いじゃん」

　一年次からの友人である相あい生おい碧あお人とが、布の袋に入った長いものを束で抱えていた。

　あいおい、という苗みよう字じに加え、誕生日が四月四日である碧あお人とは出席番号不動の一番であり、曰いわく、自分を越えるのは四月三日生まれの従姉、相あい生おい愛あい佳かか、まだ見ぬ宿敵『相あい上うえ』姓だけらしい。

「なんだよその長いの。重そうだけど」

「これ？　刀」

「刀ぁ？　え？　何、本物？」

　思いがけない返答に目を丸くするが、碧あお人とは首を横に振る。

「そんなわけないだろ。部活で使う小道具だよ、小道具」

　そう言うと碧あお人とは笑って、机に長物の束を置く。

「卒業した前の部長が舞台の道具作ってる会社の人と知り合いなんだ。それで家にそういう小道具とかがいっぱいあって、溜たまりすぎたから部活で使えよって押しつけられたの」

「ああ、演劇部の」

「と、映研な」

　康やす雄おと碧あお人との通う武たけ丘おか高校の演劇部と映画研究会は、それぞれが協力体制を取っており、対外的な評価も非常に高い。

　演劇部は関東地区の上位常連だし、映画研究会は多くの全国大会の出場経験を持つ。

　碧あお人とは演劇部に所属しており、昨年の三年生が引退した後に副部長職を引き継いでいた。

「見る？」

　碧あお人とはそう言いながら、康やす雄おの返事を待たずに和柄の袋の紐ひもをほどいて中から刀を一振り引っ張り出してみせた。

「お？　なんだよそれ刀？」

「刀じゃん、えー、相あい生おいこれ何よ、抜いていい？」

　すると物珍しさからか、碧あお人とと同じくクラスメイトでよく一緒に行動する五十嵐いがらしと日ひ野のが寄ってきて、机の上に置かれた四振りの黒く塗られた鞘さやに見入る。

「いいよ。でも、中身脆もろいから硬い所にぶつけないでな」

　碧あお人とは中の一振りをあっさり五十嵐いがらしに渡し、五十嵐いがらしもうきうきした顔でそれを受け取る。

「軽っ。これあれか？　タケミツってやつだよな。……あれ、抜けない。偽にせ物ものだから？」

「違う違う。一応本物っぽく、鯉こい口ぐちを切らないと上手うまく抜けないようになってんの」

　碧あお人とはそう言うと、別の竹たけ光みつを取り出して左腰に当て、左手の親指で鍔つばを押し上げる。

　すると、時代劇でよく聞く硬い音と共に刀身の根本が鞘さやから覗のぞき、すっと刃が抜き放たれた。

「「おおー」」

「……」

　五十嵐いがらしと日ひ野の以外にも増えはじめた野次馬男子達からは歓声が上がるが、前日もっととんでもない『剣』を見てしまった康やす雄おはそのノリについていけなかった。

　代わりに、順々に回ってきたその竹たけ光みつを握ってみると、日本刀のことなどまるで分からない康やす雄おでも、柄も刃もなかなかそれっぽくなっているように思える手触りだった。

「軽く思えるだろ？」

　父の『聖剣』は、これより軽かった。と、心の隅で湧き上がった小さな声を、康やす雄おは必死で無視して曖昧に頷うなずく。

「でも、これずーっと振り回すのって、慣れないうちは結構厳しいんだぜ。最初の頃は一日稽古したらもう腕とかパンパンでさ」

「そういうもんなのか？」

「ヤスも、時代劇の殺陣たてとか見たことあるだろ？　殺陣たてって相手に当てずに当たってるように見せなきゃいけないんだよ。だからただ振り回すのとは筋肉の使い方が全然違うんだ」

「へぇ」

　殺陣たての理屈が分からない康やす雄おはまたも生返事をしつつ、他にどんなデザインの刀があるのか純粋な好奇心として、一番自分に近いところにあった袋に手を掛けた。

「あ、それは」

　すると碧あお人とが少し鋭く警告を発し、すぐに康やす雄おもその意味を理解する。

　明らかに、その一振りだけが重かった。

「え？　本物は無いって言ってたよな」

「本物じゃないよ。模造刀ってやつ」

　そう言うと、碧あお人とはその包みだけは慎重な手つきで解き、中から見た目や音だけでも重いと分かる黒塗りの鞘さやに黒い鍔つばの刀を引っ張り出してきた。

　碧あお人とが先ほどと同じように鯉こい口ぐちを切ると、なるほど一見しただけで確かに刃は立っていないことが分かる。

　だが教室に差し込む朝日を受ける刀身の輝きは、明らかに竹たけ光みつとは違う重厚な空気を纏まとっていた。

「持ってみる？　刀身には触らないでな、錆さびるから。あと、最初はびっくりするほど重いから気をつけて」

「お、おう」

　真剣な口調で手渡された、かつて打ち刀、と呼ばれた刀を模したそれは、

「え、ま、マジかよこれ」

　慌てて握力を込め直すほど、想像を超えて重かった。

「何、剣けん崎ざきそれそんな重いん？」

「いや、重いなんてもんじゃねぇよ。え？　昔の武士ってこんなの振り回してたのか？」

　日ひ野のの問いに、康やす雄おは素直な驚きを口にする。

「本物とは刀身の素材が違うからまんま一緒ではないけど、これより極端に軽いってことはないと思うよ。てか刀って、言っちゃえば鉄の塊だぜ？　江戸時代の二本差しの武士は、この重さを支え続けるせいで、刀が無いとき体が右に傾く癖がついたらしいし」

「そ、そりゃそうだけどさ」

　テレビの中の武士達は刀を自分の手足の如ごとく振り回すし、ゲームなどでも刀は西洋剣などに比べて軽量級の印象を与える傾向にある。

　だが言われてみれば、人や物を破壊するための道具である武器が、簡単に振り回せるような軽い材料でできているはずがない。

「無理、こんなの振り回せねぇって。鍛えてなきゃ速攻ですっぽ抜けるわ」

　迂う闊かつに構えたりすると刀身が誰かに当たってしまいそうで、康やす雄おはすぐに模造刀を隣にいた日ひ野のに渡してしまう。

「うわマジだ重っ」「そんなにかよ」「やべーってこれ。刃物じゃないってだけで十分凶器っしょこれ」「白羽取りとかできそう？」「当たり所悪かったら手首の骨余裕で砕けるぜこれ」

「……おいおい、手入れ面倒だから刀身には触るなよー」

　不安げに五十嵐いがらしと日ひ野のと二人の周りのクラスメイトを見る碧あお人とに、康やす雄おは尋ねる。

「なぁ、あんな重いのも本番の舞台で使うのか？」

「いや。あれは下級生のための練習用」

　すると碧あお人とからは、思いがけず真剣な声が帰ってきた。

「竹たけ光みつって軽いだろ？　だから最初はぴゅんぴゅん適当に振り回しがちなんだ。でも、本物の刀の重さを知ってれば、それを芝居に反映して演技に厚みが出ると思ってさ。まぁ、本物じゃないんだけど、本物っぽい重さってことで。あとはさっき日ひ野のも言ってたけど、あれ普通に殴ったり刺したりして人を殺せるからさ。そういうことを学ぶ上でも、ね。部員の意識向上というか、舞台のクオリティアップのためというか」

「……じゃあ次の大会とか、時代劇やるのか？」

「どうかな。まだ決まってないけど、今年やらなくても道具があれば俺が卒業した後に誰かが引き継いで来年以降にやってくれるかなって思って」

　碧あお人とは日常生活に演劇熱を持ち込むタイプではないが、芯が熱い人間であることは一年からの付き合いでよく分かっていたし、言うだけのことはある実績を実際に叩たたき出している。

　そしてこうやって責任ある立場から、自分がいなくなった後のことまで考えて、学校に自分の足跡を残している。

「いいなぁ、そういうの」

　康やす雄おはつい口からぽろりと感想が漏れただけだったのだが、

「ヤス、ごめん、ちょっと熱くなった」

　碧あお人とは、少しはっとして、申し訳なさそうに目を伏せた。

　康やす雄おも康やす雄おで碧あお人とが何に気づいたかに気づいて、なんでもないことのように手を振る。

「いーっていーって。あれはもう、実績ない上にあんなことになったんだから、努力とかそういう次元じゃどうにもならないことだったんだって」

「……なぁ」

「演劇部へのお誘いなら勘弁してくれ。人前に立てても、演技とか無理。それに未経験の三年がいきなり入って何かできるほど、うちの演劇部ぬるくないだろ？」

「……まぁ、な。でもさ、ヤスのコーラス、うまいと思うし、そこから入ればなんとかさ。外国語歌詞とかも行けるんだろ？」

「気ぃ遣ってくれてありがたいけどさ、副部長の贔屓ひいきとか絶対良くないことにしかならないから。それよりあれ、あそこで誰かが刀身触ってるぞ」

「え？　あっ！　ちょ、ちょっと！　刀身触るなって！　模造刀でも手の脂は大敵なんだぞ！」

　物珍しさのせいで模造刀はいつの間にか教室の端までバケツリレーされてしまっていた。

　その上最初の野次馬の中にはいなかったクラスメイトが思い切り刀身を素手で握っているのを見て、碧あお人とは慌ててそちらに駆けていってしまう。

　その様子を見ながら康やす雄おは、苦笑しつつため息をついた。

「あれはもう、どうにもならねぇことだったんだって」

　そして、康やす雄おの現状に気を遣ってくれた級友への後ろ向きな感謝だけを心の中で口にした。







　朝に碧あお人とが思いがけない話題をクラスに提供したこと以外は、なんら普段と変わらない学校の一日が過ぎ去った夕方。

　グラウンドの方からは運動部の掛け声が。校舎の片隅からはブラスバンド部の壮大な演奏が。武道場からは剣道部だろうか、無数の硬いものが打ち鳴らされる音が聞こえる。

　そんな中、康やす雄おは一人、陽が傾きかけた校舎の中庭を校門に向かって歩いていた。

　目的地は当然、朝過ごしていた『部室』ではない。

　ブラスバンド部の演奏が突然止やんだ。きっとどこかのパートがトチったのだろう。

　音がしなくなった方をつい振り返り、康やす雄おはため息をつく。

「未経験の三年が今から演劇部とか、あり得ないって」

　今は帰宅部の康やす雄おも、かつては部活に所属し、立場だけなら碧あお人とより上の部長の座に就いたのだ。

「今更なぁ……どうにもならんよなぁ」

　だが、武たけ丘おか高校合唱部は、剣けん崎ざき康やす雄おが部長の座を継いだその瞬間に、部員不足を理由に休部してしまった。

　更に、顧問を務めていた教師が、契約期間の満了とやらでその年に学校からいなくなったことが災いし、完全に廃部となったのだ。

　そもそも康やす雄おの学年から入部したのが康やす雄お一人という時点で既に暗雲は立ち込めていたわけだが、それでも三年と二年の先輩の人数は足りていたため、部全体ではあまり真剣に部員を獲得しようという熱意が湧き上がらなかった。

　結果、康やす雄おの後に散発的に現れた入部希望者も、結局全員続かなかった。

　そうこうするうちに最も人数が多かった三年が引退し卒業。

　代わって進級した一つ上の先輩達は、自分達が三年になってようやく自分達の古巣となるはずの部活が消滅しかかっていることに気づき慌てはじめた。

　だが結果的に、康やす雄おに部活の後輩はできなかった。

　武たけ丘おか高校は、元々カリキュラム的にも芸術的な科目や活動に重きを置いていなかった。

　合唱部の歴史も決して目覚ましい戦果を誇っていたわけではなく、あえて武たけ丘おか高校に来てまで合唱をやろうなどという者は、いなかったのだ。

　そうして今、三年になった康やす雄おの下には、残念ながら合唱部復活の気配は微み塵じんも伝わってこず、こうして帰宅部の身に甘んじていた。

　康やす雄お自身、顧問がいなくなってしまったことで無理に部を復活させる気概をなくしてしまっているのもある。

　だがそれでも、合唱が好きで合唱をやりたいと思って入部した部が、もうこの校舎内のどこにも無いという事実を時折こうして感じてしまい、それによって自分という存在の寄る辺の無さがあまりにも強く感じられてしまうのには、未いまだに慣れない。

　カラオケ的な流行はやりのポップスはさっぱりだが、合唱・声楽の技術は人より一歩抜きんでている自信はあった。

　アカペラ合唱の経験からそれに必要な技術などを学び、実際に先輩や顧問にはそれなりに評価もされていた。

　それは弱小校なりの評価ではあっただろうが、唯一自分が主役に近づける場でもあったために、喪失感は未いまだに引きずりっぱなしであった。

　今日のように、友人が熱い青春を謳おう歌かしているのを見せつけられてしまった日などは、引きずる重さもひとしおである。

「ああ、予備校行かなきゃ」

　想おもいの外長時間立ち止まっていたことに気づいた康やす雄おは、ふとスリムフォンに入ったクーポンメールのバイブレーションで、時計に目を落としてはっと踵きびすを返かえす。

　予備校は、家の最寄りの所ところ沢ざわ駅にある。

　所ところ沢ざわから学校の最寄り駅までは各駅停車で十分少し。だが、学校から学校の最寄り駅までは、巨大な畑や農家が連なる国道の裏道をひたすら二十分以上歩く必要がある。

　急がねばならない、と思い歩きはじめる康やす雄おだが、それでも気持ちが足を重くした。

　予備校に行くということは、家に帰る時間が近づいている、ということでもある。

　家に帰れば、きっとディアナがいる。

　ディアナは目的を果たすまでは帰らないという気概を見せていた。

　彼女の言うことが真実かどうかは現状問題ではなく、ディアナと会えば、昨日のことや今朝のことを思い出すし、もっと言うと、

「……なんだよ、勇者だ賢者だって」

　どこにでもいるおじさんおばさんだと思っていた両親が、もしかしたらとんでもない世界で主役を張っていたのではないか、という可能性に触れなければならなくなる。

　そして、もし父が固い決心でディアナの誘いに乗ってその世界に戻ると決め、母がそれに賛成してしまった場合。

　康やす雄おはまた、あるはずだった平穏な場所を一つ奪われることになる。

　今この瞬間も剣けん崎ざき家はディアナが持ち込んだ難題で荒れに荒れているが、それでも両親は自分を私立高校にやり、予備校にやり、大学に行く金を出してくれる。

　ならば今こそ、自分の努力が自分の居場所を摑つかむことに直結する勉強に注力しなければならない。

　勇者だ魔王だ異世界だという話は、せめて受験が終わった後にしてほしいものだ。




　　　※




　当世、大学受験対策予備校に限っていえば、大教室に大人数を集めて講師が講義、という形式はどんどん少なくなってきている。

　大学全入時代を迎え、高校生の獲得競争が激化しており、生徒一人一人に対して偏差値１の違いから対応するべく、より細やかな受験指導が求められているからだ。

　康やす雄おが通う予備校『千せん秋しゆう学がく院いん』所ところ沢ざわ校の各教室にはインターネットカフェのようなヘッドセット付きパソコンが設しつらえられた個別ブースがあり、生徒は定められた時間割の中から希望するコマ数を予約してブースに入る。

　ブースは映像授業による講座受講はもちろん、予習復習、自習にも用いることができる。

　講座の内容は志望校や自分の学習レベルなどを勘案して選択し、個別に映像授業で講座を規定のコマ数受け、最後に学習の進捗を測るテストを受ける形が一般的となりつつある。

　講座や自習では分からないこと、不明な点が出てきた場合は、担任助手と呼ばれる大学生講師や教室長に指導や面談を求めることができる。

　康やす雄おはパソコン画面に展開される講座を聞いていれば全てを忘れて勉強に、つまりは高校三年生としての日常に集中できると考えたが、そんな淡い期待は、康やす雄おが選択している英語の長文読解講座で吹き飛んでしまった。

　小説文の読解、というテーマは良かったが、ベトナム戦争に従軍した元軍人の下に、戦友の一人娘が訪ねてくるという内容があまりにも今の剣けん崎ざき家の状況と一致して、読み進めることができなくなってしまったのだ。

　戦友の娘は主人公の老人に、戦友が陥る苦境を訴えて力を貸してほしいと頼み込むのだが、主人公の老人にはすぐさま戦友の下に駆けつけられない理由があった。

　ここまで理解したところで、結末まで読み進めることを康やす雄おの脳は拒否した。

　老人の行動が、そのまま父の行動に当てはまってしまったらどうしよう、と思うと、これが講座の中の問題文であると分かっていても、結末を見るのが恐ろしくなったのだ。

　折悪あしくこの日は次単元に進むための確認テストを受講しなければならない日で、当然のように全く問題が解けず、

「いつもはこんなこと無いのに、今日はどうしたの、何か悩みでもあるのか？」

　と、担任助手の先生で、今は早わ生せ多た大学三年生の小こ林ばやし雄ゆう介すけに心配されてしまう有あり様さまだ。

　もちろん悩みはある。

　だがそれは、予備校の担任助手に話しても決して解決しない悩みである。

　康やす雄おは打ちひしがれたように予備校を出て、顔を顰しかめながら帰路を歩いていると、やがて家の灯あかりが見えてきた。

　リビングとキッチンの照明は灯ともっているが、ディアナはまだいるのだろうか。

「まさか……親父おやじが行くって言うまでいる気か？」

　昨夜はディアナが家に泊まった、という実感なく気絶した康やす雄おだが、唐突に『異世界からやってきた美少女と、ひょんなことから同居生活』などというフレーズが脳裏に浮かんだ。

「そんなバカなことあるかよ」

　現実的に考えて有り得ない。

　一晩二晩の宿泊ならともかく、ディアナが剣けん崎ざき家に居い候そうろうするなど考えられなかった。

　それは好こう悪お以前に単純に剣けん崎ざき家の広さの問題で、昨夜泊まったらしい母の部屋も、長年の家族の暮らしを堆積したため手狭であり、相当無理をして布ふ団とんを敷いたはずだ。

　それに、同居をしたいかしたくないかで考えても、はっきり言ってしたくない。

　ディアナが美人であることは認めるにやぶさかではない。

　しかし異世界云うん々ぬんを抜きにして、得体が知れないことには変わりないのだ。

　仮に親しい碧あお人とや五十嵐いがらしや日ひ野のに全てを話し、信じてもらえたとして、もしかしたらこう言い出す者がいるかもしれない。

『口うるさい親父おやじがいなくなる上に、金髪美少女と同居できるなんて、願ったり叶かなったりじゃないか』と。

　ディアナがもっと出自のはっきりした人物で、父におかしな考えを吹き込もうとしないのなら、康やす雄おだってそう考えたかもしれない。

　だが康やす雄おにとって、ディアナは家族の平和を乱す闖ちん入にゆう者しやであり邪魔者なのだ。

　怪しげな新興宗教などが若い男性を釣るためのエサとして妙齢の美女を使うことがあると聞くが、感覚的にはそれに近い。

「はぁ……ただいま」

　だが、なんにしろ家に帰らないわけにはいかないのだ。

　重苦しい気持ちで玄関のドアを開けた、そのときだった。

「ん？」

　歌声が聞こえてきた。細いが芯の通った女性の歌声だ。

　だが、耳に飛び込んできた歌詞は、どう聞いても日本語の節回しではなかった。

　つまり今聞こえてくる歌声の主は。

「……」

　リビングのドアをこっそり開けると、どういう訳か湯気のくゆる紅茶を目の前に、祈るような姿勢で細く歌を歌っているディアナの後ろ姿があった。

　ちなみに服は、今朝見たまま、母のものだ。

　少し聞くと、歌声が細いのではなく、ゆったりしたリズムのメロディを声を抑えて歌っているのだと気づく。

　だが、歌を歌い慣れていないと、テンポの緩やかな歌で高音域をビブラートを起こさずに細く長く捉えるのは意外に難しい。

　美しい歌声にうっかり耳を澄ませてしまい、つい、気が緩んだ康やす雄おはぽろりと呟つぶやいた。

「讃さん美び歌か？」

「え……え、あっ!?　お、おかえりなさ……！」

　その声が耳に入ったのか、ディアナは唐突に歌うのを止やめ、弾はじかれたように振り向いた。

　そのはずみで肘が紅茶のカップに当たって思い切り中身が零こぼれてしまう。

「あ、あああっ!?」

「お、おい何やってんだよ」

　淹いれたてらしい紅茶がディアナの足にかかってしまったのを見て、康やす雄おもさすがに慌てる。

「おい大丈夫か！　とりあえずほらこれ！」

　鞄かばんも下ろさずキッチンに駆け込み、布巾を濡ぬらして軽く絞るとディアナに放り投げた。

「あああああの、あのっ！　も、もしかしてききき、聞いて、聞いてっ……」

「火傷やけどとか大丈夫か？　まず拭いてそれ！」

「ききき聞いてました!?　聞いてました!?　こ、こういう、機械って濡ぬれちゃだめって聞いたんですけど、聞いてました!?」

　ディアナは相当に混乱しているらしく顔を真っ赤にしながら、服にかかった紅茶には構わず紅茶に浸ったリモコンを拝むように抱えて右往左往している。

「そんな簡単に壊れねぇからそれより足！　足んとこめっちゃ零こぼれてる！　火傷やけどは……」

「あっ!?　そのあの、火傷やけどは大丈夫ですけどマドカの服を汚してしまってすいませんすいません！」

　顔を真っ赤にしながらリモコンを持ったまま唐突にズボンを脱ごうとするので、今度は康やす雄おの方が顔を赤らめて混乱してしまう。

「おい待てここで脱ぐな!!」

「だ、だって紅茶の染しみは落ちませんからすぐ洗わないと！」

「洗面所行けよ！」

「だってだってマドカが入浴中にお邪魔じゃ……」

「母さん風ふ呂ろかよ！　平気だよ洗面所なら普通に歯とか磨くんで入るし!!」

「あああごめんなさいそうですよね！　すいませんヤスオの目の前ではしたない真似まねを!!」

「だからここで脱ぐな！　洗面所行ってくれって！」

「ああ、お祈り途中だったのに……！　ヤスオの前で、こんな……！」

　押し問答の末、ディアナがようやく洗面所に向かったのを見てホッとする康やす雄お。

　ここで康やす雄おは自分が鞄かばんを担かついだままだということに気づき、とりあえずその場に下ろす。

　そしてディアナが転がしてしまったカップをシンクに置き、布巾を絞り直して拭き残しを片付けたところで、ディアナの声だけが申し訳なさそうに戻ってきた。

「あ、あの、ヤスオ、すいません、大変申し訳ないのですが」

「ああ？」

　リビングの扉を開けて手だけが、リビングの奥の母の部屋を指差していた。

「その、マドカに寝間着を用意していただいていたのですが」

「ああ」

　それがどうしたというのだろう。ごく自然に頷うなずくが、次の瞬間自分もやはり生活の中でありがちなトラブルを目にして冷静でなかったことに気づいた。

「そ、その……と、取ってきていただけません……か……あの」

「え？……あっ!?　ああ！　そ、そうか、わ、分かった、ま、待ってて。ご、ごめん、本当に気づかなくて」
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　一秒ほどの思考で、康やす雄おは自分の配慮がもう一歩足りていなかったことに気づく。

　履いていたズボンを水洗いしてしまったのなら、当然その姿のままで康やす雄おの前を横切るわけにはいかないだろう。

　母の部屋に踏み込んで件くだんの寝間着を摑つかみ、その一瞬だけディアナが冷静になっているのを男子高校生としては残念に思いながらも、すぐに気を取り直して、万が一にも見てしまわないように畳まれた寝間着をできるだけ崩れないように廊下に放り投げた。

　放り投げてから、なぜか、見ないように手渡せば良かった、という思いがよぎるが、何故なぜよぎったかは敢あえて考えない。

「あ、ありがとうございます」

　程なく母の寝間着を着て現れたディアナは、少しその場でもじもじしながら、上目づかいに康やす雄おを見た。

「あ、あの……それで、その」

「いや、ごめん。今のは俺がバカだった。その、マジでやましい気持ちとか無くて本当に」

　ディアナに先んじて謝罪する康やす雄おだが、どうにも言い訳がましい言葉ばかりが飛び出し、しかもそれを抑えることができない。

　壁一枚隔てて、下着姿の女子がいた。

　そのことに康やす雄おの心はすっかり動転してしまい、心拍は速まり顔も赤くなる。

　ディアナも康やす雄おに輪をかけて顔を赤らめていたが、首を横に激しく振った。

「ち、違うんです！　あの、そ、そっちではなくて……」

「え？　どっち？　え？　あ、ああ、そっちって、こっち」

　ようやく今の顚てん末まつの前に何があったかを思い出した康やす雄おは、まだ動転が収まらない脳に、深呼吸で必死に酸素を送り込みつつ、少し早口で言った。

「ごめん聞こえた。で、でもリビングで歌ってりゃ、そりゃ聞こえるよ」

　それもまたなんとなく言い訳がましいセリフ選びになってしまうが、ディアナにはストレートに言葉が響いたらしく、更に顔を思い切り赤面させる。

「お、お耳汚しを失礼しました……あの、あれは、その、最近のレスティリア人の作法といいますか、私のこれまでの生活習慣上やむを得ないといいますか……」

　歌っているところを見られたのがそこまで恥ずかしいのだろうか。

「歌が、作法？」

　心に湧いた疑問を率直に言葉にすると、更に慌てるディアナ。

「そ、その私、昔から歌が下手で、祈りに心がこもっていないと教会司祭様に怒られてばっかりで、実際全然力も無くて！」

　歌の力とはどういうことなのか分からないが、ディアナの奇妙な言い訳は続く。

「そんな私が言っても説得力は無いと思いますが、その、先ほどの歌はですね、そう！　こちらの世界で言うお祈りのようなものです！　ナムアミダブツです！」

「ぶっ」

　ばたばたと顔の前で両手を何度も交差させるディアナは、まだパニックの渦か中ちゆうから抜け出ていないらしい。

　唐突に出てきたナムアミダブツがおかしくてつい噴き出した康やす雄おは、おかげでディアナより先に冷静さを取り戻すことができた。

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつは祈りじゃなくてお経だよ。まぁ似たようなもんだけど」

「オキョウ？　ええっと、オキョウってなんでしたっけ、大きなお魚でしたっけ？」

「それオヒョウな」

　回転寿司ずしなどでエンガワとして提供されるネタの大部分がカレイの仲間のオヒョウという大型の魚のものだが、以前テレビで一度見たきりの豆知識がぱっと出てきた自分にも驚いたし、お経を知らないのにオヒョウを知っているディアナにもある意味驚いた。

「あー、そのなんだ。夜に家でお祈りするのなんてカトリックじゃ珍しくもないらしいし、就寝前の祈りの讃さん美び歌かなんてのもあるし、そういう習慣だっていうなら、まぁ、分かる」

「え……？」

　康やす雄おの思わぬ言葉に、ディアナは目を瞬まばたかせる。

　康やす雄おに自覚は無いが、康やす雄おがディアナについて肯定的に話すのは、これが初めてのことだったからだ。

「異世界から来ただなんて話は正直全く信じてないけど……でも歌は……上手いと思う」

「そう、ですか？　初めて、言われました」

　恐る恐るそう確認するディアナだったが、その口元は喜びに綻ほころんでいた。

　それならそれでいいものを、急に素直に褒めたことが恥ずかしくなってきた康やす雄おは余計な言葉を継ぎ足した。

「その、今の歌を歌い慣れてる感じはした。そういう習慣があるって言われて、納得するくらいには、まぁ、多分。ちょっと、メロディは暗い感じもしたけど」

「あ、それはですね、実はこの歌は、眠りにつく前に歌う鎮魂歌なんです」

　そのコメントに、ディアナは急いで言葉を継ぐ。

　まるで康やす雄おと話をするための時間を一秒でも長く伸ばそうとするかのような必死さだ。

「鎮魂歌？　寝る前に？」

　それはあまり陽気な習慣とは言えない気がする。

「はい。寝る前に歌うと良いとされる讃さん美び歌かは何編かあるのですが、今の私……いえ、魔ま導どう機き士しは、ほとんどがこの歌を歌っていると思います」

　なんのために、と尋ねようとして、康やす雄おは『魔ま導どう機き士し』の言葉を聞き思いとどまる。

　これはまた、例のよく分からない異世界の話に発展しそうだという危険信号だ。

　それを差っ引いても、少し話しすぎた気がする。

　紅茶事件のせいで無意識に警戒を解いてしまっていたのが良くなかったのかもしれない。

　急に偉そうに歌のことをコメントした自分が恥ずかしくなった康やす雄おは、

「それじゃあ、俺部屋行くから」

　と、早口に言って、心の中では、ディアナに心を許したわけではない、と強弁しながらその場を離れようとする。

「あ、あのっ!!」

　すると、その背をディアナの声が追ってきた。

「ありがとうございました。歌、両親以外の人に褒められたの、私、初めてで、その……」

「……いや」

　何がいや、なのか、康やす雄お自身も分からない。

　だが、見上げてくるディアナの顔を振り返ったとき、先ほどとは違う理由でほんのり赤くなっている笑顔を不覚にも可か愛わいいと思ってしまい、つい口調がぶっきらぼうになる。

「ヤスオは、歌に造ぞう詣けいが深いのですか？」

「いや、その、ちょっとやってただけ……学校の、部活で」

　技術や経験年数はともかく、音楽や声楽を学術的に紐ひも解といたことがあるわけではないのでついそう言って逃げようとするが、ディアナの煌きらめく瞳がそうはさせてくれなかった。

「素敵ですね！　私は歌を専門的に学んだことがないので、羨ましいです」

「それほどのことじゃ……あの、俺もう」

「あ、すいませんお引き止めして。あの、ありがとうございました。おやすみなさい！」

　ほとんど道行く人の視線を恐れる逃亡犯の様相である。

　中学で人よりハマった程度。

　友人の演劇部副部長は一応褒めてくれてはいるが、あれは康やす雄おの境遇に同情し、康やす雄おを発奮させるためのリップサービスと見るべきだろう。

　それなのに、日常生活で歌う習慣を持つというディアナ相手に歌を『やっていた』とコメントしたことが恥ずかしければ、たかだか数年の経験に依よって人の歌を評価したことすら恥ずかしい。

　帰宅するまで散々心の中でディアナを否定していたことなどすっかりどこかに吹き飛び、信じ難がたい恥ずかしさで満たされながら康やす雄おは自室へと飛び込んだ。

　そのままベッドに身を投げ出し、勢いで思い切り壁にぶつかる。

　すると丁度壁を挟んで反対側にある和のど香かの部屋から、抗議の壁叩きカベドンが返ってきた。

「最悪だっ」

　碧あお人ともディアナも、決して悪意があって康やす雄おに話題を振ったわけではない。

　だが結果として康やす雄おは今日、ようやく痛みを無視できるようになった古傷に塩を塗り込まれた形になったのだ。

　自分がなんとなく煮え切らない高校生活を送っていることは百も承知だ。

　だが、何を言ったって合唱部は復活しないし、ディアナは厳然と階下にいる。

　目を閉じてこのまま夢の世界に沈み込んで、今日という日を消し去ってしまいたい。

　古傷は治らなくていいから、早く忘れられるように時が過ぎてほしいと目を閉じる。

　高校を卒業すれば、環境はまた激変する。

　所詮高校など、三年間しかいない場所だ。そこで無理に足搔あがいて更に手傷を負うよりは、鈍い痛みを伴う嵐を身をかがめてやり過ごし、新しい場所で新しい環境を構築することを模索した方がずっといいじゃないか。

　だがしかし、歌を褒められて喜ぶディアナの真まっ直すぐな笑顔が瞼まぶたの暗闇に明滅して頰が熱くなり、そしてその明滅の隙間に差し込んでくるのは、昨日の父の魔法の聖剣だ。

「だああああああもうなんなんだよこの二日間！」

　これまで直視してこなかった日常が、そのツケを払わせるかのようにあらぬ方向から牙を剝むいてくるこんな状況に、自分は一体いつまで耐えればいいのだろうか。

「ウルサいよ！」

「……スイマセン」

　思わず叫んだ声に、壁を貫いて和のど香かの直接の抗議が上がり、康やす雄おは反射的に謝る。

　だがそれによって康やす雄おは、ふいに和のど香かが今この状況をどう考えているのか気になった。

　男の自分はディアナの美貌につい油断しがちだが、女である和のど香かはそんなことで警戒を解いたりしないだろう。

　ディアナの存在やあの荒唐無稽な話に対しても、感情的になることなく普段通り過ごしているのには本人なりの理由があるはずだ。

　ここは一つ、親の行動に振り回されているたった二人の兄妹きようだい同士、この状況に対して協力して立ち向かうべきではないかと考え、起き上がったその瞬間だった。

「あの、ヤスオ、少しよろしいですか？」

　ディアナの声とノックが康やす雄おの部屋の扉を叩たたき、康やす雄おはその音に殴り飛ばされたかのように倒れ込んでしまう。

「あ、あの、そのままで結構です。明日のことでお伝えしたいことがあるだけなので」

　すると、室内の混乱をどう解釈したが、ディアナの慌てた様子の声がそう追いかけてきた。

「その、やはり皆さんにとって、ヒデオは大切な存在で、私達がすぐにでも連れて帰る、というのは無法が過ぎると判断しました。ヤスオにとってもノドカにとっても、今の私はきっと家庭の平和を壊す疫やく病びよう神がみにしか見えないことでしょう」

「あ、ああ、うん」

　そう反応してから康やす雄おは、ディアナに面と向かって（扉は挟まっているが）彼女が疫やく病びよう神がみだと認めてしまったと気づくが後の祭り。

　ディアナの方も特に気にしてはいないようで、変わらぬ調子で続ける。

「もちろん、こちらとしてはヒデオ召喚を諦めたくはないのですが、ヒデオも、ご家族との間に不和を生んでまでこちらに来たくはないと思うのです。なので」

　そして、康やす雄おにとってはある意味で予想外のことを言い出した。

「私は明日アンテ・ランデに帰ります。二日間、ご迷惑をおかけしました」

「「え？」」

　その瞬間、康やす雄おと和のど香かは、同時に扉を開けて、疑問の顔を突き合わせたのだった。

「ディアナさん、帰るの？」

　意外そうな顔をする和のど香かに、ディアナは小さく頷うなずく。

「明日の朝、お二人が出かけられるのと一緒に発たとうと思います」

「そ、そうか」

　引き下がったというわけではないのだろうが、こんなに簡単にいなくなるとも思っていなかったため、康やす雄おも和のど香かも複雑な表情を見合わせる。

「ですが、一応お話しておかなければならないことがあります。私は今回、レスティリアの王命を受けてこちらにやってきました。ですから事情はどうあれ手ぶらで帰るということは、王より下された任務を達成できなかったということになります」

「成果を上げられなかったから、ペナルティ食らっちゃうってこと？」

　和のど香かの言葉に、ディアナは微笑ほほえんでやんわり首を横に振る。

「職務上の評価はいくらか下がってしまうかもしれませんが、世界の危機の前には微々たることです。ですが問題はその後でして」

「その後？」

「はい。私がヒデオ召喚の任を負ったのは、私の母とお二人のご両親が旧知であるからです。ですが、私自身のレスティリア魔ま導どう機き士しとしてのキャリアはまだ二年という若輩です。救世の英えい雄ゆうのエスコート役として相応ふさわしくない、親の七光りで良い任務をあてがわれた、と思う者が多くおります」

「うわー。どこにでもそーゆーのってあるんだねー」

　和のど香かはなぜか納得顔で頷うなずいている。

「私は今回『ヒデオには大切なご家族がいて、そのご家族を放置してアンテ・ランデに来ることに難色を示している』と報告するつもりです。ですが、結果として私がヒデオ召喚任務を解任されてしまうことも十分考えられます。その場合……」

「後釜が話の分かる奴やつじゃないかもしれない、ってことか？」

　話の流れからして、それしか考えられない。

　康やす雄おの想像を肯定するように、ディアナは頷うなずいた。

「仰おつしやる通りです。お二人には未いまだ信じ難がたい話だとは思いますが、アンテ・ランデは実在し、その情勢は急速に悪化しています。ともすれば三十年前の魔王コールの騒乱時をも上回る混乱が起こりかねません。ことが勇者ヒデオの召喚ですので滅多な者が送られてくることは無いと思いますが、一応、お話だけはしないとと思いまして」

「その勇者ヒデオってのは未いまだに慣れないけどさ。そう簡単に帰れるものなのか？」

「ええ。私がアンテ・ランデに帰ることなら簡単です」

　この瞬間、未いまだディアナの出自に半信半疑ではあるものの、異世界、というワードについて幼少期より培つちかったイメージが康やす雄おに一つの天啓をもたらす。

「じゃあ、例えばこういうことはできないのか？　そ、その、まだ異世界だのなんだのを信じたわけじゃないけど……」

　いらぬ前置きをした上で、

「親父おやじの時間ができたときにその、なんだ？　アンテ・ランデだかに行って、用事を済ませたり、寝るときだけうちに帰ってくるとか」

「え？」

「ああ、それアリなんじゃない？」

　ディアナは目を丸くし、和のど香かは大きく手を打った。

「異世界同士の行き来って、つまり何か魔法の力的なやつでワープみたいなことをするわけでしょ？　お父さんの行く先々でそれをやればいいってことだよね？　うわ、それって実質お父さん、満員電車とか乗らなくて良くなるじゃん、お兄ちゃんたまにはいいこと言う」

　異世界同士を繫つなぐ魔法で通勤ラッシュを回避するという、壮大な舞台装置からのみみっちい結果。

　だが余計な一言を除けば、康やす雄おの言いたいことは概おおむね和のど香かの例えで正しい。

「あ、ああ……あー、そういうことですか。すいません、ちょっとそういうわけには」

　だがディアナは、少し考えた後に申し訳なさそうに水を差してきた。

「ワープというのがどういう現象かは分かりませんが、世界間の移動にはかなり時間がかかるのです。私はレスティリアの超長距離移動のための魔導機構である開門塔ゲートタワーからこの日本にやってくるまでに、こちらの感覚で大体二時間ほどかかりましたから」

「二時間は確かに長いかもしれないけど、親父おやじの場合、それくらいの移動時間は慣れてると思うぜ？　今日も大おお阪さか出張って言ってたけど、それよりちょっと短いくらい……」

「いえ、問題はそれだけではないのです」

　楽観的な観測をする康やす雄おを、ディアナは慌てて止める。

「人間が一人、世界間移動するには膨大なエネルギーが必要です」

「強い魔法の力ってこと？」

　和のど香かの問いに、ディアナは渋い顔をする。

「概おおむねそう捉えて頂いて結構です。とにかく開門塔ゲートタワーを運用するエネルギーを確保するための費用が大変でして」

「「費用？」」

　突然現実的な単語が現れて、康やす雄おと和のど香かは目を瞬まばたかせる。

「開門塔ゲートタワーを起動して平均的な成人男性一人分の質量を世界間移動させるためには、レスティリアの年間国家予算の約三パーセントが必要なんです」

「こ、国家予算の三パーセント!?」

「もちろん起動した瞬間にお金が蒸発するわけではありませんが、相応の準備が必要で、とても私の一存でおいそれと使えるものではなくて……すいません、希望を折るような話で」

「じゃあ、ディアナさんがこっちに来て帰る、ってなったら任務達成できないのに国の予算が六パーセントも飛んじゃうってこと？」

「開門塔ゲートタワーは『往復使用』が原則ですので、行きと帰りで三パーセントです。それに向こうの者がこちらに来て帰るのと、こちらの方が向こうに行って帰るのではまた微妙に理屈が違いますし、どれだけの質量を移動させるかでも必要な予算が変わってきます。ただとにかく、民の収めた税を使う話ですので、気軽に何度も、という訳にはいかなくて」

「そ、そうなのか」

　もしディアナの言う通り、国家予算の三パーセントを使ってなんの成果も無く帰ったとして、本当に仕事の評定が下がる程度でお咎とがめなしで済むのだろうか。

　気を遣う必要が無いとは分かっていても、心配にはなってしまう。

　すると、康やす雄おの心中を読み取ったわけでもないだろうが、ディアナは微笑ほほえんで首を振った。

「大丈夫です。伝説の勇者を召喚するんですから、往復が複数回に渡ることは織り込み済みです。それに今は非常事態です。レスティリアには三十年前にヒデオを世界に導いた功績がありますから、いざとなれば高利の戦せん時じ国こく債さいを発行して予算を補塡することもできますし」

　要するに過去の功績を担保に国の内外から借金をして金を集めることができる、と言っているのだ。

　国家予算だの戦せん時じ国こく債さいだの、ファンタジーな世界からやってきた人間が口にするにはかなり違和感のある言葉である。

　だがそれは、なぜだか父の聖剣や母の魔法よりもよほど分かりやすく康やす雄おの心を揺さぶり、ディアナの言葉にリアリティをもたらした。

　最近のネットゲームの中には、かなりリアルな国家運営を行えるものもあるというが、ディアナが欲しがっているのは英ひで雄おのアバターなどではなく、英ひで雄お本人の身柄なのだ。

「その、さ。まだ異世界とか、魔法とか、そういうの信じたわけじゃないけど」

「はい」

　くどすぎるくらい繰り返される信じていない発言には、もうディアナも動じない。

「具体的に何が起こってるんだ？　その、アンテ・ランデに魔王コール、だっけ？　昔の魔王の影がっていうのは……」

「あ、はい。ヒデオとマドカが伝説を残した三十年前の戦いでは、人間とは生態も何もかもが異なる『異形の悪魔』に大勢の人が殺されたのですが」

　その構図は大変に分かりやすいが、今回はそうではない、という話の流れである。

「でも今回は言葉通りの『影』。魔王配下の悪魔達であってそうでない者が、世界中で目撃されていて……」

　ディアナがそこまで話した瞬間だった。

　階下から突如轟ごう音おんが響き渡り、康やす雄おと和のど香かは一様に身を竦すくませる。

　だが、ディアナの行動は早かった。

　一足飛びに階段を飛び下りると、一階の廊下にふわりと着地し、音の発生源を確認する。

　そこには、ひしゃげて吹き飛ばされた、剣けん崎ざき家の玄関ドアが骸むくろを晒さらしていた。

「こんな……遠くまで追ってくるなんて……開門塔ゲートタワーも無しに！」

　ディアナは歯は嚙がみし、そこに揺らめく影を睨にらみつける。

　ゆらりと炎のように立ち上る黒い影がそこにあった。

　まるで石炭がくべられた炉のような重く暗い黒の炎が玄関の軒先を炙あぶるほどに巻き上がり、そして、

「オオ……ヒデお…………ゆうシャ……ヒデオヨ……」

　禍まが々まがしい赤い瞳を宿し、闇から生まれ影に身を浸しているかのように、暗く霞かすむ一人の騎士が、ゆらりと立ち上がった。

　ディアナは灼しやく熱ねつの瞳を恐れず真まっ直すぐ見返し、ゆっくりと身構える。

　円まど香かの寝間着を纏まとう異世界の少女の翠すい緑りよくの瞳が、快晴の陽光に照らされたように光を放った。

「ヒデオの家族は、私が必ず守ります!!」

　次の瞬間、影の騎士と、翠すい緑りよくの寝間着少女が、閃せん光こうの如ごとき速さで、剣けん崎ざき家の玄関を鳴動させた。







　　二章　母は強し




　春先の、まだ足の速い太陽が夕暮れの光を町に落とす頃。

　康やす雄おは、私服のコートの襟に顎を埋め、目だけで予備校の入るビルを見上げてから、すぐに苦虫を嚙かみ潰したような顔で、隣に立つディアナに言う。

「なぁ、頼むから本当に家に帰っててくれよ」

　だがディアナは、強い意志の光を灯ともした目で真まっ直すぐ見返してきた。

「いえ！　そういうわけにはいきません！　昨日の今日です。何があるか分かりません！」

「あの、それならむしろ母さんや和のど香かの方を……」

「その点は大丈夫です！」

　ディアナは両手をしっかり握って笑顔を浮かべる。

「マドカのおそばに私のような若輩者がいては、いざというときには足手まといでしかありません。それは今家にいらっしゃるノドカを危険に晒さらすことと同義です。虹の賢者がいるということは、それだけで万全の安全が確保されているのと同義とお考えください」

「……はぁ」

　康やす雄おは疲れた声で肩を落とす。

　これはもう、絶対に聞き入れてもらえないパターンだ。

　その想像を裏付けるように、ディアナは続けた。

「ヒデオがいらっしゃらない以上、ヒデオのご家族の安全を確保するのはレスティリア魔ま導どう機き士しの任務です。ですからヤスオがマドカから離れて動くのなら、私がその護衛に就くのは当然のことなんです！」

「それとこれとは……あー、その……うん。分かった」

　反論は色々あったが、どんな言葉を弄ろうしたところでディアナは絶対に引き下がらないという意志を強く見せているし、力づくで彼女を家に帰すなどもっと無理な話だ。

　ならば今の康やす雄おにできることは、可能な限り外でディアナに妙な真似まねをさせないことだけ。

　異世界だのアンテ・ランデだのという話そのものは、別に秘密にしておく必要も無い。

　なぜなら、そんな話を素直に信じる人間が普通にいるはずがないからだ。

　むしろ秘密にしたいのは、ディアナの存在そのものだ。

　剣けん崎ざき家の中での行動だけ見ても、ディアナは礼儀正しい人物ではあるが、その礼儀から発せられる言動や行動は現代日本の社会に馴な染じむものではない。

　発言だけ聞けば、もはや康やす雄お専属の使用人とすら思えるようなディアナの態度。

　さすがに鎧よろいは外して例によって母から衣類一式を借りているものの、母のコートの下にはあの謎の武器が潜んでいるに違いない。

　それに、母が着てもなんとも思わない地味なグレーのコートが、ディアナが着るとまるで一流ブランドの宣伝写真のようになる。

　万一にも碧あお人とや五十嵐いがらしや日ひ野のにディアナを見られれば、あの金髪美少女は誰だ、どういう関係だと厳しく追及されることは目に見えている。

　そしてどんな言い訳をしたところで康やす雄おに親密な関係の金髪美少女がいる、という話だけが独り歩きし、康やす雄おはその噂うわさに対応せざるを得なくなるだろう。

「……じゃ、俺、行くから」

「はい！　私は近くに身を潜めて、緊急事態にはすぐに駆けつけますから、安心して学業に専念してください！」

「……はい、じゃあ」

　鼻息の荒いディアナの重すぎる声援を背に受けながら中へと入ろうとすると、

「え？」

　一瞬目を離した隙に、隣に立っていたはずのディアナの姿は影も形も無くなっていた。

　ビルの屋上にでもジャンプしたのかな。

　そんな非現実的な思考が頭をよぎり、ついビルを見上げてしまうが、考えたところでなんの意味も無いのですぐに頭を横に振り、思考を切り替える。

　せめて予備校に来たときくらい、学生の本分に埋没したい。

　特に今日は、昨夜の大騒ぎのせいで学校を休んでしまっているのだ。

　その欠席の理由一つとっても、明日から康やす雄おの日常が乱れることは必定であり、更にいえば、もう康やす雄おは、ディアナの言葉を全て噓うそと断じ拒むことができなくなってしまっていた。

　かつて勇者が平和を取り戻した魔法の満ちる異世界アンテ・ランデ。

　そんな所でもなければ起こり得ないはずのことが昨夜、剣けん崎ざき家の玄関で起こったのだから。




　　　※




　轟ごう音おんに驚き、康やす雄おも和のど香かもすぐには反応できなかった。

　ディアナだけが飛ぶように階下に走り、何事かを叫んでいた。

　和のど香かを二階に残してなんとかおっかなびっくり階段を下りると、そこにあったのは、あり得ない力を掛けられて吹き飛び捻じ曲がった玄関ドアと、土間を挟んでディアナが謎の黒い影と対たい峙じしている光景だった。

　影は、人間の形を取っている。

　目を凝らすとディアナよりもずっと仰々しい全身鎧よろいを着ている男性の姿が朧おぼろに見える。

　その瞳の色はまるで地の底を蠢うごめくマグマのようなどろりとした赤色で、それでいて微かすかに光を明滅させ、見る者の心胆を震え上がらせずにはいられない禍まが々まがしいものだった。

　常識外の事態に直面した恐怖で、完全に全身が凝固してしまった康やす雄おだが、

「ヤスオ！　下がって！　私が相手をします!!」

　ディアナの大声に、はっと我に返る。

「い、いや、でもこれ……」

「大丈夫！」

　狼狽うろたえる康やす雄おに、ディアナは振り向かずに、真まっ直すぐ影を見ながら叫んだ。

「ヒデオやマドカには及びませんが、私も、一人前の魔ま導どう機き士しです！　だからもう……何も」

　何故なぜその瞬間だけ言いよどんだかは康やす雄おにも分からないが、次の瞬間、まさしく地が縮むほどの速度で、ディアナが駆けた。

「何も心配はいりません!!」

　母の寝間着を着た異国の少女が、影に向かって大きく両の拳を振るう。

　その手にはそれぞれ、拳銃から銃身を切り取ったような物が握られていた。

　次の瞬間、ディアナの両の手が光り輝き、グリップの上から光の刃が出現したのだ。

　ディアナの瞳と同じ色の光刃は、ナイフと呼ぶには長く、剣と呼ぶには短い。

　短剣、或あるいはダガーという言葉が咄とつ嗟さに出なかったのは、康やす雄おがその手の文化から久しく遠ざかっていたからだ。

　ディアナは、細身からは信じられない速度とパワーで影に襲いかかるが、閃ひらめく緑の刃を影は軽く受け止めた。

「くっ」

　だが、ディアナも受け止められるのは予想していたようだ。

　影の『剣』を二本の刃で封じたまま、全身を空中で捻ひねって飛び上がり、影の肩の上に膝立ちになると、両膝で相手の首を極める。

「はあああああっ!!」

　そして、気合いと共に、光の双剣を生み出したグリップから『何か』が発射され、反動でディアナと影は玄関の外に射出された。

　ディアナの光の双剣から撃ち出されたもののせいで玄関のコート掛けが粉砕された。

　しかし康やす雄おはそんなことには構っていられず、寝間着に裸足はだしで飛び出したディアナを追おうとした。

「う……」

　だが、その場でガクガクと足が震えはじめ、動くことができなかった。

　影がいた場所には、まるで熾おき火びのように黒い波がくすぶり残っていた。

　外からは絶え間なく金属の激しく打ち合う音が聞こえるが、康やす雄おは恐怖で足が床に縛りつけられ、何が起こっているのか見ることができなかった。

　そうこうしているうちに、

「何があったの!?」

「げっ!?」

　風ふ呂ろに入っていた母、円まど香かが体を拭きもせずにバスタオル一枚で飛び出してきて、崩壊した玄関と、身を竦すくませる康やす雄お、そして外のポーチで燻くすぶる影の炎に目をとめる。

　全てを把握した後の母の行動は速かった。

「ディアナちゃんは外ね。あんたは出るんじゃないわよ。あと、よく分かんないけど洗面所にテレビのリモコンがあったから後で元に戻しておいて！」

　そう言うと、湯上がりの滴をほとばしらせた母は、先ほどのディアナ以上の速度で一足飛びに脱衣所前の廊下から玄関の外に飛び出し、目の前の道路から、上に飛んだ。

　そう、飛ひ翔しようしたとしか思えぬ挙動で母の姿が上方向に搔かき消きえた。

　康やす雄おの記憶にある母は、運動が嫌いで、重い物を持つのが嫌いで、小学校の運動会の父母参加五十メートル徒競走で息を切らしている母である。

　断じて忍者のように向かいの家の一階の屋根を踏み台にして空に飛んでいく人間ではない。

　先ほどは恐怖が優まさっていたが、母のディアナ以上に人間離れした挙動を目の前に、好奇心が恐怖を和らげ康やす雄おの足を動かした。

　おっかなびっくり燻くすぶる影を避けて外に出たその瞬間、

「うわあっ!?」

　家の上空で火球がはじけ、その熱風の余波を食らって門から出てすぐの所で尻もちをついてしまう。

　再び恐怖が体を支配し立ち上がれないでいると、

「ヤスオ！　大丈夫ですか!?」

「あんた、家の中にいなさいって言ったでしょ！」

　暗い空から、寝間着の端を少しだけ焦がしたディアナと、タオル一枚の母が降ってきた。

「……逃げたのかしら」

「分かりません。ですが、今はもう気配は消えています」

　真剣な顔で油断なく周囲を警戒するディアナと母の姿を見ながら、康やす雄おは場違いに、だが強く思ったことがあった。

　何故なぜ、一体どうして、母とディアナの格好が逆じゃないんだろう。理不尽だ。

　人間、極限状態に置かれると、案外どうでもいいことが気になるようだった。




　　　※




　火球がはじけた轟ごう音おんと熱波は当然のように町内に少なからぬ影響を及ぼした。

　突然の衝撃でガラス戸が揺れてびっくりした、とは隣の川かわ村むらさんの奥さんが今朝、心配七割好奇心三割で話しかけてきたときの証言だ。

　話を聞く限りディアナと母と謎の影を見た者こそいなかったものの、轟ごう音おんを聞いた、爆発を見た、という証言が相次ぎ、実際に剣けん崎ざき家の玄関は木こつ端ぱ微み塵じんになっているわけで、康やす雄おも和のど香かも、今日は学校どころではなかった。

　ガス爆発や電線の異常などは良い方で、駆けつけた警察消防には康やす雄おや和のど香かが悪質な悪戯いたずらをしたのではないかとか、車の免許を持っている母がガソリンを違法に保管していたのではないかとか、謂いわれの無い疑いまでかけられた。

　結局すぐに事件性が無いことは確認され（それはそれでおかしいのだが）、世帯主である英ひで雄おには妻である円まど香かが連絡することで話はついた。

　警察による実況見分の間のディアナは、話がややこしくなるから屋根の上にでも退避していろという母の指示で身を隠していたものの、そのうち奇怪な事故を嗅ぎつけたマスコミが何社かやってきて、しばらく家に入れなかったりもした。

「お母さん！　ニュースにうち出てるよ！　めっちゃモザイクかかってるけど！」

　普段見ることの無い昼のワイドショーを見ていた和のど香かがそう言ったときには、さすがの母も頭を抱えていたし、マスコミが帰った後警察の目を盗んで戻ってきたディアナも同じく頭を抱えていた。

　だが二人が何を後悔したところで、平和で平凡な街を騒がせる、のっぴきならない事件が起こったことは事実だ。

　更にいえば、剣けん崎ざき家に原因も分からぬまま具体的な危険が迫っていることも。

　だから、なんとか状況が落ち着いた夕方、予備校に行くと言い出した康やす雄おにディアナが帯同するのは、ある意味とても自然なことなのだ。

　自然なことなのだが……。

「アンテ・ランデ……かぁ」

　スリムフォンの検索画面に入力すると『アンテナ』に関する予測検索が数百件出てくる言葉を口で反はん芻すうしながら、康やす雄おはディアナが潜んでいると思おぼしきビルを見上げた。

　父が『勇者』かどうかはともかく、異世界や魔ま導どう機き士し云うん々ぬんに関しては、信じなければ昨夜起こった『剣けん崎ざき家玄関爆発事件』の顚てん末まつを説明できない。

　ディアナと母の挙動は、どう考えても普通の人間のそれではなかった。

　黒い炎のような謎の影の正体を、どうやっても日本の常識で説明できるはずがない。

　だがそれを認めることは、即すなわちディアナの話を全面的に信用し、受け入れるということだ。

　受け入れた瞬間、康やす雄おの目の前の現実はもう、二度とこれまでの日常に戻らないのではないか。

　すると、その結果、剣けん崎ざき家はどうなる？

「……っ」

　康やす雄おは唐突に、見慣れた周囲の道を見まわして立ち尽くした。

　夕暮れ時、住宅街の小路こうじには街灯がぽつぽつと並んでいるが、家の隙間や道の奥にはところどころ光の届かない夜の闇が吹き出しはじめていた。

　その中のどこかから、昨夜の謎の影が立ち上がるのではないか。

　昨夜は事態が唐突すぎて、あの影がどんな存在なのかは分析できなかったし、今朝もそのことについてディアナと母は言葉少なだった。

　康やす雄おは、心のどこかで問いただすことを恐れていた。

　朝の時点で、答えを知ればディアナと父の話を、もはや受け入れざるを得ないところまで来ているのだということを自覚したくなかったのだ。

　受け入れれば、剣けん崎ざき家の平和な日常はもう二度と戻ってこない。

　唐突に康やす雄おの脳裏に、これまで接した沢山の映画、小説、漫画、アニメのあらすじがフラッシュバックする。

『主人公』の真実を知った身近な人間は、もう普通の生活には戻れなくなる。

　主人公には多くの敵がいて、その敵はあらゆる手段で主人公の力を削そごうと策を弄ろうする。

　直接勝負を挑む者、絡からめ手を仕掛けてくる者、卑ひ怯きような手を使う者。

　主人公父には、かつて世界を救った実績がある。

　つまりキャラクターとしてのレベルは最高値に達しており、普通に正面から当たっても悪の側からは簡単に太刀たち打うちできない相手だ。

　そんな強力な存在の力を削そぐには、大切な家族や友人に危害を加えればいい。

「……あ」

　情けないことに、康やす雄おはその場で膝がガクガクと震え、へたり込みそうになった。

　そう考える『悪役』など、これまで腐るほど画面の中に見てきた。

　あの影こそ、主人公父を絡からめ手で脅おびやかさんとする刺客ではないのか？

　既に敵は、主人公父の本拠地を突き止め、あとは主人公父を牽けん制せいすべく、何も知らずに油断している主人公父の大切な人達をその毒どく牙がにかける瞬間を待っている。

「でぃ……」

　散々否定してきたアンテ・ランデからの使者の名にすがりそうになったそのときだった。

「そんなところで突っ立って何してんの？」

　唐突に声をかけられ、康やす雄おは心臓が口から飛び出るほど驚き、思い切り身を竦すくませた。

　振り返ると、地味な色合いのジャンパーのようなものを羽織った小柄な人物が、予備校の中から出てきて、自分を見上げていた。

　その人物が何者かを判断するよりも早く、見上げる顔が言った。

「あんな大変な事故があったのにちゃんと予備校来るなんて、熱心だねー」

「……え？」

　康やす雄おは目を丸くして、その人物の顔をまじまじと見る。

　恐らく同年代だろう。健康的なボブカットと大きな瞳の少女だ。

　活発な口調は極めてフレンドリーだが、問題なのは、全く見覚えの無い相手だということである。
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　どんなに記憶を探っても、その少女の顔と一致する知り合いの顔が出てこない。

　そもそも今の康やす雄おは、家族とディアナ以外の異性と話す機会が滅多に無い。

　もしかしたら高校のクラスメイトか何かで、制服を着ていないから雰囲気が違って分からないだけか、とも考えたが、やはりあのように声をかけてくる女子には、幸か不幸か全く心当たりがない。

　しばらく見つめ合うが、やがて少女の方が口の中で声なき声で「あ」と言った。

「あー……何かごめん。いきなり話しかけて。びっくりさせちゃったみたい」

「え、あ、うん……」

「そこに立ってると邪魔になるよ。これから講座、あるんでしょ」

「あ」

　康やす雄おはそこで我に返る。

　得体の知れない恐怖に竦すくんでいた場所は思い切り予備校正面玄関の真ん前であり、確かに何人もの予備校生が二人の脇を迷惑そうな顔をしながら通り過ぎていることに気づく。

「ご、ごめん……」

「ううん、私は別に。今日はもう帰るから」

　そう言うと、少女はすっと康やす雄おの脇を抜けていく。

　その段になってようやく少女が誰なのかを確認しようと声をかけた康やす雄おは、

「……あ、あの」

「あのさ！」

　顔だけ振り向いた少女の言葉に、凝固してしまう。

「色々大変だと思うけど、頑張って立ち直って。それじゃ」

「え」

　まるで今の康やす雄おの身に何かが起こっていることを知っているかのような口ぶりに、康やす雄おは思わず言葉を失った。

　そしてその間に、少女は今度こそ康やす雄おに背を向けて予備校を出ていってしまう。

「ま、待……」

　康やす雄おはまろぶ足取りで今来たばかりの予備校から飛び出し、前の道で今のジャンパーの少女の姿を探す。

「あ」

　宵闇に紛れそうになるジャンパーの背を見つけて、康やす雄おは駆け出した。

　だがジャンパーの少女は思った以上に早足で、信号に阻はばまれたり所ところ沢ざわ駅やプロポ通りから出てくる人の流れに遮られたりで、康雄はなかなか追いつけない。

「あのっ!!」

「ん？」

　やっと追いついた住宅街の中で、康やす雄おの呼びかけに少女は振り向き、かなり驚いた様子で目を見開いた。

「どうしたの？」

「い、いや、その」

　上がる息を抑えながら、康やす雄おは顔を上げ、上げたはいいが呼び止めてから何を言うかまるで考えていなかったことに気づき一瞬言葉に詰まる。

「ど、どうして」

「え？」

「どうして、知ってるんだ？」

　だから、ストレートにそう尋ねた。

　一体、今の自分の何を知っているのか。何故なぜ声をかけてきたのか。

「知ってるって、何を？」

「俺が、その、色々大変って……」

　思考が煮詰まっていた康やす雄おは、目の前の少女が言う『色々大変』が何を示すかを深く考えないまま問いかけると、少女は首を傾かしげる。

「だって、ニュースで見たから」

「……へ？」

　思いがけない言葉に、康やす雄おは間抜けな声を上げた。

「夕方の短いニュースでやってたから、大変だなって思って、それだけなんだけど」

「……は？」

「家の前でガス爆発か何か、あったんでしょ？」

「あ」

　事ここに至り、康やす雄おはようやく自分がとんでもない勘違いをしていたことに気づいた。

　と同時に、己の思慮の浅さと、自分がどれだけ追い詰められていたかに気づくことになる。

　この三日間康やす雄おを悩ませていたトラブルの全てはディアナが持ち込んだ『アンデ・ランデ』に関わることがらだった。

　だから見覚えの無い少女から見舞いの言葉を受けたときに、それはもはやアンテ・ランデにまつわることだと無意識に決めてかかっていたのだ。

　だが何故なぜその正常な思考が働かなかったかといえば、やはり康やす雄おが色々な意味で追い詰められていたのと、

「鳩はとが豆鉄砲食らったような、ってそんな顔だよね、きっと」

　そう言って微笑ほほえむ目の前の少女に、やはり見覚えが無かったからだ。

『爆発事故』の被害を受けた家としてボカした映像がメディアに流れたのは事実だが、死傷者がいたわけではないし、康やす雄おの顔や名前が流れたわけでもない。

　それなのに、目の前の見知らぬ少女は、康やす雄おの顔と爆発事故のニュースを繫つなぎ合わせた。

　だから、心のどこかで目の前の少女もまた、アンテ・ランデか、或あるいは昨夜の影について何か知っているのではないか、と考えてしまったのだ。

「……は」

　気がつけば、康やす雄おは情けなくも路上にへたり込んでいた。

「ちょっと！　大丈夫？」

「あ、いや、ごめん、気が抜けて」

　笑っているのか強こわ張ばっているのか分からない半はん端ぱな顔で息をつく康やす雄おを、少女は苦笑しながら見下ろした。

「みたいだね。見れば分かる」

　そして、康やす雄おに向けて手を差し出す。

「立てる？　ヤス君」

　そして、康やす雄おを渾名あだなで呼んだ。

　その渾名あだなの響きと声が、康やす雄おの脳を刺激した。

　今の渾名あだなを、今の声で呼ばれたことがある。

　それは、とても懐なつかしい記憶の中にある響きであることも分かった。

「君は……」

　康やす雄おがその手を摑つかもうと、震える己の手を伸ばしたそのときだった。

「あーあ、残念」

　少女はひょいと差し出した手を引っ込めて、少し悪戯いたずらっぽく笑った。

「今、必死で私が誰だか思い出そうとしてるでしょ」

「えっ!?　あ、い、いや」

　思い切り心の中を言い当てられた上に、差し出された手をすかされて手が空を切り、康やす雄おはバランスを崩しそうになる。

　倒れそうになる体をなんとか支えながら康やす雄おは改めて少女の顔を見上げる。

　同じ高校、卒業した小学校、中学校、或あるいはどこかの習い事？　予備校に入ったときの特別講習で何か話したか？

　だがどれだけ自分の乏しい人間関係を洗っても、目の前の少女が誰だか思い出せない。

「ご、ごめん」

　だから素直に康やす雄おは謝罪した。

「そんな暗い声で謝らないで。ごめんね。こっちこそ試すようなこと言ったし……まぁ自分でも、結構変わった自覚はあるから」

　そう言うと少女は今度は自分から康やす雄おの手を摑つかみに来た。

「でも、私が誰だか分からないのによく追いかけてきたね」

　言われれば確かにそうだ。

「それは……本当にごめん」

　もう康やす雄おは全面降伏するしかなかった。

　下手な誤魔化しをするよりは、降参して正体を明かしてもらう方がいい。

　少女の雰囲気を見ると、康やす雄おが忘れているからといって特に怒ったりもしていないようだ。

「怒ってないからって、残念に思ってないわけじゃないんだけど」

　だが少女は、まるで康やす雄おの心を読んだようにそんなことを言い出した。

　そして言葉とは裏腹に、康やす雄おが思い出せなくて困惑する様を、楽しむような顔をしている。

「まぁでも、私も予備校で再会するとは思ってなかったし、仕方ないかー。ヤス君ならそりゃあ沢山の女の子と仲良くしてるんだろうし？　私なんか覚えてなくても仕方ないよねー」

　少女は、絶対にそんなこと思っていないだろうという、しかも康やす雄おが反論できない絶妙な嫌味を放ってくる。

「え、い、いや、俺はそんな」

　こんなことを言うからにはやはり中学校か小学校のクラスメイトか。

　思い出すこと自体は諦めてはっきり少女の顔を見ると、思いがけず健康的で可か愛わいらしい顔立ちをしている。

　ディアナとは全くの別系統だが、美人と言って差し支えない。

　だがこんな明るく可か愛わいい人好きのしそうな女子に親しげに話しかけられるばかりか、渾名あだな呼びされる覚えは悲しいかな全く無い。

　男子と女子、というものを意識するようになってから、康やす雄おを渾名あだな呼びする女子など中学校時代の、唯一の例外を除けば……。

「あれ」

　康やす雄おの脳裏に、不可思議な映像が浮かび上がる。

『ヤス君』

　だが、それはあまりにも目の前の少女と食い違っていて。

『ヤス君は、変だと思わないの？』

　全く、共通するところが無……。

『大人……ってことがなんなのか、よくは分からないけど、もう、あんなこと言わない』

「まさか」

『ありがとう、ヤス君』

　細い蔓つるを引っ張ったらもの凄すごい数の芋を引き抜いてしまった、そんな感じだった。

「た……たっ、たっ、たっ、たっ！」

　その音を発する度に、康やす雄おの脳裏から記憶の錆さびが剝はぎ落とされ、目の前の少女の口角が一段ずつ上がっていく。

「ウッソだろ!?」

「そうじゃないでしょうが！」

　満面の笑みの突っ込みを食らうが、康やす雄おとしてはボケたわけではなく、本心からそう思ったのだ。だから、もう一回言った。

「いや、噓うそだろ!?」

「噓うそじゃないし！　まさか思い出せてないんじゃないでしょーね!?」

「い、いや、だって、だって！」

　康やす雄おは先ほどまでとは違った妙な汗をかいて、何度も目の前の少女と記憶を照合し、遂ついにその名を叫ぶ。

「帯刀たてわきさん、そんなんだった!?」

「デリカシーという言葉を辞書で引いてきなさい!!」

「いや、さっき自分で言ってたじゃん。変わったって。でも変わりすぎじゃない!?」

「なんだよ！　ヤス君こそ、昔はもうちょっと女の子と接し慣れてなくてもじもじするキャラだったくせに、いきなり噓うそつき呼ばわりとか何様かね!?」

「やめろよそういうの！　てか、そっちこそそういうこと言うキャラじゃなかっただろ！」

「昔のヤス君だったら今のは、そういうこと言わないでよ、って言ってたね！」

「はぁー!?　マジで!?　はぁー!?」

　康やす雄おが素っ頓狂な声を上げるのも無理はない。

　中学二年次のクラスメイト、帯刀たてわき翔しよう子こは、こんなはっきりものを言い、ノリツッコミをするようなキャラでは断じてなかった。

　中学生でも当たり前にスリムフォンを持っている時代に、どこの昭和から抜け出てきたのか分からないレベルの三つ編みおさげと銀縁眼鏡。

　通っていた中学の女子の制服であるセーラー服を纏まとえば、もはや戦時中を描いたドラマに出てきてもおかしくないレベルであったと記憶していた。

　声も蚊の鳴くような声の見本ともいうべき小ささで、ちょっと周囲が騒がしいと会話が成立しないこともあったくらいだ。

　とても目の前のボブカットで大きな瞳の、スポーティーなスタイルの美少女とは結びつかない。

「こっちこそはぁー!?　だよ！　折角気ぃ遣ってあげたのに誰だか分かんねぇみたいな顔された挙句、そんなんだったとか言われるんだもん。乙女心はズタズタよー」

「い、いや、それは、その」

「あ、ちなみに本物の乙女心持ってる子は絶対に自分で乙女心とか言わないから」

「なんなんだよ!!　ってか、何、本当に帯刀たてわきさんなの!?」

「この期に及んでまだ言うか」

「言うよ。だって全然違うじゃん……あ、もしかしてその、高校で何かあったの？」

　高校デビュー、という言葉がふと頭をよぎる。

　中三のときにはクラスが違ったために康やす雄おは帯刀たてわき翔しよう子この進学先を知らなかったが、環境が変わったことで何か発奮することでもあったのだろうか。

「何よその、高校で悪い友達とツルんじゃったんじゃないかみたいな言い方」

　翔しよう子こは口を尖とがらせながらびしりと康やす雄おを指差す。

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ！　時が経たてば人は変わるんだよ！」

「女子じゃん」

「故事成語だから！　揚げ足取らずに意訳しようよ！　ってか結局なんなの。ヤス君は記憶にとどめておく価値も無かった女子を追いかけてきて、何をしたかったわけ！」

「あー……いや、その」

　見知らぬ人間からアンテ・ランデ絡がらみの指摘をされた、と思って追いかけてきたらまさかの勘違いな挙句に相手は旧知だった。

　つまりそもそも用など無いのである。

「いや、色々な勘違いとか、記憶違いとか、あったんだけど、その」

「ふーん、記憶喪失じゃなくて？」

「悪かったってば」

　康やす雄おは今度は殊勝に詫わびると、本来最初に言わなければならなかった言葉を、ようやく口にした。

「久しぶり。変わってたんで、本当にびっくりした」

「はい、お久しぶり。ヤス君は、変わったようで変わってなさそうで、でも変わってそうね」

　翔しよう子こも、ようやく普通の笑顔から面倒な言い回しで頷うなずいた。

「これから講座だったんでしょ？　大丈夫なの？」

「ああ、まぁなんだ、その、うん。とりあえず色々ごめん。何か、話せて良かった」

　曖昧な単語と頷うなずきばかりの自分に嫌気が差すが、さりとて気の利きいたことを言える人生は送ってこなかった康やす雄おである。

「そ。まぁ私も、思い出してもらえて良かったわ」

　だが翔しよう子こも、もう機嫌は直っているようだ。

「私も今日はもう帰らなきゃいけないから、積もる話はまた明日以降でいい？」

「あ、う、うん」

　そうだ、こうでなくてはいけない。

　ややみっともないきっかけではあったが、日常の変化とはこういう、昔の知り合いと思いがけず再会するようなことを言うのだ。

　断じて異世界から使者が現れたり、化け物に玄関を吹き飛ばされるようなことを指すのではない。

「ヤス君、ＲＯＰＥのＩＤ持ってる？　無いならメールのアドレス……」

　しかも、連絡先交換のおまけつきである。

　混乱したこの三日間に突如降って湧いた不思議で心踊る変化に康やす雄おの顔が心の底から明るくなりかけた、次の瞬間だった。

「ヤスオから離れなさい!!」

　まるでその声は、地獄から響く死の宣告の如ごとしだった。

　どう考えてもこじれる。

　何をどうしてもこじれる。

　絶対にこじれる。

　康やす雄おは、起ころうとしていた日常生活の常識的変化が、遠ざかっていくことを確信した。

　せめて母か父なら、そうでなければ和のど香かでも、もっと言えば翔しよう子この身を守ろうと、不審者康雄を職務質問する警察官ですら良かった。

　とにかく今現れた人物以外なら誰でも良かったのだ。

　なのに、現れてしまった。

　今最も康やす雄おを混乱させる存在、ディアネイズ・クローネが。

「ヤスオ！　今助けます！　そこでじっとしていてください！　ヒデオの家族に危害を加える者は、何なん人ぴとたりとも許しません!!」

「ど、どちら様？」

　翔しよう子こは心底困惑した様子でディアナに目を向けるが、それは康やす雄おだって未いまだに知りたい。

「ヤスオ！　無事ですか!?」

　今まさに無事ではなくなった。

　そんなことを思いながら康やす雄おは、ディアナが翔しよう子こを不審者と思っていると判断し（実際には真逆なのだが）、模試や定期テストなど比べ物にならない勢いで脳の演算を高め、

「この人は敵じゃない！　今俺達を襲った黒い影が向こうに行ったんだ！」

　と叫んでいた。

　マジにこんなこと叫んでる俺バカじゃねーの、と心の中で思いながら。

　だが次の瞬間、

「黒い……影っ！」

　ディアナは康やす雄おが指さした方向に向かって、骨のオモチャかゴムボールを投げられた柴しば犬いぬよりも素直に駆け出していってしまう。

　その足の速さと挙動が尋常ではなかったため、翔しよう子こはディアナが道の向こうの闇に消えるのを目を剝むいて凝視していた。

「……何、今の」

「えーっと、その」

「ヤス君の、知り合い？」

　そりゃそうなるわ。ヤスオって思い切り呼ばれたもんな。

「あの子はその、今うちにホームステイしてる、俺の親父おやじの知り合い」

「は？」

　翔しよう子こはディアナが去った先を再び振り返りながら、

「お父さんの知り合い？　ヤス君じゃなくて？」

「……幸か不幸か」

　本当なのだから仕方ないが、ディアナの外見年齢を冷静に観察すれば、どう見てもディアナは康やす雄おの知り合いと言った方がしっくりくるのは確かである。

　そして無情にも話題は続く。

「ヤス君を守るとか言ってなかった？　私、何か誤解されてた？」

　思いのほか翔しよう子こは冷静にディアナの言葉を聞いていた。

　ディアナはネイティブと遜色のない日本語を操り、一応、本職の軍人だと聞いている。

　その敵意はほんの一瞬ではあるが、あのとき翔しよう子こに向いていた。

　翔しよう子こはそれを、敏感に感じ取っていた。

　そして翔しよう子この表情を見ると、それが思いのほか彼女に悪い感情を抱かせているのは間違いなかった。

「その、彼女、治安の悪い国から来てるから、多分何か勘違いしたんだ、きっと」

「……なんだか、私が想像してるよりずっと沢山の面倒事抱えてる感じだね」

「そ、その、まぁ、うん」

「例の爆発事故と、何か関係あるの？　ヤス君も、敵がどう、とか言ってたけど」

「……いや、無い、はず」

　先ほどまでの闊かつ達たつな調子とは裏腹の、どこか鋭さを帯びた翔しよう子この問いに、康やす雄おは一瞬、噓うそをつくのが遅れた。

　それを翔しよう子こはどう取ったかは分からないが、やがて小さくため息をつき、肩を落として踵きびすを返かえした。

「まぁ、今の子が戻ってきてなんか誤解されてても困るし、帰るね。それじゃ」

　あっさりと言えばあっさりすぎるほど翔しよう子こは早口にそう言い、康やす雄おの返事も聞かずに早足で帰っていってしまった。

　康やす雄おの右手には、女子と連絡先を交換しようとした浮かれ気分の象徴たるスリムフォン。

　数分前の自分の浮かれっぷりと、今の状況の微妙などうしようもなさにスリムフォンを地面に叩たたきつけたい衝動にかられたが、

「影は、どうやら逃げたようです。ヤスオ！　お怪け我がは……あれ？　先ほどの人は？」

　のこのこ戻ってきたディアナのお陰でぎりぎりで思いとどまり、そして、

「はああああああああああああああああああああ…………」

　この数分間の自分の懊おう悩のう、煩ぼん悩のう、その他た諸もろ々もろの感情を全て呼吸に乗せて絞り出してしまいたいと思うほどのため息をついたのであった。




　　　※




　椅子の上に正座である。

　箸を使える西洋人は当世珍しくもないが、正座を長時間できる西洋人はなかなかいないのではなかろうか。

　異世界アンテ・ランデの人間であるディアナが西洋人のくくりに入るのかどうかはともかく、正座するディアナはとことん居心地が悪そうだった。

「さすがに、それは私も庇かばってあげられないわ」

　事の顚てん末まつを聞いた円まど香かも、若干の呆あきれ顔で肩を竦すくめた。

「これだけ日本語ペラペラなディアナちゃんが、治安の悪い国から来たばかりってのは、ちょっと無理があったわね」

「咄とつ嗟さに他に思いつかなかったんだよ」

「本当に……申し訳……ヤスオの、お友達に、なんてことを……あぅっ……」

　早くも足先が痺しびれているのだろうか。

　正座する椅子がディアナの体の震えに合わせて小刻みにかたかたと音を立てている。

　康やす雄おの機転というには微妙な機転により、ディアナが翔しよう子こに致命的なことをしたり言ったりすることは結果的に避けることができた。

　だが翔しよう子この方は、ディアナの発する不穏な空気を感じ取っており、もしかしたら敵意を持って威い嚇かくされていた事実にも気づいていたかもしれない。

　康やす雄おはディアナの首根っこを摑つかみながら逃げるように帰宅し、旧友翔子との思わぬ再会の顚てん末まつをディアナにこんこんと説明した結果が、ディアナの自主正座なのである。

「ヤスオが予想外に早く建物から出ていったことにすぐに気づけなくて……それで、まさか何者かに誘拐されたのではと不安になって、大声で何かを言い合う声が聞こえてつい……」

　時間的には夜になったとはいえ、まだまだ町が寝静まるには早い時刻の住宅街のど真ん中で言い合いをする誘拐犯などいるか。少しは冷静に考えてほしい。

　ついでに言えば、また予備校を休んでしまったことに関しては、今の康やす雄おにとっては大した問題ではなくなっている。

「私じゃなくて良かった……」

　帰宅時の騒ぎを聞きつけて二階から下りてきた和のど香かは、その顚てん末まつを聞いてあからさまに顔を顰しかめた。

　ちなみに和のど香かは朝の出来事を受けて、今日は一日家から出ていないらしい。

「でもまぁ、昨日あんなことがあって警戒するディアナちゃんの気持ちも分からないでもないし、どうなの実際。なんとか誤魔化しきったの？」

「……いや。ギリギリダメだったと思う」

　少なくとも康やす雄おの極めて不自然な「不審な影があっちに！」とディアナの態度と行動には、十分すぎるほど疑念を抱かれたはずだ。

　しかもただでさえ、こちらは相手のことを忘れていた、という負い目があるのである。

「まぁ、相手が後から大騒ぎしないように、祈るしかないってところかしら」

「本当に、本当に、ごめんなさあああうっ」

「でも、ディアナちゃんの気持ちも察してあげて。帰るって決めた夜にあんなことがあって、どうしてもうちの家族を守らなきゃって気持ちが先行しちゃったのよ。お母さんも、まさかあんなことになるとは思いもしなかったしね」

　あんなことになるとは思いもしなかったとは、ここ三日間の康やす雄おの気持ちの全てである。

「でも、あんた身の周りの貴重な女子を忘れるなんて、そんな贅ぜい沢たくできる身分？」

「忘れてたんじゃなくて、思い出せなかっただけだっつの。変わりすぎててさ」

「いや、女の側からはそれも結構ＮＧよ。でも帯刀たてわきさん、帯刀たてわきさんねぇ。どこかで聞いたことのある苗みよう字じねぇ……なんだったっけかな」

　苗みよう字じとしては珍しい部類に入るので、昔のクラスメイトだったのなら母がなんとなく苗みよう字じを覚えていても不思議ではない。

　だが、翔しよう子このことはもはや起こってしまったことで、ここでいくら悩んでいてもどうにもなる話でもない。

　今はそれよりも、はっきりさせておかなければならないことがある。

「なぁ」

「は、は、はぅっ……はいぃ……」

「結局昨日の変な黒いのはなんなんだ？　あれが、魔王コールとやらが寄越した怪物なのか？」

「は、は………………え？」

　痺しびれに耐えながら返事をしていたディアナは、康やす雄おの質問の意味を咀そ嚼しやくするまでに少し時間がかかったようだったが、咀そ嚼しやくし終わるとその意味に気づいた。

　痺しびれも忘れて呆ぼう然ぜんと康やす雄おを見上げる。

「信じて……くださるんですか？　私の……アンテ・ランデのことを……」

「昨日のあれと、玄関のあれと、母さんと……他にも、色々見ちまった以上、信じざるを得ないことの方が多いし、それに」

　康やす雄おはバツが悪そうに頭を搔かいた。

　先ほど康やす雄おは、翔しよう子こからディアナを遠ざけるために、咄とつ嗟さに『黒い影』と言った。

　そのとき康やす雄おが想像したのは、昨夜玄関を破壊した奇妙な人型の怪物のことだ。

　これは心の底ではもう、ディアナの言うことを信じてしまっているのと同じことだ。

「俺や、うちの家族を、訳の分からない脅威から本気で守ろうとしてくれてるってのは、信じていいと思ったから」

「ヤスオ……ありがとうございます！　信じてくださって」

「……っ」

　真正面からそう言われて、康やす雄おの心の中の罪悪感が鎌首をもたげる。

「ごちゃごちゃ言わないで普通に信じたって言えばいいのに、何意識してんだか」

　ディアナから顔を逸そらしたことをどう捉えたか、和のど香かから心ない言葉が吐きかけられるが、とりあえず耳に入っていないふりをして、言葉を続ける。

「まぁ、今日みたいな暴走は、今後マジで絶対に何があってもカンベンしてほしいけど」

「そ、それはもちろん！　あ、ありがとうございます。ありがとうわっ!?」

　感極まったディアナは足が痺しびれていることも忘れて立ち上がろうとして、

「あいたたた……ああああああああああ足があああああ!!」

　椅子から転がり落ち、その拍子に痺しびれた足を思い切り床について、悲痛な悲鳴を上げる。

　これが昨夜、超人的な挙動で影の化け物を撃退した異世界の魔ま導どう機き士しなのだというのだから、全くもって笑えない冗談だ。

　だが、どちらにしろ康やす雄おがアンテ・ランデという世界にまつわる話から目を背けている限り、家族の周囲に湧き上がりつつある不穏な気配には対処しきれない。

　向き合わねばならないのだ。

　そうでなければ、奇妙な怪物が恐ろしいのはもちろん、いつ今日のようにディアナやアンテ・ランデ絡がらみで日常生活を引ひっ搔かき回まわされるか分からない。

「し、しび、痺しびれっ……す、すいません、す、少し待っ……あああああ！」

「はいはい。その間にちょっと鞄かばんとか置いてきていいか」

「ど、どうぞお構いなくぐぐぐぐぐぐ」

「康やす雄お。洗濯機の中に入ってるの明日の朝洗う毛布だから、洗濯物は入れないでよ」

「分かった」

　母の声に応えながら自室に戻った康やす雄おは、階下から聞こえてくるディアナの呻うめき声に、

「くくっ」

　ついおかしくなって笑ってしまった後、

「…………はああああああ」

　明日以降のことを考えて深くため息をついてしまった。

　ディアナが帯刀たてわき翔しよう子このことを、敵意を剝むき出しにして威嚇し、誤魔化した後も常人とは思えぬスピードで走り去った。

　昨夜の影の襲撃でディアナが神経過敏になっていたといえば剣けん崎ざき家はＯＫでも、翔しよう子こは決して納得しまい。

　次に予備校で巡り合ったとき、きちんと言葉を交わしてくれるだろうか。

　少なからず好意的に接してくれた美少女と連絡先を交換するはずが、とんだ暗雲が立ち込めはじめ、康やす雄おの気分は先ほどにも増して急降下していったのだった。

「ヤスオ……」

　部屋に鞄かばんやポケットの中の邪魔な物を放り出してからリビングに戻ると、さすがに足の痺しびれからは回復したようで、どこか気の抜けた顔をしたディアナが待っていた。

「申し訳ありません、重ね重ねお見苦しいところを……」

「いや、それは、まぁ、うん、いいんだけど」

「はぁ、こんな姿を同僚に見られたら、何を言われるか」

「そりゃ、勇者を迎えに来ておいて、不祥事で正座させられるってのはな」

「う……か、返す言葉も……」

　ディアナは顔を赤らめるが、

「お兄ちゃん偉そうに言える立場？　前の法事のとき、無理に正座してお経が終わった後に転んでたじゃん」

「う、うるさいな」

　悪意なくからかったつもりであったが、和のど香かのいらない突っ込みで今度は康やす雄おが顔を赤らめる番だった。

「ふふふ……とにかく、昨日の影がなんだったのか、今アンテ・ランデを襲う災厄がどのようなものなのか、現状分かっている範囲でお話させていただきます。分かりにくいところ、言葉がおかしいところなどあればご質問ください」

　和のど香かのおかげで緊張が解けたのか、ディアナは少し微笑ほほえむと、すぐに居住まいを正して真剣な顔になる。

「私ももう一度きちんと聞かせてもらうわ。最初はコールの脅威が復活なんて半信半疑だったけど、あんなのがうちに来るようなら、お父さんともっと真剣に話さなきゃいけないから」

　円まど香かも真剣な顔でディアナに向き合い、康やす雄おも普段腰掛ける椅子に座りながら、大きく息を吸って覚悟を決めた。

　信じるか信じないかは自分次第。

　だが、自分の目で見たものと、感じた恐怖を思い出せば、全てを拒むことはできない。

　覚悟を決めてディアナの顔を真まっ直すぐ見ると、和のど香かも空気を察して、康やす雄おの隣に腰掛けた。

　和のど香かの表情にもさすがに不安の色があるが、こういうときに元気づけるようなことを言ったり、体に触れたりすれば、思いつく限りの罵ば詈り雑言と共に、向こう一ヶ月の接近禁止命令を出されるのが兄と妹というものなので、康やす雄おは気にせずディアナが口を開くのを待った。

「……始まりは、魔王コールに最初に征服された、トルジェーソ大公国でした」




　　　※




　かつてアンテ・ランデを恐怖の巷ちまたに陥おとしいれた魔王コールは、『大地の底より現れた』と言われている。

　言葉通りコールと悪魔達の本拠地である魔王城は国土の大半が寒冷地であるトルジェーソ大公国の、厳寒の山間に筍たけのこのようににょきにょきと生えてきたのだ。

　そしてその魔王城からは、まるで地の底の悪魔の国とアンテ・ランデの地表を結ぶパイプのように、次々と悪魔が出現した。

　トルジェーソ大公国は為なす術すべも無く滅び、大公一家は惨ざん殺さつされ、国民は世界中に散り散りになった。

　生態のまるで分からない異形の悪魔を相手にアンテ・ランデの諸国は連戦連敗したが、そんな折に現れた救世主こそ、当時十八歳の剣けん崎ざき英ひで雄おだった。

　英ひで雄お少年は、伝説に謳うたわれる五つの神器のうちの一振り、風の聖剣ルタバーガを振るい、当時騎士団の魔導士隊隊長職にあったディアナの母、エリジーナを救出したのである。

「ちょっといいか。『騎士』と『機士』って、どう違うんだ？」

「『騎士』は、かつては荘しよう園えん領主の持つ基本的な称号でしたが、今は王国に所属する軍人を指す言葉です。『機士』はヒデオ降臨以降の概念でして、それまでは前線で肉弾戦を担当する剣士や槍そう士しや弓きゆう士し、後衛を担当する魔導士という細かい職種の別があったのですが……」

　ディアナはそこまで言うと、あの光の刃を生み出す奇妙なグリップを取り出して見せた。

「当時ヒデオが持ち込んだとある武器が普及したことで、武具の歴史に変革が起きました。剣、槍やり、弓は今でも基礎的な武術科目として全兵が収めるべき技ですが、王国騎士団の魔ま導どう機き士し達が最も多く運用しているのは、各おの々おのの適正に合った『武ぶ機き』です」

　ディアナは立ち上がると、三人から少し距離を取って、片方のグリップから光の刃を生み出してみせた。

　光の刃の刀身はディアナの肘から指先くらいまでで、よく見るとグリップにはレスティリア王国のものだろうか、凝った意匠の紋章があしらわれている。

　だが特徴的なのはやはり、グリップに銃のような発射孔こうと、引き金のような機構が付属していることだった。

　そういえば昨日、謎の影に襲いかかったディアナは、コート掛けを粉砕する何かを噴射していた。

「魔ま導どう機き士しが用いる『武ぶ機き』には、従来の魔法を扱いやすく発射するための機構が備わっています。魔王コールとの戦いまでは、魔法は限られた才能を持つ者が膨大な体系を理解し、時間をかけて高威力広範囲の攻撃を行うことこそ重要と考えられてきました。ですが……」

「その数少ない才能を持つ人、つまり魔導士を守るために割くリソースが、あまりに重すぎたのよ」

　ディアナの言葉を母が継ぐ。

「私も冒険の途中までは、魔法を撃つために大勢の人に守ってもらいながらでないとなかなか戦えなかった。……私が魔法を撃つ時間を稼ぐためだけに、死んだ人もいたわ」

　その継がれた言葉が異常に重く、康やす雄おも和のど香かもげんなりしてしまう。

「武ぶ機きの出現には、マドカの言葉が強く影響していると聞いています。その、亡なくなられた方というのは……」

「バスキン・グリンデリム。レスティリア魔導騎士団のベテラン槍そう士しだったわ。三人目のお子さんが生まれたばかりって言ってた。戦いに出る前に色々話してくれたの。彼、更なる武勲を上げたがってた。もう三十年も前のことだけど、私を守って笑顔で死んだ人のことを、認知症になったって忘れない」

　母の言葉には、隠し切れない悔悟と郷愁が満ちていた。

「マドカの提案と、ヒデオが持ち込んだ武器が合わさり、魔法攻撃という概念そのものが変化しました。私の持つこの武ぶ機きは当時の設計哲学を純粋に進化させた最も普及している武ぶ機きの一種で、右手のこちらがカストゥル。左手のこちらがポルックスと言います」

「同じものに見えるけど、名前が違うの？」

「右手用と左手用程度の区別ですが、一応違う機種です」

　和のど香かの質問にディアナは頷うなずき、光の刃を収める。

　康やす雄おはそれを見ながら異世界の武器の系統を表して『機種』と言うのに少し意外な感じがした。

「カバーを上げると、魔導の刃が出現します。そしてここに引き金と魔法を放つ穴がありますが、機構的には弾丸などを込めたりする必要はありませんし、もっといえば引き金もほとんど飾りなのです。ですが魔法は、知識はもちろんイメージの力が大事なので、魔法を発射する穴があり、その方向は穴の向きで決定され、引き金を引くことで撃つことができる、という意識を持てば、それだけ魔法を撃つ手続きを簡略化することができます。予あらかじめ意識に訴えかける構造の道具を作り、魔法発現の手続きを簡略化することを機き構こう魔ま導どう文法と呼ぶのですが、ここから発射される魔法は、過去の魔法のように一撃で大軍を打ち破るのではなく、敵を牽けん制せいしたり、負傷させて動きを鈍らせるために使われます」

　要するに、大艦巨砲主義から高機動戦闘力の集積に戦法が変化したということらしい。

「従来の巨大魔法による遠距離広範囲攻撃を用いる戦法が失われたわけではありませんが、今では武ぶ機きを用い、威力を抑え速射性が高い魔ま導どう弾だんを戦場の全員が用い、手数で圧倒し敵を無力化するスタイルが圧倒的に支持されています」

　また速射性を出すことによって、対人戦では殺傷力よりストッピングパワーを重視することで、効率的な戦略活動が可能になるのだろうと考えられた。

「もちろん魔王コール戦役の当時は圧倒的な力と才を持つヒデオやマドカ、母や多くの仲間達の剣と魔法が、魔王や悪魔将軍達の野望を打ち砕いたわけですが……」

　今は現在の脅威を説明しなければならないため、ディアナは三十年前のエピソードは簡潔に切り上げる。

「ヤスオとマドカがご覧になった、実体のある影。それが今、アンテ・ランデ全土で多く目撃され、多大な被害を出しています。そして被害報告を検証していくと、どうも魔王コールと無関係ではないのではないか、という意見が上がりはじめ、今では魔王コールの脅威の再来として、あの影を総称し、私達の言葉で『悪あく霊りよう』を表す『シィ』と呼んでいます」

「悪あく霊りようって、何それ。ホラー的な話？」

　普段平静を装よそおってはいるが、実はホラー映画や怖い話が大の苦手な和のど香かの顔色が少し悪くなり、自分の発言を打ち消すように乾いた笑いを浮かべるが、ディアナは重々しく頷うなずいた。

「言葉通りの意味です。影の姿は例外なく『魔王コールと人間の戦いで死んだ全ての命』の姿をしているのです」

「なんですって!?」

　この言葉に衝撃を受けたのは、母の円まど香かだった。

「きっかけは、最初にコールによって犠牲になり断絶したトルジェーソ大公ご一家の亡霊が目撃された、という報告でした。大公閣下だけでなく、閣下のご家族や、最初のコールの侵略により犠牲になった大公国の国民達までが、かつての魔王城のように地の底から立ち上がり、近隣を襲撃しはじめたのです」

「確かなの？」

「残念ながら間違いありません。レスティリア領内でも似たような報告が相次いでいます。『シィ』は生前と同じ姿形ながらその身は黒い影のような炎に身を包まれており、生前の能力と遜色ない動きで人間を含めた生き物に襲いかかります。襲われた者は例外なく心臓を奪われています」

「何それ完全にゾンビじゃん！　やめてよ！」

　母と康やす雄おは息を吞のみ、和のど香かは悲鳴を上げる。

「現れるシィの中には、元々戦いを得意としない庶民の姿をした者も多くいます。我々魔ま導どう機き士しが武ぶ機きを用い、無力化した後に然しかるべき処置を取れば完全に無力化できるのですが、それでも犠牲者は今も増え続けています。そして尚なお厄介なのは……現れるシィは、人間型ばかりではないのです」

　先ほどディアナは、魔王コールとの戦いで死んだ全ての命、と言った。ということは。

「人だけでなく、動物や、魔王コール配下の悪魔の姿をしたシィも、とき同じくして世界中で目撃されるようになりました。この事実に、世界が戦慄しました。対魔王軍戦争当時と比べ、各国の軍は再編され、ずっと強力になっています。ですが、シィだろうがなんだろうが、悪魔が復活したということは……」

　そこまで言われれば、康やす雄おにだって続きは分かる。

「魔王コールも、シィとして復活するかもしれない、ってことか」

「その可能性が否定できないのです。悪魔将軍や魔王コールのような大物が目撃された例は未いまだありませんが、今も着実に被害は増え続け、目撃される悪魔のシィも増え続けています。それで……」

　康やす雄おと和のど香かは、思わず目を見合わせた。

　今の話が本当なら、三十年前の戦いを制し、平和をもたらした勇者のことを人々が求めるのは当然のことだろう。

　往時のように戦えないとしても、かつてのヒーローを指導者として迎え入れたいという者もいるかもしれない。

　一昨日に比べればずっと話を信じられる気持ちになっている康やす雄おだが、やはり今の話を聞いて尚なお、いくつも看過できない点があった。

　まず英ひで雄おや円まど香かが現役だった頃と、今のディアナが所属する魔ま導どう機き士し団とでは、戦闘における様々な分野で技術や思想のジェネレーションギャップがあるのではないかという懸け念ねん。

　ディアナの口ぶりから、人間側は現時点では対症療法的な反攻しかできていないという点。

　更に気になるのは、ただの剣や槍やりから『武ぶ機き』が生まれる過程で『英ひで雄おが持ち込んだ武器がヒントになっている』という点だ。

　ディアナの武ぶ機きを観察すると、引き金を引いて発射孔こうから弾を撃つ武器なのだから、持ち込まれたのは『銃』だということは想像がつく。

　だが当時十八歳だった父が何故なぜ『銃』を持っていたのだろうか。

　そしてここが一番重要なことなのだが、

「一つ聞いていいか」

「はい、なんでしょう」

「ちょっと、シィや今起こってることは横に置いて聞いておきたいんだけど」

　康やす雄おはそう言いながら、母の顔を見た。

「一昨日から、勇者ヒデオは魔王コールとの悲惨な戦いの最中に突然現れた、みたいな言い方してるけどさ。親父おやじや母さんって、どうやってアンテ・ランデに呼ばれたんだ？　その開門塔ゲートタワーとかいうのを使って誰かが呼びに来たのか？」

　昨夜の話では、アンテ・ランデと日本、或あるいは地球を行き来するには膨大なエネルギーと費用がかかるということだった。

　だが、ディアナの話を聞いていると、どうにも父と母の異世界召喚がアンテ・ランデ側の人間の意志によるものとは思えないのだ。

　今回は過去に世界を救ったという実績を見込まれて人が迎えに来ているわけだが、三十年前は父も母も今の康やす雄おと変わらぬ年頃の少年少女だったはずだ。

　少なくとも魔法やら異世界やらに関係がありそうな血筋や家系というわけでもない。

　ついでに言うと父方は曹そう洞とう宗しゆうで母方は浄じよう土ど宗しゆうである。

　それに、今のディアナの言い方では、父は最初からあの風の聖剣とやらを携えていたことになる。

「実は……お二人が何故なぜアンテ・ランデに招かれたのか、今でも分かっていないのです」

「「は!?」」

「そうなのよねぇ」

　兄と妹は同時に叫び、母も困ったような顔で頷うなずいた。

「お父さんはどうか知らないけど、私はアンテ・ランデに行くまで、ファンタジー的な世界観に触れたことも無かったのよ。その頃はゲームとかも今ほどリアルじゃないから、よっぽど好きな人じゃなきゃやらなかったし、海外文学でも読み込んでなきゃファンタジーなんて触れることも無かったし。かといってうちは別に陰おん陽みよ師うじの家柄とかそんなのでもないし、当時から分からなかったの」

「異世界を行き来する『開門塔ゲートタワー』自体は、魔王コール出現と時を同じくして開発され、ヒデオ達が現れる以前からあったものです。ですが元々は、魔王城が一体どこから現れたのかを探るための機構でした。地の底から生まれたのなら、地の底には悪魔の住む世界があるのではないかという考えで生まれた巨大観測装置なのです。結果的には異世界・日本を発見する一助とはなりましたが、開門塔ゲートタワーがこの日本を発見したのは、ヒデオが現れた半年後なのです。ですから、開門塔ゲートタワーがヒデオとマドカを呼んだ、ということはあり得ないんです」

「私もお父さんも、初めてアンテ・ランデに行ったときのことだけはどうしても思い出せないの。その前後に何をしていたかもね。寝て起きたらいた、って感じが一番正しいわ」

　母の吞のん気きな言葉に、色めきだったのは和のど香かだ。

「そ、それって大丈夫なの？　ディアナさんが迎えに来てるのとは関係なく、お父さんとお母さんが朝起きたらいきなりいないとか、そんなことになったりしない？」

　最初からあまりアンテ・ランデ絡がらみの話に感情を見せなかった和のど香かが、なぜかこのときは心配そうな表情を隠そうともせずに尋ねる。

「それは……」

「絶対無い、とは言い切れないけどこの三十年そんな気配は無かったし……その、シィが現れたのは、昨日今日の話じゃないんでしょ？」

「最初の報告から三年は経過しています。今回のヒデオ召喚計画は、以前のように状況が悪化してから慌てるのではなく、なんとかなるうちから助けを仰ごう、という考えで発せられたのですが、犠牲者は日に日に増えるばかりで、もはや猶予はならじというのが大勢の考えです」

「ところで、今のレスティリア国王は、どなたが？」

「はい。ボーラード九世陛下は、今もご健勝であらせられます」

　知った名前なのか、母は驚いたように目を見開いた。

「おいくつになられるの？　あの頃もう、かなり長く王座を務められていたはずだけど」

「先日、聖誕九十三の年を寿ことほぎ奉たてまつる祭がささやかながら開かれました。ヒデオとマドカのことを、今もお気にかけておいでです」

「そう……あの頃から素敵なお爺じいちゃんだったけど……でも、コールとの戦いをご存知の陛下だからこそ、あなたにお父さん召喚の命令を与えたのね」

「お、おい母さん」

　母が妙に昔を懐なつかしみはじめたので、康やす雄おはにわかに危機感を抱く。

　まさか懐古の念に後押しされて、父を送り出すことに賛成するのではと考えたのだ。

　だが母は、はっきりと首を横に振った。

「大丈夫よ。だからってお父さんのアンテ・ランデ行きに賛成したりはしないわ。こうしてうちに刺客が来るってことは、そのシィの背後には当時の私達を知っている何者かがいるかもしれない。そんな中で私もお父さんも、あなた達を置いてどこかに行ったりはしないわ」

「……そう、ですね」

　ディアナは少し顔を伏せて頷うなずくが、その様子は落胆しているというより、何か辛いことをこらえているようにも見えた。

「そうだお母さん！　お父さんに連絡ついたの!?　昨日のこと、知らせれば飛んで帰ってくるんじゃない？　っていうか、お父さんの方からニュース見て連絡とか無かったの!?」

　そのとき和のど香かが、大事なことに気づいて声を上げた。

　だが母は渋い顔をするとエプロンのポケットからとんでもないものを取り出す。

　それは、父のスリムフォンだった。

「ちょ、母さん、それまさか」

「そのまさかよ。忘れてったの。信じられる？」

「はぁ!?　お父さん何してんの！」

　これにはさすがに康やす雄おも和のど香かも呆あきれ顔だ。

「会社用の携帯とか持ってなかったっけ？　それか、会社からこっちに電話してもらうとか、泊まってるホテルに連絡するとかできないのかよ？」

「社給携帯の番号なんか知らないわよ。いつも自前の携帯にかけてたんだし」

　この非常事態に、と思う康やす雄おだが、出張に行く時点ではまさかこんなに早く状況が変わるとは誰も思っていなかった。

　とはいえ当世のビジネスマンとして出張に携帯電話を忘れるなどあってはならないことだ。

　それだけ父も動揺していた、ということなのかもしれないが……。

「それで仕方なく会社にかけてみたんだけど、妻だっていうのに行き先とか教えてもらえなくて『後でお電話があったことはお伝えいたします』で切られちゃって」

　当世、社員の個人情報を過剰に保護する企業が多いのも事実だが、家族からの電話にその対応はさすがにいかがなものだろうか。

「まさかこんなときに携帯忘れてると思わなかったからどこのホテルに泊まるかなんて聞かなかったし、きっと深夜まで取引先と飲んでるだろうからニュースも見られないでしょうね。明日朝イチでもう一度会社には電話してみるけど、お父さんの帰りは本来の出張スケジュール通り明日の夜中だと思っていいわ。あの人昔からそうなのよ、大事なときにいっつも捕まらないっていうか詰めが甘いっていうかもう……」

「ええ！　何それ！　もしまた昨夜みたいなことがあったらどうするの!?」

　和のど香かの懸け念ねんも最もだし、康やす雄おにはもっと気になることがあった。

「うちよりも、むしろ親父おやじの方が危ないってことはないのか」

「え？」

「だって、そのシィって連中は、話を聞く限り魔王コールとやらの犠牲者達なんだから、俺達よりも『勇者ヒデオ』に関係してるんじゃないのか？　だったら、親父おやじの方があの影に襲われることだって、十分あり得るんじゃ」

「シィがこちらにやってきている以上、その可能性は否定できません。シィの生態は未いまだ不明な部分が多く、これまで……」

　康やす雄おの意見にディアナは真剣に頷うなずき、なぜか一瞬だけ言葉を途切れさせた。

「これまでレスティリアで勇名を馳はせた機士にも、犠牲者が多く出ています。今でもアンテ・ランデ全土に、勇者ヒデオに比ひ肩けんする者はいないということは疑いがありませんが、それでも万が一ということがあります。できるだけ早くにヒデオと連絡がつくと良いのですが……」

　不安そうなディアナに同情を寄せつつ、未いまだ父が異世界に比類なき戦士である、という言葉に、康やす雄おは胸の奥がざわめく。

　父と母がかつて異世界で信じ難がたい冒険を経験したことを信じる。

　ディアナや、彼女の故郷が大変な目にあっていることを信じる。

　ならば、それを解決したいと願う父を、自分は送り出すべきなのか？

　すると、その懊おう悩のうを察したかのように顔を上げたディアナが、ふっと微笑ほほえんだ。

「最終的にはヒデオの判断を、私は尊重いたします。……私に守りたい家族があるように、ヒデオにも守りたい家族が、皆さんの存在があります。信じてくださることと、ヒデオを私達の世界に送り出すことは分けて考えてください」

　するとディアナが、康やす雄おの前に跪ひざまずいてそう言った。

「あ……」

　見上げてくるディアナの瞳に自分が映り、そのまま彼女の顔から目を離せなくなる。

「レスティリアはヒデオの再臨を求めています。ですが、母と国王陛下だけは、決して無理強いをするなと私に厳命しました。つまりそれは、ヤスオ、ノドカ。あなた方の気持ちを決して無視してはならないとの命令だと、今なら私も理解できます」

　ですから、とディアナは康やす雄おと和のど香かを交互に見ながら言った。

「よく話し合っていただければと思います。その結論として、ヒデオがアンテ・ランデに渡らないと決心した場合でも、必ずレスティリアは皆さんの安全を守りますし、ヒデオを無理矢理誘拐するような無法は致しません。父アレクセイの名に懸けて、お約束いたします」

「あ、ああ……」

「お兄ちゃんマジでキモい」

　ディアナに手を握られ、真摯な瞳で見上げられ、女子とこのような密接な接触をしたことが無い康やす雄おは、これまでの態度も相まってしどろもどろになっており、益ます々ます和のど香かからは辛辣な言葉を吐きかけられてしまった。

「ふふふ。そうだ、マドカ。実は母から預かったメッセージがあるのです」

　ディアナは兄妹きようだいの辛辣な関係に気づいてか気づかずか、康やす雄おの手を放す。

「エリーゼから？」

「はい。ヒデオにお子さんがいた場合、必ずアンテ・ランデのことを信じてもらった上で、お見せするよう言いつかって参りました」

「子供だけ？　私があの人と結婚してなかったらどうするつもりだったとか、聞いてる？」

「はい。母は『ヒデオがマドカ以外の女と結婚するはずない』と言い切りました」

「やだ、もう、エリーゼったら、もう」

「…………お兄ちゃんごめん。今のお母さんに比べたらお兄ちゃんまだマシだわ」

「やめろ。聞こえるぞ」

　ディアナに言われてまんざらでもなさそうににやにや笑う円香母を、康雄息子と和香娘は曰いわく言い難がたい表情で見つめるしかなかった。

「ンンっ！　それで？　エリーゼからのメッセージって？」

　息子と娘の冷ややかな視線に気づいた円まど香かは、何食わぬ顔で咳せき払ばらいをすると話題を戻す。

「はい。なんでもビデオレターというものだそうです。例の、テレビという機械のように、母の肉声と映像をご覧いただけます」

「びでおれたあ？」

「スリムフォンで撮った動画をディスクに焼いて送ってくるようなもんだろ」

「え？　あんた達ビデオレターって分からないの？　やったこと無いの？」

　子供達とのジェネレーションギャップに円まど香かが驚いている間に、ディアナが宿泊している和のど香かの部屋から持ってきたそれは、厚みのある円形をした金属の缶だった。

　康やす雄おと和のど香かは、その円形の缶に何かリムーバブルメディアが入っているのだろうとしか思わなかったが、なぜか円まど香かはその缶を見て思い切り顔をひきつらせた。

「これも、ヒデオが持ち込んだ新しい技術と聞いています。レスティリアの武ぶ機き職人のみが作り得る秘伝の技です」

「ちょ、ちょっと待ってディアナちゃん、ま、まさかエリーゼからのビデオレターって……」

「はい。母は日本で映像を再生するために、あえてこちらの技術でメッセージを記録しました。これならこちらで万が一のことがあっても、怪しまれずに再生できると」

　狼狽うろたえる円まど香かに構わず、ディアナは缶を捻ひねって開ける。

　康やす雄おと和のど香かが覗のぞき込むと、中には黒いテープを二枚の円盤で挟んだ物が入っていた。

　和のど香かは見たことの無い物体に首を傾かしげ、康やす雄おは何かで見た記憶があり眉を顰しかめ、そして円まど香かはといえば、額に手を当てて困惑顔で下を向いてしまう。

「今どき８ｍｍフィルムなんかどうやって再生すればいいのよ」

　一般家庭からは既に姿を消して久しい８ｍｍフィルム。

　旧ふるい友人の声と姿が収められているらしいその、真新しくも古式ゆかしい記録媒体を前に、円まど香かは映像デバイスの進化のスピードを心の中で恨んでいた。







　８ｍｍフィルムを再生する機械など、今時一般家庭にはまず存在しない、という事実を知ったときのディアナの顔は、まさしく『ショック』の見本のようだった。

　とりあえず康やす雄おがスリムフォンで検索すると、最近は古い８ｍｍフィルムやＶＨＳテープをＤＶＤやＢＤに焼きなおすサービスが多くあるようで、何日かかければ異世界からのビデオレターを見ることができそうだった。

　尚なお、その際に業者には内容を見られてしまうわけだが、知らない人間が見ても所詮は８ｍｍフィルムの中身なのだから、変な格好の人がよく分からないことを言っている意味不明な映像と判断されるだけで問題は無い。

「あの、その、母はですね、ヒデオとマドカと母にしか分からない当時の大切な話も沢山したいようでして、それでこの映像を見ていただくことがその、ヒデオが世界を渡るにしても渡らないにしても皆さんの安全に重要だと言い含められて来てまして、まさかヒデオの世界から既にこの技術が消えつつあるなんて思いもしなくてそれであのその」

　慌てふためくディアナをよそに、和のど香かは何世代も前の動画記録媒体を物珍しげに手に取る。

「これって音入ってるの？　白黒でカタカタで、なんか戦時中の映像みたいなアレでしょ？」

「和のど香か、あんたも受験生なら少しは物を考えなさい。私を何歳だって言いたいわけ。私が学生の頃には、ビデオテープの出始めで生産は縮小してたけど、フルカラーで音も録れたのよ」

「へー。じゃあ爺じいちゃんちにある古いデッキとか使えないの？　あれもテープでしょ？」

「ＶＨＳと８ｍｍフィルムは根本的に別物。あんた達ＤＶＤとブルーレイの違いを私に偉そうに解説するくせに、そんなことも知らないの？」

「そんな大昔のものなんて知らないもん。受験にも関係ないし」

「おおむか……和のど香か、あんたね、その発言は三十年後にあんたに跳ね返るからね。それこそスリムフォンやＨＤＤ録画なんかきっと過去の遺物になってるんだから。あんたの子供から『えー、スリムフォン？　何それ縄文土器？』とか言われるんだからね」

「ええ？　ンな訳ないじゃん。てかお母さんこそ私バカにしすぎ！」

「あああの！　お二人とも喧けん嘩かしないで」

　極めて下らない言い合いを始める母娘にディアナは慌てるが、現時点で８ｍｍフィルムが見られない以上、康やす雄おには確認しなければならないことがあった。

「それで、この前うちにやってきたシィは、もう来ないのか？　やっつけたのか？」

「え？　あ、い、いえ。残念ながら逃げられました。正直申し上げて、間違いなく襲撃は再び起こるでしょう」

「その場合、やっぱりシィの狙いは勇者ヒデオ、っていうか、つまり親父おやじなのか？」

　ディアナの答えはやや自信なさげだ。

「とは思うのですが、シィの知能がどの程度なのか、未いまだ判明していません。生前の行動が大きく影響しているのではないかと予測されていますが、果たしてあの……シィが」

　少しだけ躊躇ためらいながら、ディアナは続けた。

「ヒデオだけを狙っているのか、それともヒデオの不在を狙ってヒデオの家族を傷つけようとしたのかは分からないんです。ですから可能な限り、康やす雄おと和のど香かには護衛についていたいと思っています」

　自分の身に迫っている脅威が人間の心臓を抜き取る恐怖の怪物だとすると、もはや康やす雄おと和のど香かの力では如何いかんともし難がたい相手である。

「だからといって、ヤスオもノドカもアンテ・ランデ情勢を理由に学校を長期間休学することは不可能でしょう？　私も、こちらの事情で必要以上にお二人の生活を拘束するようなことは心苦しいのです」

　康やす雄おと和のど香かはこれまで通り生活し、その護衛をディアナが買って出ると言う。

　元から英ひで雄おがアンテ・ランデに行くと決めても、全てが解決するまではディアナを始めとしたレスティリアの魔ま導どう機き士し達が、英ひで雄おの家族を守ることは決まっていたらしい。

「煩わしいでしょうし、ご迷惑だとも思います。でも、可能な限り近くで、私にお二人を守らせていただきたいのです。それがお二人を巻き込んだ私達の、レスティリアの、アンテ・ランデの責任でもあります」

「そ、それは、まぁ、うん」

　それこそ縋すがりつかんばかりの近さでディアナに迫られまた動どう悸きが高まり、康やす雄おは距離を取ろうとする。

　その可能な限り近くで、とはどれほどの距離を意味しているのか分からないが、今日の予備校でのことを考えれば、ディアナの調子ではそれこそ学校で隣の席に座りかねないと懸け念ねんする自分と、半日前まで散々悪しざまに疑っていたのに、信じると決めた今では美少女と密着寸前の状態になって喜ぶ極めて現金な自分が、心の中でせめぎ合った。

「ご、護衛って言っても……」

「あ、その、今日のようなことはもう致しません。可能な限りお二人のプライベートは侵害せず、もし襲撃があった場合は即座に駆けつけられるように適正に距離を取って陰ながらお守りいたします」

　ほとんど身命を賭すと宣言しているようなものだが、それなら安心できるのも確かだ。

「で、でもそれを一人でなんて……」

「ああ、それはもちろん私も参加するわよ」

　いつの間にか言い合いを終わらせていた母が、話に割って入ってくる。

「あなたと和のど香かの二人をディアナちゃん一人でってのは、いくら彼女がこっちの人に比べて超人的でも無理があるわ。ディアナちゃんは片方に専念してもらって、片方は私ができるだけ近くにいるようにするしかないでしょうね。とりあえずお父さんが帰ってくる明日の夜までは、実験的にそういう態勢を取るようにした方が安心だと思うわ」

「できればお父さん帰ってくるまでに玄関もなんとかしてほしいけどね」

　ディアナと母とシィの戦いの末に破壊された玄関扉は、未いまだに『原因不明の爆発』として取り扱われているため、しばらく警察の現場検証が続けられるらしい。

　事件性は無いので警官が常に見張っている、ということは無いものの、ガス爆発などを疑われているため、ガス会社から連絡があるまでは現場保存を求められている。

「警察がパトロールを強化してくれるから、玄関はしばらく我慢ね。保険屋さんに電話したら、現場を見なきゃなんとも言えないとは言われたけど、一応火災保険で対応した案件があるんだって」

　恐るべき異世界の怪物シィも、まさか勇者の一家に加えた攻撃が、火災保険で修理されてしまうとは思わなかったに違いない。

「ともかく、明日の二人の通学には、私とディアナちゃんが付き添うわ。その間に何も無ければいいけど、後のことはお父さんが帰ってきてから決めましょう」

「はい！　誠心誠意、皆さんをお守りします！」

「なーんかまだ現実感ないけど」

「俺もだ。でもこの際、仕方ないだろ」

　ディアナは力強く頷うなずき、和のど香かは思いのほか素直に従い、康やす雄おは少し面倒そうなポーズを取ってみる。

　護衛とはいうが、何も無い場合はディアナに公私の様子をつぶさに見張られているということだ。

　今日は予備校への行き帰りだけであるが、そう何日も学校を休むわけにもいかないから今後は高校生活の全ても護衛の対象になる、ということだろう。

　興を買いたいわけでは決して、決してないのだが、アンテ・ランデの話を信じる、と決めた今となっては、ディアナのような地位のある別格の美少女に常に見られているというのは、年頃の男としては極めて緊張せざるを得ない。

　普段の自分の行動に、女子の不興を買うようなことはないだろうか。

　魔ま導どう機き士しとして自立しているディアナにとって、子供っぽく映るようなことはしていないだろうか。

　友人との会話で女子の耳に障さわるような下品な物言いはしていないだろうか。

　いや、そもそも学校にいる間、ディアナはどこで自分を見張る気だろうか。

　そんなことを考えながら妙に緊張した夜を過ごす康やす雄おだったが……。







「ほら、行くわよ。さっさとしなさい」

　翌朝、康やす雄おは車の運転席から呼びかける母の顔を見ながら大きくため息をついていた。

「はああああああ……そうか、そうだよなぁ」

「何よ」

「なんでも」

　自分がどれだけ現金で愚かな緊張をし、浅はかな期待を抱いていたかを後悔しながら、康やす雄おは母、円まど香かが運転する車の助手席でがっくりと項垂れていた。

　ディアナは別に、康やす雄おの護衛につくとは一言も言わなかった。

　康やす雄おと和のど香かのどちらかには母がつくと言っていたのだから、母が自分につく可能性を当然予想して然しかるべきだった。

　母はディアナが尊敬する、伝説の魔導士なのだから。

「行ってらっしゃーい……ふわぁ」

「行ってらっしゃいませ！　お気をつけて！」

　壊れた玄関から二人並んで車に手を振る和のど香かとディアナの姿がサイドミラーに映っている。

　その様子を複雑な顔で見ていると、

「あんたまさかディアナちゃんがつきっきりであんたの護衛するとか、図ずう々ずうしい期待してたわけ？」

「うぇっ!?　い、いや、その」

　母がこの上なく的確に自分の気持ちを抉えぐり込んできたものだから、康やす雄おは誤魔化すことすらできずにしどろもどろになってしまう。

　母は息子のそんな反応に満足したのか、意地悪い笑みを浮かべて言った。

「彼女、まだこっちのことあんまり分からないじゃない。駅とか電車とか予備校とか、和のど香かよりもあんたの方が移動距離も使う施設も多いし、ディアナちゃんがそういうの分からないまま、学校の近くで昨日みたいなことになったら嫌でしょ」

「いや、それはそうだけど」

「今日一日は和のど香かのために家と中学の往復だけしてもらって、お父さんが帰ってきたら彼女にきちんと色々学んでもらって、改めてフォーメーションは考えるわ」

　母の言うことは理路整然として納得はできるのだが、昨日は家と予備校の往復だけであんなことになったのだ。

　家と中学でも大して変わらないんじゃないか、と不安になる。

　だがそんな康やす雄おの心中をどう読んだのか、母が運転席で眉を顰しかめた。

「そんなにディアナちゃんが良かったの？　あんな小さくて可か愛わいかった赤ん坊が、女の子に手ぇ握られたくらいで鼻の下伸ばす獣になっちゃってもー。私も年取るわけねー」

「や、め、ろ！　本当やめろ!!　そういうの本当やめろ!!　俺もう十八だぞ！」

「十八なんか子供も子供よ。はぁーあ。今日は諦めてママとお出かけしましょーねー」

「フっざけんなっての!!」

　母の横顔に向かって、康やす雄おは全力の恨み節を浴びせたのだった。







　　三章　『子供達』の世界




　走り去る車に手を振るディアナは、その姿が見えなくなると傍かたわらの和のど香かを見る。

「ノドカは、何時頃出発されるのですか？」

「うーん、あと二十分くらいしたらかな」

「承知しました。私はいつでも出かけられますので、玄関で待機していますね」

「そ。でも玄関待機はこっちが落ち着かないから、今はリビングでゆっくりしてて。出るとき声かけるからさ」

「そうですか？」

「うん、私はお兄ちゃんと違ってそんなにディアナさんのこと嫌いじゃないし、割と最初から話も全部信じてたから、黙って出てくようなことしないよ。コーヒーでも飲んで待ってて」

「えっ」

「え？　何？　私何か変なこと言った？」

　和のど香かとしては心からそう言ったつもりだが、なぜかディアナはショックを受けたように目を見開いている。

「あの、ヤ……あ、お兄様は……その」

「やめてよーディアナさん『お兄様』とか！　ウケるわ。何、お兄ちゃんがどうしたの」

「あ、いえ、その、ヤスオは……」

　ディアナはしどろもどろになりつつ、迫真の様子で尋ねた。

「私のこと、嫌いなんでしょうか」

「は？」

　逆に和のど香かが目を見開いてしまう。

「少なくとも好きじゃないでしょ」

「…………………………………………………………………………………………………………」

　どうやら本気でショックを受けているディアナを見て、逆に和のど香かがショックを受けた。

「え？　最初のときから何か気になってたけど、もしかしてディアナさん、何？　まさかお兄ちゃんがちょっと気になってんの!?　ええ!?　ぶふっ」

「…………………………………………………………………………………………………………」

　和のど香かは本気で驚き本気で笑ってしまったのだが、ディアナの表情が虚うつろのまま戻らないのでにやけた顔が少しずつ真顔になってくる。

「あのさ」

「…………はい」

「うちのお兄ちゃんが男の子としてどうかってのはとりあえず置いといてさ」

「…………はい」

「この三日間、何かお兄ちゃんに好かれるような要素、あったと思うの？」

　和のど香かの冷徹な質問に、ディアナは答えを一つしか持っていなかった。

「…………無い、ですよね」

「うん、それ分かってるならいいや」

　和のど香かは頷うなずくと、時計を見て二階へと上がっていき、

「あれ、本当に待ってたの？」

　十五分ほどして忘れ物をチェックしてから下りてくると、ディアナが先ほどと同じ位置で沈んだ顔をしているのを発見する。

「そんなにショック？」

「いえ、考えてみれば当然のことです。私は皆さんからヒデオを……一家の大黒柱を奪おうとする疫やく病びよう神がみなんですから……その上、守ると豪語しておきながら敵の接近を察知できず、家を壊された上、ヤスオのご友人にも無礼を働いてしまう始末では……」

「やっば。これ思いのほか擁護できない」

　列挙されると剣けん崎ざき家に来て以来のディアナの行動は、あんまりといえばあんまりだった。

「こんなことだから、親の七光りとか言われてしまうんですね……はあああ」

　ディアナは重いため息をつきながら座り込んでしまった。

「まさかとは思うけどさ。本っ当ぉにまさかとは思うけどさ、でもそこまで落ち込むっていうと他に考えられないんだけどさ。ディアナさん」

「はい……」

「うちのお兄ちゃんのこと、好きだったりすんの？」

　妹としてどんなに贔屓ひいき目めに見たところで、兄の康やす雄おは男としての魅力に溢あふれているようには見えない。

　背も高くない。イケメンでもない。運動も大したことが無い。性格も微妙。

　太っていないだけで格好いい筋肉があるわけでもない。

　十八になるまで彼女どころか女友達すらろくにいた気配が無い。

　その上、出会ってたった三日。

　そんな兄に嫌われたと、超人的異能と抜群のプロポーションを誇る金髪美少女が落ち込んでいるのである。

　異世界云うん々ぬんよりこちらのほうが余程信じられない。何を好き好んであんな一つの学校に百人はいそうなレベルの、あんな兄を。

「その、異性として好意を抱くというよりは純粋な憧れ、でしょうか」

「じゅんすいなあこがれぇ!?」

　受験生なのに、その言葉を頭の中で咄とつ嗟さに漢字変換できない和のど香か。

「何？　まさかお父さんだけじゃなくて、お兄ちゃんまで何かアンテ・ランデで伝説になってるとかそういうのなの？　どんなキモくて恥ずかしい伝説!?」

「そうじゃないんです。そうじゃ……はぁ。これじゃ、ヒデオが帰ったときに、合わせる顔がありません」

　ディアナは膝を抱えて落ち込む。

「私と同世代の魔ま導どう機き士しは皆、ヒデオとマドカの旅の物語を子供の頃の寝物語に聞いて育ったんです。男の子達は皆、かつて世界を救った憧れの勇者に近づくために、木の棒の聖剣を振るって遊びました」

　英ひで雄おと円まど香かの旅の物語と言われても、和のど香かには箱はこ根ねの温泉に行ったとか新にい潟がたのスキー場に行ったとか北ほつ海かい道どうの動物園に行ったとかそんな話しか出てこないわけだが、もしかしなくてもディアナが言っているのはそういうことではないだろう。

「そして女の子は、誰もが自分をマドカに投影して思うのです。ヒデオのような素敵な勇者と共に、旅をしてみたい、って」

「いや、お父さんと旅とかやめといた方がいーって。旅館で朝起きると必ず浴衣ゆかたの前全開になってるんだよ？　イビキとか超うるさいし」

「は？　ユカタ？　イビキ？」

「違う、ごめん、なんでもない」

　思わず口をついて出てしまったが、ディアナの言っているのはそういうことでは以下略。

「もちろん英ひで雄お達の旅は三十年前のことです。私は母からヒデオとマドカが元の世界に帰ったと聞かされて知っていましたが、それでも世間では、二人は新たな世界に新たな魔王を倒しに行った。いや、今もアンテ・ランデのどこかで旅を続けている。そんな噂うわさ話ばなしに事欠かないくらい、勇者ヒデオと賢者マドカはアンテ・ランデの尊敬と羨せん望ぼうを集めているのです」

「はー。はぁ、はー」

　神格化という言葉が相応ふさわしい尊そん崇すうぶりだが、ならなおのこと、ごく普通のおっさんと化した父をアンテ・ランデに送ってはいけないのではないか。

　和のど香かの中でそんな奇妙な方向の心配が鎌首をもたげた。

「そんな調子ですから、勇者ヒデオの旅を描いた絵画や彫刻などの芸術品は世界中に溢あふれているのです。中でもアンデ・ランデでは知らぬ者の無いほど有名な、ヒデオが旅の途中に出会った流る浪ろうの画家が描いた『霊峰に暁を臨む勇者ヒデオ』という絵画があるのですが」

　小学生の頃、家族で秩ちち父ぶの山へ初日の出を見に登ったことがあるが、多分それも違う。

　そんなことを考えていると、ディアナの口から、英ひで雄おの娘として、康やす雄おの妹として、耳を疑いたくなる極めて衝撃的な一言が飛び出したのだ。

「そこに描かれた凜り々りしく勇ましいヒデオの顔が……ヤスオに瓜うり二ふたつなのです」

「え、なにそれヤダ超キモい」

「や、ヤダって、どうしてですか!?　キモい、って、悪い言葉ですよね!?」

「ごめん！　ごめん今のは反射」
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　若い頃の父と今の兄が似ているのは親戚からも聞かされたし、祖父母の家のアルバムを見て知っていた。

　しかし父が神格化された姿すら兄と似ているとなると、割と本気で意味不明すぎて気持ち悪いため、つい口走ってしまったのだ。

「ヤスオのお顔を初めて拝見したとき、本当に驚きました。夢にまで見た勇者ヒデオの生き写しだと。レスティリアに生まれた女の子として、誰もが一度は恋い焦がれた人の姿が目の前にあったのです。正直、感動で心が震えました」

「あー……あー……そー」

　そういうことが世の中にあると分かっていても、面と向かって父と兄に『恋い焦がれる』などという表現を使う女子がいるのかと思うと、和のど香かとしてはもう遠くを見るしかない。

「だから……私は浮かれていたのかもしれません。ヒデオの魂を継ぐヤスオなら、きっと私達の窮状を分かってくれる、と。心のどこかで、ヤスオを甘く見ていたのだと思います。ヤスオをヤスオではなく、ヒデオの……憧れの勇者の身代わりとして……」

「あー、まーそりゃ良くないかもね」

　気持ちは分からないでもないが、一人の人間としてその心がけは悪手だろう。

「ですよね。自分で言っておいて、自分の浅はかさが呪わしいです」

　そのとき、はっとしたようにディアナは顔を上げた。

「の、ノドカも私が嫌いですか!?　こんな私が護衛に立つのは嫌ではありませんか!?」

「この流れでそうストレートに聞いてくるディアナさん、結構図太いよね？」

「あ、あっ！　す、すいません!!　け、決して他意があるわけでは！」

「まぁともかく私が嫌じゃなければ護衛してくれるんでしょ？　ほらもういい時間。遅刻する方が嫌だから、とりあえず出かけようよ」

「は、はい！　あ、あの、玄関は……」

　ディアナは慌てて立ち上がって和のど香かを追おうとするが、ふと、剣けん崎ざき家の玄関が扉を締められない状況だということを思い出す。

「仕方ないよ。お母さん、ほっといていいって言ってたし。日中は近くの交番が一時間おきに巡回してくれるらしいから」

「そうなのですか？　マドカがそう仰おつしやっているなら……あの、行ってきます」

　和のど香かに促され、ディアナは誰もいない家の中にそう声をかけて、前を歩く勇者の娘に慌てて追いすがった。

「あの、ノドカの学校は、遠いのですか？」

「歩いて十五分はかかんないかなって感じ。お兄ちゃんの高校は電車で何駅か乗るけど、私の中学は歩いていける市立だから」

「では結構近いんですね」

「うん。ただ周り住宅街だから、暇潰せる所とか無いよ？　ディアナさん、ちょっとその辺にはいない感じの美人さんだからだからうろうろしてると目立つし、道順覚えたら多分家に帰った方がいいと思う」

「そ、そういうわけには！　び、美人とかでもないですし、私はノドカの護衛を……」

「でもさ、もし昨日言ってたシィとかいうのが私を狙ってきたとして、ディアナさんの足だったら、家からでも間に合うよ。この辺高いビルとか無いし、人目につくのがマズいなら、線路越えるときに電車の人に見られないよう空とか飛べば大丈夫だよ」

　和のど香かは言いながら、後にしてきた家の方角の空を指差す。

「……」

　ディアナはちょっと意外そうに、自分より頭一つ背の低い和のど香かを見ていた。

「この辺、自衛隊や米軍の基地が近いからしょっちゅう色々なものが空飛んでるし、少し高さに気をつければ目立つことも無いと思うしね」

　和のど香かがそう言った途端、遠くの空から大型の航空機の飛行音が遠く聞こえてくる。

　ディアナの知識に地球で言うところの『飛行機』の概念は無かったが、見上げると確かに、轟ごう音おんに相応ふさわしい大きさの飛ひ翔しよう体が少し離れた空を飛んでいた。

　だが周囲の人間はその音に慣れているのか、誰も空に意識を向ける様子は無い。

「ノドカは……私の話を、最初から信じていると仰おつしやっていましたが」

「うん」

　和のど香かの返事には一切の衒てらいが無く、ディアナはつい尋ねてしまった。

「何故なぜです？」

「何故なぜって言われてもなー。よく分かんない」

「よく分からないって、そんな」

「だって、ディアナさんは別に噓うそついてないんでしょ？」

「それはもちろんです。誓って噓うそ偽りはありません！」

　勢い込んで言葉を繫つなげようとするディアナを、和のど香かは面倒くさそうに止めた。

「ならそれでいいじゃん。そりゃ最初は驚いたし混乱したよ？　お父さんが仕事辞めて全然知らない所に行くとか言い出すんだもん。ビビらない方が変でしょ？」

「それは……そう、ですね」

「でも、お母さんやお父さんやディアナさんが魔法使えるのは本当らしいし、親が本気でものを言ってるかどうかくらいは分かるしさ。ならきっとアンテ・ランデなんかも本当にあるんでしょ？　んでディアナさんはうちのお父さんを連れていきたい。そりゃ最初は滅め茶ちや苦く茶ちや驚いたしどうしたらいいか分かんなかったけど、親が本気でそう言ってるなら私が疑う意味も無いし、疑ってたってキリないし。無い物を無いっていうのはアクマのショーメーだけど、有る物が有るのはこの目で見たし」

「は、はぁ」

　康やす雄おの態度が相当に頑かたくなだっただけに、逆に拍子抜けしてしまう。

　ディアナの知る日本人は剣けん崎ざき家の面々しかおらず、昨夜粗相をしてしまった康やす雄おの友人らしい女性は知り合いとはとても言えない。

　だが、この三日間の間の剣けん崎ざき家の生活から垣かい間ま見みえるこの『日本』という国では、自分が如何いかに非常識な存在で、大変に非常識な用件を持ち込んだことは自覚したつもりだった。

　それだけに、和のど香かの素直さが逆にディアナを不安にさせる。

「私がそう思う理由は、説明した方がいい？」

　和のど香かは、ディアナの疑問を先回りして尋ねる。

「はい。もし、よろしければ、ですが」

「まー、いいよ。今日は部活の朝練とか無いからそんなに急いでないし。でも途中で友達に会ったらディアナさんのこと説明するのが面倒くさいから、ちょっとゆっくり歩こ」

　和のど香かは言うと、歩くペースを落とした。

「お父さんね、昔一度、単身赴任で二年くらい家空けてたことがあるんだ。もちろん行き先は異世界とかじゃなくて、北ほつ海かい道どうの札さつ幌ぽろなんだけど」

「サッポロですか。確かマドカのご実家がサッポロという町にあると伺いましたが」

「うん。爺じいちゃん婆ばあちゃんちは中心から結構離れてて、お父さんが住んでたマンションは中心部だったんだけど、まぁとにかくさ、覚えてる？　最初の日、私達が受験で大事なときだから、お父さんにいなくなられたら困るってお兄ちゃんが騒いでたの」

「はい。よく覚えています」

　ディアナは、伝説の勇者と大魔導士の息子である康やす雄おと円まど香かがアンテ・ランデのことを一切聞かされずに育った、とは露ほども思っていなかった。

　英ひで雄おと円まど香かは、ディアナの姿を見るとすぐにアンテ・ランデからの使者だと理解してくれたし、自分がエリジーナの娘だと知ると破顔して喜んでくれた。

　だからこそ康やす雄おからあそこまで激しく拒絶されるとは予想だにせず、忘れようにも忘れられなかった。

「まー、これ言っていいのか分かんないけど、ってか私が言ったって言わないでほしいんだけどね、お父さんが単身赴任してた二年間で、お兄ちゃん、結構荒れてたの」

「荒れていた？　康やす雄おの素行が乱れていたということですか？」

　今の康やす雄おの様子から、そんな過去があったようには見えないが……。

「ううん、単に高校受験にビビってナーバスになってただけなんだけどね。中学三年生のときのお兄ちゃんの成績って、上の下から真ん中を行き来するくらいだったらしいんだけど、油断するとすぐ中の下くらいに落ちる科目もあったんだって。あ、それは今もか。とにかく高校を受験するのに英数国社理って五科目のうちいくつかが必要になるって言って分かる？」

「はい。異なる複数の学習科目で試験をパスしなければならないのですね」

「そゆこと。んで、お兄ちゃんは確か英語と数学が苦手だったのかな？　それであるとき、何かの模試だか定期テストだかで凄すごく悪い点取っちゃったんだって。で、たまたまお母さんが電話の最中に話の流れでそれをお父さんに言っちゃったの」

「私にも身に覚えがあります。士官学校での成績を両親に通知される時期は、生きた心地がしませんでした」

「成績とか以前に、ディアナさんそそっかしそうだもんねぇ」

「う」

　和のど香かがにやにやとつっついてきて、ディアナは少し顔を赤らめた。

　二人は所ところ沢ざわ駅を右手に望む踏ふみ切きりを渡り、少しずつ和のど香かの通う市立北きた平ひら中学校へと近づく。

「私は知らなかったんだけどね、その後お父さんが電話だったのか、メールだったか忘れたけど、とにかく悪い成績取って落ち込んでるお兄ちゃんに、努力が足りない、みたいなこと言っちゃったらしいんだ。で、そこからお父さんと大喧げん嘩か。お兄ちゃんはもう『北ほつ海かい道どうにいるくせに俺の何が分かるんだ！』とか『見てもいないくせに偉そうに！』とか半泣きでね。私はまだ小学生だったから、お兄ちゃんがお母さんにまで当たり散らしてるの見て、ちょっと怖かったもん」

「誰しもそのような過去があるのですね」

「何？　ディアナさんも、そういうのあるの？」

　しみじみと言うディアナの顔を和のど香かが覗のぞき込み、ディアナは少し決まり悪そうに、それでも懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。

「お兄ちゃん、そのときのこと忘れてないんだと思う。お父さんが私に変なこと言うんじゃないかーとか、お父さんがいないことで私が不安定になるんじゃないかーとか、考えてるんじゃないかな」

　和のど香かは淡々とそう言い、肩を竦すくめる。

「つまりさ、私とお兄ちゃんにとって本当に問題だったのは、普段いる普通のお父さんが、知らない人に連れてかれちゃうことだったんだ。勇者だ異世界だなんて話は、驚いたけど実はおまけ。お父さんが私達の全く知らない場所に行こうとしていることだけは信じられちゃったから、賛成するにしろ反対するにしろ、他のこともある程度冷静に受け入れる必要があったんだよ。私の場合はね。お兄ちゃんはそこまで冷静じゃなかったみたいだけど」

「……素敵なご兄妹きようだいですね」

「は？」

「いえ、ヤスオはノドカのことを常に思っていて、ノドカもヤスオのお気持ちを汲くもうとされているのに、感動してしまって」

　しみじみと感じ入っているディアナの様子を見て、和のど香かは慌てて首を横に振った。

「や、そこ勘違いしないでほしーんだけどさ。私、お兄ちゃんと違うから。私強がりでもなんでもなく、別にお父さんそばにいなくていいと思ってるから」

「へっ!?」

　折角良い話になりそうだったのに、当の和のど香かがあっけらかんとそんなことを言うので、ディアナは鼻白んでしまう。

「だって邪魔じゃん。勉強のこととか高校受験のこととか、大昔の感覚で聞かれたりお説教されたりしても、ストレス溜たまるだけだし」

「そ、そうなのですか？」

「うん。前の単身赴任のときはお兄ちゃんはお父さんがいなくなるから、男として家を守ってお母さん支えなきゃ！　みたいな気負いもあったみたいだけど、私そういうの無いし、言うほどお兄ちゃん、手伝いもしなけりゃ家も守れてなかったし」

　更になんとも辛辣な意見が続き、ディアナは言葉を失ってしまう。

「そうでなくてもお父さん普段から今回みたいに出張で家空けること多いし、会社が忙しいときなんか朝から晩まで顔合わせないこととかもあるし、いてもいなくても大して変わらないっていうか、むしろお風ふ呂ろのタイミングとか考えなくて済むからいない方がいいとか思うこともあるし」

　家族を支える大黒柱に対してあんまりな物言いに、さすがにディアナは眉を顰ひそめるが、和のど香かはそれに構わず続けた。

「大体みんなそんな感じだと思うよ？　私らの年頃なんか」

　少なくとも表に出る態度としては、概おおむねその傾向で間違いない。

　もちろん各家庭内の実態がどうかは和のど香かにも分からない。

　しかし少なくとも中学三年生にもなってネタ抜きに『お父さん大好き！』なんて友人との会話で公言するような女子は見たことが無かった。

「あ、あそこ私の学校。ここから見える、三階の左側の窓が私の教室ね。ちなみにお兄ちゃんもここの卒業生」

　驚いているディアナをよそに、和のど香かは真まっ直すぐ前を指差す。

　やや古びたクリーム色の校舎と、住宅街の中に広いグラウンドを擁する、どこにでもありそうな学まなび舎やだ。

「ここならディアナさんがうちにいても万が一のときにはすぐに飛んでこられるでしょ？　帰りの時間になったら家いえ電でんにかけるから、良かったらうちにいて。それじゃね」

「あ、の、ノドカ！」

　あまりにあっさりとディアナに手を振るので、ディアナは思わず追いすがろうとする。

　すると和のど香かはくるりとディアナを振り向いて、それまで明るい顔で話していたと思えないくらい、悲しげな表情を浮かべて言った。

「私はね、お兄ちゃんみたいに頭固くないから、ディアナさんの言うこと全部信じるよ。一生懸命なディアナさん、可か愛わいいし、正直お兄ちゃんよりディアナさんがお姉ちゃんならって、たった三日だけどちょっと思った」

　でも、と和のど香かは続ける。

「だからこそ、お父さんを連れていってほしくない」

「……え？」

　唐突な宣告に、踏み出しかけたディアナの足が止まる。

「アンテ・ランデに行って、勇者としてシィと戦うってことは、お父さんが死ぬ可能性があるってことだよね。心臓を抜かれて。そんで下手すれば、シィの仲間入りしちゃう。そんなこと聞かされて、おっけー、いってらっしゃーい、なんて言えると思う？」

「あ……」

「お父さんが会社の仕事で単身赴任するなら、私は行き先が北極や南極でも気にしないよ。でも、レスティリア王国のために命を懸けて戦いに行くっていうなら、話は別」

「の、ノドカ、私は……」

　康やす雄おより、遙はるかに理路整然とし、かつ容易に理解できる明確な拒絶を受け、ディアナは言葉が継げない。

「ごめんね。ディアナさんを悪く言いたいわけじゃないんだ。でもね、もし良かったら、アンテ・ランデに帰って、勇者ヒデオは二度とそちらには行かないって、王様や偉い人達に伝えて。日本に来るシィやコールの手下が心配なら……」

　和のど香かはそこで、話は終わりとばかりに踵きびすを返かえした。

「お父さんとお母さんが、私達を守ってくれる。だから心配しないで。それじゃ、帰りの時間になったら電話するから。電話の取り方は、大丈夫だよね」

　ディアナはそれ以上、去りゆく和のど香かを追うことができなかった。

　信じてくれたからこそ出た言葉だと分かるから。

　康やす雄おとは違った側面から、ディアナにも容易に納得できる形で拒絶されたから。

　そして何より、同じ『娘』であるから。

　ディアナは、和のど香かの言葉に反論する術を持たなかった。

「お父さんが死ぬ可能性……か」

　和のど香かの姿が校門に消えてもしばらく、ディアナはぼんやりとその場に立ち尽くしていた。

　そして、徐々に登校する生徒が増える中、その人波に逆らうようにとぼとぼと剣けん崎ざき家への帰り道を歩きはじめた。

「誰しもがその覚悟を持つべき、……というのは、自分勝手よね」

　日本とレスティリアは違う。

　全てを分かっている自分と、ほんの数日前に真実を知らされた和のど香かや康やす雄おは違う。

　戦乱が影を落とす国の者が、争いを知らないからと言ってどうして平和を謳おう歌かする者を糾弾できよう。

　平和を謳おう歌かする者を戦乱の巷ちまたに陥おとしいれたところで、争いがあった側の国が平和になるわけではない。不幸な人間の数が単純に増えるだけだ。

　まして自分は、無む辜この民を守るべき魔ま導どう機き士しである。

　それならば恥じるべきは、現役を退いて三十年も経たった勇者に救いを求めねばならない弱きアンテ・ランデにあるのではなかろうか。

「……でも」

　ディアナは心の中でせめぎ合う二つの声に、平等に耳を傾ける。

　誇りだけで命を救うことはできないことも、また事実だ。

　こうしている間にもレスティリアにも、アンテ・ランデの諸国にも、シィの魔手にかかり斃たおれる命は確実に存在しているはずだ。

　勇者ヒデオが再臨すれば、物質的にも精神的にも、確実にアンテ・ランデ全土に力をもたらすだろう。

　三十年前の冒険のようにほとんどなんの援助も無い状態での彷ほう徨こうとは違い、今回は全世界が勇者ヒデオの下に参集し、組織的な戦いをする準備がある。

　なればこそ英ひで雄おの安全は、かつての魔王コールとの戦いに比べ、圧倒的に担保されていると言って良い。

　エリジーナも、国王も、諸国も、勇者ヒデオが不老不死だなどとは思っていない。

　彼が相応に年を取っていることを前提に、彼を招しよう聘へいしようと準備を進めている。

　だから、決して英ひで雄おには命の危機が及ぶことは……。

「……無い、って、私も、言いたいよ」

　無いはずだ。

　だが、戦場に絶対は無い。

　そんな単純な真理を、たった二年の魔ま導どう機き士し生活の中で、ディアナは嫌というほど学んできた。

　学ばされてきた。

　見てきた。

　知った。

「無理、なんだろうな」

　ディアナの口から、諦めの言葉が漏れる。

　和のど香かの決意は、想像以上に固かった。

　たとえ康やす雄おと和のど香かの兄妹きようだいがディアナとどれほど打ち解けたとしても、それと英ひで雄おを送り出すことを了承するのとは全く別の問題になると、この三日間で理解した。

　英ひで雄おも、家族との関係を破壊してまでアンテ・ランデに来たいなどと言わないだろうし、そうさせてまで英ひで雄おを召喚するだけの正義と大義を、ディアナは持ち合わせていなかった。

　重い足取りのまま、中学校も見えなくなるまで歩いたディアナは顔を上げ、

「……あれ!?　家、どっちだっけ!?」

　見覚えの無い場所に立っていることに気がついたのだった。




　　　※




「母さんはどうしたいんだよ」

「何がよ」

　信号待ちの車の中で、康やす雄おは母に尋ねる。

「何がって、ディアナとかアンテ・ランデとか親父おやじとか、色々だよ」

　信号待ちの間にハンドルを握る両手の人差し指を上下に動かすのは母のクセだった。

「そうねぇ。どうなのかしらねぇ」

　だが、信号が青になると同時に返ってきた答えは、かなり他人ひと事ごとのような口調だった。

「どうなのかしらねぇって、そりゃないだろ」

「あんたこそどうなの。昨日の話聞いて、納得したわけ？」

「……いや、そりゃ、アンテ・ランデって世界がある、ってことはまぁ、もう疑わないけど」

　母の切り替えしに、康やす雄おは窓の外に目を逸そらす。

「でもそれと親父おやじを送り出せるか否いなかってのはまた別の話だろ？」

「送り出したくはないんだ」

「そりゃそうだよ。だって、結局はそれで会社辞めるんだろ？　うまい具合にシィとやらの問題を解決できても、戻ってきて再就職とか親父おやじの年齢でできるのかよ」

「あんた、お父さんに今の仕事続けてもらいたいわけ？」

「どういう意味だよ？」

「あんたにそこまでお父さんの仕事に思い入れがあると思わなかったから」

「思い入れっていうか、でもそれはそういうことじゃ……」

「これが、例えばお父さんがお蕎麦そば屋さん始めるとかいう話だったら、あんた止める？」

「えっ？　蕎麦そば屋？」

　唐突に斜め上の例を出されて康やす雄おは驚くが、想像するに、

「驚くし、儲もうかるのかとかそういう心配はするけど……好きにすればって思いそうだな」

「そう。私は絶対反対するけどね」

「はぁ？」

「若い頃に何度か、上司の人に趣味の教室か何かに誘われて、打った蕎麦そばを持って帰ってきたことがあったの。それがもうびっくりするほど不味まずくて、形も不ふ揃ぞろいでね。第一、お店屋さん的な愛あい想その良さって無いもの、あの人。昔勇者で、今はなまじ会社で偉くなっちゃってるから、理不尽なお客さんとかに我慢できなさそうだし」

「そういう話と違うんじゃ」

　煙けむに巻まかれたと思った康やす雄おは顔を顰しかめるが、母は思いのほか真剣な表情をしていた。

「そういう話よ。会社員やお蕎麦そば屋さんはなんとなく想像でどんなことしてるか分かるけど、アンテ・ランデの勇者や魔ま導どう機き士しが何やってるか分からないから反対してるんだったら、お父さんの考えを変えるのは難しいでしょうね」

「……それは……そんなことは……」

　無い。と断言できない。

　なぜなら康やす雄おは、父がどんな仕事をしているのか知らない。

　勤め先の詳細すら、あまり交流の無いクラスの女子から聞いてようやく調べたレベルだ。

　父が『働いて』『給料をもらい』『その金で家族が生活している』という生活の流れは理解していても、『どのように』働いて『どうやって』給料をもらい『どれくらいの』金で家族が生活しているかなど、考えたことも無かった。

「ちなみに和のど香かは絶対反対の立場よ」

「へっ!?」

「何よその驚き方は」

「あ、いや、だって、和のど香かの方が、早く打ち解けてたというか、信じていたというか」

「本人に聞いたの？」

「いや、でもそう見えたから」

「あんた女で苦労する性格よそれは」

「そういう話か!?」

「そういう話よ。まぁ、今の私にしてみれば、和のど香かもあんたも反対なんだから、アンテ・ランデ昔の友達を取るか、あんた達今の家族を取るかの二者択一で、どっちかを取れば、どっちかは取り返しがつかないくらい壊れてしまうかもしれない。どちらかは救えても、どちらかは救えない。崖から落ちそうなお母さんと恋人どっちを助けるー？　ってあんたやったことない？　そんな選択を現実につきつけられて、簡単に答えが出るもんですか」

「そ、それは……」

「だからあんたも、もう少しだけきちんと考えなさい。どうして自分が反対なのか。ディアナちゃんの言うことを信じるなら、尚なお更さらよ」

　そこまで言われてしまっては、康やす雄おにも返す言葉が無い。

　そのまま学校にたどり着くまで車内は無言になり、やがて学校の校門が見えてくると、

「じゃあ、私は近場のコインパーキングに停とめて、どこか適当なところでお茶してるから。今日も予備校あったわよね。帰りの時間になったら電話して。それじゃね。しっかり勉強してらっしゃい」

　そう言って康やす雄おを降ろし、走り去ってしまった。

「どうすりゃ、いいんだよ」

　ディアナの言うことを信じるまではいいが、それで父を危険な場所に送り出せるかどうかは全く別の話だ、と考えることは、多分間違っていない。

　普通に考えれば、ディアナやアンテ・ランデの申し出をはねつけて、これまで通り剣けん崎ざき家は平和な家庭の歴史を紡つむいでいくのが一番良いはずだ。

　だが、そもそも何故なぜ自分は、それが一番良いと思ったのか。

『……ありがとうございます！　信じてくださって』

　ディアナの安あん堵どと、安心と、喜びが入り混じった表情が思い出されて康やす雄おは頭を振る。

　あの安あん堵どの表情が、彼女がこれまでどれだけ気を張っていたかを物語っているようにも思えて、純粋な同情心が湧くのも事実だ。

　命を懸けた絆きずなで結ばれた友人の子供が助けを求めに来れば、自分が父の立場なら、力になれるのなら力になりたいと思うだろう。

「答えなんか出るはずない、か」

　ディアナとほんの数日一緒にいただけの康やす雄おがこうなのだ。

　アンテ・ランデとの縁が深い両親の心中の混迷ぶりは、自分の比ではあるまい。

「どうしたらいいんだろうなぁ、これから」

　間もなく父も帰ってくるが、康やす雄おと和のど香かがディアナとアンテ・ランデの存在を受け入れたことで、英ひで雄おはどのように思うのだろう。

「はぁ……」

　再び五人が同じようにリビングに集まって父のアンテ・ランデ行きを話し合ったとして、建設的な意見が出る予感が微み塵じんも抱けず、康やす雄おの心は重くなるばかりだった。

「あれ？　ヤス？　お前今車から降りてこなかった？」

　そのとき後ろから碧あお人とが歩いてきて、康やす雄おは気落ちしたまま振り向く。

「ああ、おはよ、碧あお人と」

「車通学とはいい身分じゃんか。こないだの欠席って足の怪け我がかなんか？」

「そんなんじゃねぇって。母さんがこっちの方に用があるから乗せてもらっただけだよ」

「いい身分じゃんかやっぱり。うちは親父おやじしか免許持ってないんだけど、こういうのあっても定期券が勿もつ体たいないからきちんと使えって言って乗せてくれないし」

　そう言う碧あお人とは、そのまま海外旅行にでも行けそうなトランクを後ろ手に引いていた。

「今日も妙に重そうなの持ち歩いてるな。また何か小道具か？」

「それもあるし、あとは新入生用のメイク道具とか。これが数あると重いんだ意外と」

「メイク道具？　へぇ、高校演劇でもきちんとそういうのやるんだ」

「そりゃやるよ。やんなきゃ芝居になんない」

「そうなのか？」

「メイク無しで強い照明浴びたら、眉毛とか余裕で飛ぶもん。表情が死ぬって」

　多分、強い光のせいで見えなくなる、ということなのだろうが、康やす雄おは眉毛が剝はがれて飛行する様を想像し、ついおかしくなる。

「カメラ使う映研なんかもっとすごいぞ。同じシーンでも撮影時間が違ったりすると、顔の光の反射の量が変わって映りが変になるから、ワンカットワンカット光の量を測って役者がメイクしなおすこともザラだし」

「マジかよ。そんなことしてんのか」

「舞台の本番中とかも出番と出番の間に直すことあるよ」

　演劇部や映研の成果物は、文化祭などで見る機会は多いが、裏でそんな苦労をしているなど想像もできなかった。

　だが一方で、ちょっと想像すればなるほどなと思えることも多く、如何いかに自分が物事の表面しか見ていないかをこんなところですら思い知らされて、康やす雄おはまた少し落ち込む。

「なぁ、変なこと聞いていいか？　碧あお人との親父おやじさんて、何してる人？」

「何？　いきなり親の職業研究か？　別に、普通のサラリーマン」

「……普通のサラリーマンって、なんだろう」

「え？　いやだから、朝スーツ着て会社行く、普通のサラリーマンだよ」

「会社行ってから、何するんだろうな、サラリーマンて」

「仕事だろ？」

「だからその仕事の内容。サラリーマンって朝会社についたら何するんだ？」

「あー、それはあれだろ、あー……」

　ごく軽い調子で受け答えしていた碧あお人との言葉じりがすぼみ、

「何してんだろな。営業とか経理とか……？　小学校の頃のそういう親の職業を調べる授業かなんかで、確か鉄がどうとか材料がどうとかいうの調べた覚えがあるけど多分、鉄鋼製品とか売り歩いてるんだと思う」

「ゲームじゃあるまいし、鉄鉱石抱えて店に売りに行くわけじゃないだろ」

「そりゃそうだけど……でも、こうして聞かれると意外と分からないな。今日帰ったら聞いてみようかな。いや、聞きたくないな。説教始まりそう」

　一秒で前言を翻ひるがえす碧あお人とに苦笑するが、康やす雄おは心のどこかでホっとしている自分がいることに気づいていた。

　学校で青春を謳おう歌かし、康やす雄おより己の学生生活を冷静に俯ふ瞰かんしているように見える碧あお人とですら、自分の父親がどのように仕事をしているかについて、さほど真剣に考えていない。

　高校生なら、これくらいが普通なんじゃないかということを再確認した気分だった。

「あーでもなぁ。何か年収とかそういうこと考えると、俺が親父おやじの年になって同じ位稼げるか不安になることはあるよなぁ。ほら、私立高校の学費って、公立より高いじゃん。確か百万円近いだろ。それを毎年ポンと出せるって、やっぱスゲェんだよなぁってさ」

「百万円、かぁ」

　テレビ番組の中でしか見たことが無いお金の単位は、アンテ・ランデの存在と同じ位実感が湧かない。

　だが、今の自分に百万円のお金を一度に用立てられるビジョンが全く浮かばないことを思うと、碧あお人との言葉にも頷うなずける。

「……演劇やってたら、多分無理だよなぁ」

「え？」

　だが、次の一言に康やす雄おは思わず目を丸くする。

「碧あお人と、お前、将来演劇やるの？　役者目指す感じ？」

　碧あお人とはそういうタイプではないと勝手に思っていただけに意外な感じがしたのだが、思いがけず碧あお人とからは渋い表情が返ってくる。

「そんな短絡的じゃねぇよ。ヤスこそ一年のときに、将来合唱団とか歌で食ってこうとか思って部活入ったわけ？　違うだろ。文系大学に行く奴やつが全員士し業ぎように就くわけじゃねぇし、理系大学に行く奴やつが皆科学者や研究者になるわけじゃないだろ」

「お、ま、まぁそりゃ」

「好きなことやって金稼げりゃ人生楽しいだろーなー、って、そんだけだよ。誰だって考えるだろ？　そりゃ続けられるなら続けたいし、人並みの金稼げるくらいになれたら万々歳だけどさ、そんなにうまくいくわけないし、でも、やっぱり好きなことばっかやれたらいーなって思うじゃん。そういうことだよ」

「そういうこと、ねぇ……」

　今現在、碧あお人とほど熱中できる何かを持っていない康やす雄おには、そういうこと、と総括する碧あお人との気持ちを完全には理解できない。

　だが、ふと思うことがある。

　父や母は果たして今、自分のやりたいことだけをやって生きているのだろうか。

「で、ヤスんちの親父おやじさんは、確かヤマハタなんだよな。実際レシピ本とかと関係してんの？」

「……さぁ、どうだろう。今出張で大おお阪さかに行ってるんだけど、そういう話うちであんまりしなくてさ」

　康やす雄お自身の、小学生の頃の『身近な人の職業研究』は、父の兄、つまり康やす雄おにとって伯父にあたる人が警察官という極めて取材しがいのある対象であったため、父については最近までついぞ考える機会が無かったのだ。

「親を越えるのが親孝行とか最近親父おやじがよく言うんだけどさ。俺が演劇からすっぱり足洗って全力で社会人やっても、どうにも時代的に勝てる気しないんだよなぁ」

「……まぁ、そうだな」

　今の康やす雄おの場合勝てる勝てないの基準が普通とは全く違うのだが、それを言っても仕方ない。

「それ以前に結婚とか、子供とか考えられないしな」

「あー、分かる。まず女子と付き合えるビジョンが浮かばない」

「碧あお人とはいいじゃんか。演劇部に女子いるだろ」

「あのな、身近に女子がいることと彼女ができることに因果関係なんか無いんだぞ。そんなこと言ったらクラスの生徒の半分は女子なのに、何故なぜ俺おれ達たちには彼女がいないんだよ」

「う、た、確かに」

「それ言ったら予備校はどうだよ。ヤスは千せん秋しゆう学がく院いんだったっけ？　千せん秋しゆうも集団授業やる感じじゃないよな。俺んとこも完全個人指導だからさ、同じ学校の奴やつか元中でもいないかぎり誰かと話すことすら無いんだぜ」

　ぐうの音も出ないとはこのことだ。

　碧あお人とにとことん言い負かされる康やす雄おだが、おかげで大切なことを思い出してしまった。

　彼女だ結婚だなどという曖昧な将来よりも前に、こなさなければならない重要イベントがすぐ目の前に迫っているではないか。

　散々醜態を晒さらし、その上迷惑をかけた帯刀たてわき翔しよう子こと、今後予備校で顔を合わせた際、ディアナと自分の所業を全く問題にせずにいてくれるだろうか。

　予備校の教室長や担任助手は、学習進度や志望校選定の相談はもとより、日常のちょっとした悩み相談まで受け付けてくれる。

　昨夜の帯刀たてわき翔しよう子ことのやりとりは、アンテ・ランデに絡からんだ諸もろ々もろに比べたら大した事件ではないとタカをくくっていたが、いざこうして対処を考え出すと十分修羅場な気がしてきた。

　生徒が夜道で見知らぬ外国人に恫どう喝かつされたのである。

　救いは康やす雄おに直接的な責任は無いということだが、それでも自分の平和な日常と将来に障害になることには変わりない。

「せめて、予備校にいる間くらいは平和に過ごしたかったのになぁ……」

　康やす雄おは今から、夜の予備校のことを考えて、より心の重しが増大したのだった。







「いない……か」

「どうしたの？」

「いや、もしかしたら待ち構えられてると思ってたんだけど。昨日話した子……」

　予備校のすぐそばにある時間貸し駐車場の中で、康やす雄おは予備校の周辺に目をこらしていたが、今のところ、どこにも帯刀たてわき翔しよう子この姿は見当たらない。

「あんた、自分の名前も覚えてない薄情な元クラスメイトとその知り合いに夜道で脅された翌日に、そいつらと積極的に会いたいと思う？」

　身も蓋も無いとはまさにこのことだ。

「まぁ、顔を合わせたときにすかさず謝って、予備校で問題にしないでほしいってお願いするくらいしかできないでしょうね。お父さんとお母さんの面倒事が原因なのは申し訳ないけど」

　母はそう前置きしつつ、

「もし予備校で問題にされてるようだったら、すぐに呼びなさい。責任は取るから」

「母さん、シィを警戒するためにいるんじゃねぇのかよ」

「異世界から来る怪物と戦うよりも、不祥事から息子を守る方が母親本来の役割だと思うわ」

　それはそうなのだが、この期に及んでそれを言うか。

「私もお父さんも、自分が昔しでかしたことの因果が巡ってあんたや和のど香かの将来が閉ざされるのは嫌なのよ。なんならディアナちゃんの保護者……エリーゼやアレックスを召喚して予備校の先生やその帯刀たてわきさんに謝罪させてでも、あんたの名誉は守るから」

　これほど夢の無い異世界召喚が未いまだかつてあっただろうか。

　康やす雄おは異世界にいるらしいまだ見ぬ救世の魔導士や騎士が、予備校の先生や相手の親御さん相手に必死で頭を下げているシーンをおよそ想像できない。

「今更になってまたお父さんを頼るんだから、それくらいしたってバチは当たらないでしょう」

「なんか違うだろうそれも」

「子供の不始末は、ある程度までは親の責任よ」

「……言っておくけど、俺は帯刀たてわきさんのこと思い出せなかっただけで、それ以外は何も悪いことしてないんだからな」

　康やす雄おの行く先を明るく照らしたいのか、不安要素を残したいのか分からない母を半ば睨にらむと、母はまるで堪えた様子は無く、

「かつて一つの世界を救った最強の勇者とその仲間達が、総出であんた達のことを守る用意はあるってことを分かってもらったところで、そろそろ行きなさい」

　そう言うと、自分は運転席に戻ろうとして、ふと真剣な顔で言った。

「私が言えた義理じゃないけど、それでも」

　母は予備校の方を見て言った。

「可能な限り、被害が拡大することは避けたいの。アンテ・ランデやお父さんのことを知る人は、一人でも少ない方がいい。夕べ、ディアナちゃんにはよく言っておいたから、あんたもお願いね。ディアナちゃんや『ガス爆発』のことはできる限り誤魔化して、変な気配がしたら、すぐに逃げて私に知らせるのよ」

　康やす雄おは少し黙ってから、小さく頷うなずいた。

「誰かに話すわけないし、話したって信じてもらえない。それに俺もあの影は怖いし、いざというときは、素直に逃げるよ」

「……それは、そうかもね、ごめんなさい」

　母の少し沈んだ声に送り出され、康やす雄おは真まっ直すぐ予備校へと向かう。

　恐る恐る入っていくと、担任助手の姿は無く、ラウンジスペースにも帯刀たてわき翔しよう子この姿は見えない。

　講座を一コマ受けてからそれとなくラウンジスペースを覗のぞき込んでもやはりいない。

「今日は来てないのかな。まぁ、毎日いるとは限らないか」

　そう呟つぶやいて外を見ると、夜の闇の向こうに、母が乗った車が見える。

　そのことにふと安あん堵どを覚え、康やす雄おは苦笑する。

「母さんの姿が見えないと不安がるなんて、ガキでもあるまいに」

　なんでも康やす雄おは、小学校中学年になるまで夜一人でトイレに行けない子供であったらしい。

　自分ではそんな不名誉トイレエピソードなど覚えていないが、確かに暗闇は怖いものだという認識はあった。

　一体あの頃の自分は何を恐れていたのだろう。

　絵本や怪談話に現れるお化けや妖怪のような、具体的な概念では無かった気がする。

　見えないという未知。

　光ある日常とは違う姿。

　小さい頃は、家の中ですら『夜』の時間を感じるのは特別なときだけだった。

　剣けん崎ざき家は取り立てて躾しつけに厳しい家ではなかったが、少なくとも小学生の間は、夜十時以降まで起きていた記憶は数えるほどしか無い。

　いつからだろう。闇や影に潜む形の無い恐怖を感じなくなったのは。

　いつ以来だろう。闇や影に潜む何者かを恐れるのは。

「またそんな所でぼんやりしてる」

　すると、まるでその瞬間を狙いすましたかのように、聞き覚えがあるのに思い出せなかった少女の声が耳を打った。

　少しだけ驚いて心臓の鼓動が速まったのは内緒だが、とにかくやはり、声をかけてきたのは、帯刀たてわき翔しよう子こだった。

「い、い、いたんだ」

「いたよ。何、私に見つかりたくなかった？」

　翔しよう子こは意地悪く言うが、すぐに笑顔になってある方向を指差す。

「今までずっと小こ林ばやし先生と話し込んでたの。講座変更したくて」

「進路相談室？」

　翔しよう子こが見ているのは、面談用のブースであった。

　受講している講座の学習内容と進度が良くも悪くも合っていない場合、無理にカリキュラムを続けても時間の無駄だ。

　そういった無駄を省くために、生徒個人でも、保護者同伴でも、進路相談室は頻繁に活用されている。

『室』とはいうが個室で面談するわけではなく、銀行の窓口のようにパーテーションで仕切られたスペースで、生徒と指導員が密室でマンツーマンにならない当世ならではの仕様が採用されているが、いずれにせよ授業ブースを探していても見つからなかったはずである。

　見るとドアの向こうから担任助手の小こ林ばやしが顔を覗のぞかせ、康やす雄おにも手を振ってくる。

　だが次の面談の予約があるのか、すぐに別の生徒を手招きして奥に引っ込んでしまった。

「それで、何、私を探してたの？」

　翔しよう子この問いに、康やす雄おは少し気恥ずかしくなりながらも素直に頷うなずいた。

「あ、ああ。昨日のこと、謝りたくて」

「あの女の子のこと？」

「それと、帯刀たてわきさんのこと、思い出せなかったことも……」

「ああ。まぁ、そっちは別にいいよ。昨日も言ったけど、私も中学の頃とはずいぶん変わった自覚あるから」

「そ、そうなんだ……そ、そういえば昨日も私服だったけど……帯刀たてわきさん、もしかして狭さや間ま沢ざわ高校？」

　狭さや間ま沢ざわ高校は普通科の県立高校だが、近隣の公立校にしては珍しく制服が存在しない。

　ほとんどの予備校生が学校帰りなどに制服姿でやってくる中、私服の生徒は一度家に帰れる者か、狭さや間ま沢ざわの生徒であるという認識で間違いない。

「うん、そうだよ。それがどうしたの？」

　そう返されると困るのだが、謝りたいと言ったことを跳ね返された形になってしまったので、無意識に話を継いでしまったのだ。

「あ、いや、その、狭さや間ま沢ざわって制服無いじゃん？　女子って結構制服重要視してるイメージあったから」

　すると、翔しよう子こはびしりと康やす雄おに指をつきつけ、

「そこだよ！」

「は？」

　渋い顔ながら、うんうんと頷うなずいて言った。

「狭さや間ま沢ざわは制服が無いのが良かったのよ。あとは、近いし」

　制服重視発言は康やす雄おの勝手なイメージであり、こうはっきり言われてしまうと、なるほど自分で好きに服を選べるのが良いのだろうと考える程度の根拠しか無い。

「お、俺は……」

「武たけ丘おかでしょ。聞いてる」

「え？　誰に？」

　知ってる、なら分かるが、聞いてる、となると分からない。

　己の薄情さを再確認することになるが、そもそも帯刀たてわき翔しよう子ことは同じクラスだった中二時代を除き交流がほとんど無く、またその中ですら特別仲が良かった記憶も無い。

　従って共通の友人、というものもいないはずだし、現に思い当たらない。

　中学二年のときのクラスは比較的クラス仲が良好であったため、クラスメイトの誰か、或あるいは担任の教師という可能性は無なきにしも非あらずだが、いずれにせよ翔しよう子こが康やす雄おの進路の情報を得るという状況がまるで思い浮かばない。

　だが翔しよう子この方も少し意外そうな顔をしていて、

「誰にって……」

　逆に何故なぜ知らないのか、という反応である。

　だがすぐに何かを思い直したのか、口の中で、もしかして、と呟つぶやいた。

「ヤス君、あんまり家で両親と話とかしないタイプ？」

　先週までなら、そんなことは無いと言うことができたかもしれない。

　だが、両親の重大な過去をつい三日前に知った身としては、結果的にだが剣けん崎ざき家の風通しは悪かったのだと言わざるを得ない。

　逆に、父親が異世界の勇者だった、と早いうちに納得していたらそれはそれでその後の人生に支障をきたしていたかもしれないが。

　康やす雄おが詰まったのを肯定と取ったか、翔しよう子こはさもありなんと頷うなずいた。

「まぁ仕方ないかー。未いまだにうちの学校の男子でも、お母さんのことババアとか言う奴やついるしなぁ。一番親と話が合わない時期だよねぇ」

『親と話が合わない』の内容が康やす雄おとそれ以外では大いに異なるのだが、そういう向きがあるのも否定はできなかったので、

「そう、かも」

　と、曖昧に頷うなずく。

「っていうか、知らなくても、これ見れば分かるんだけど、もしかしてヤス君天然？」

「え？　……あっ！」

　翔しよう子こが指で、康やす雄おの全身をぐるりと囲む仕草。

　そこで初めて自分が、高校から直接予備校に来たことを思い出した。

　鞄かばんはブースに置きっぱなしだが、ブレザーのワッペンには学校名が縫い留められているし、そもそも武たけ丘おかの生徒は結構な人数、所ところ沢ざわをうろついているから制服のデザインだけでそうと分かる人間もいるだろう。

「……なんか俺、ここんとこ恥ずかしいことばっかしてる……あー」

　女子と親しく会話するだけで舞い上がって自分が何を着ているか忘れるほど、免疫が無い人間だっただろうか。

　普通にしていれば絶対あり得ないような失敗をした、という羞恥心と自己嫌けん悪おで血圧が上がり嫌な汗をかいてしまう。

「まぁまぁそこまで落ち込まなくても。いいじゃん、ヤス君らしいよ」

　色々と突っ込み所だらけの浅いフォローが余計に康やす雄おの心を抉えぐるが、それを分かってか分からずか翔しよう子こは話題を元に戻した。

「私がヤス君の進路を最初に聞いたのは随分前だよ。中学卒業のときじゃなかったかな」

「そ、そっか」

　なるほど、その頃なら今は思い当たらないけど、当時は存在した細い縁で、自分の進路が誰かから伝わるということはあったかもしれない。

「お母さんから」

　いや、やはりさすがにそれは無い。

　同学年の生徒達ならまだしも、何故なぜ翔しよう子この母親から康やす雄おの進路の情報が伝わるのだ。

　親同士が知り合い、という線も無い。

　少なくとも昨日のディアナ正座事件のときに、母は帯刀たてわきの苗みよう字じこそ覚えていても、知り合いという反応は見せなかった。

「わけわかんない、って顔だね」

　一方の翔しよう子こは、こっちの混乱を楽しむような気配さえあるのだからタチが悪い。

「そうだなぁ。理解してもらうには一度うちに来てもらうのが一番早いんだけど」

「へっ!?」

　女子の家。

　そんなもの、アンテ・ランデよりも遠い異次元にある場所だ。

　そもそも昨日まで存在すら忘れていたような翔しよう子こは、康やす雄おにとっては実質初対面と変わりない。

　いくらなんでも色々な意味で抵抗があるし、今はディアナやシィのことを考えると不用意にあちこち移動するべきではない。

「でもなぁ。実質今、私達初対面みたいなもんだし、さすがに私もそれはなぁ。ま、その謎解き、続きはまた来週？」

「あ、ああ」

　要するに今、翔しよう子この家に行く、という話は無くなったわけだ。

　しかし康やす雄おは心の中でもう翔しよう子この家に行く気になっていた自分に気づき、心の中だけで自分の浅はかな浮かれっぷりに頭を抱える。自分は、本気でバカなんじゃなかろうか。

「でもまぁ、武たけ丘おかで普通に過ごせてるなら、進路はそこそこ選べる感じ？　なんか最近、偏差値上がってるって聞いたことある」

「え？　あ、い、いやどうだろう。俺、学校の成績はそこまで良くないから、なんでもこれからって感じかな」

　確かに武たけ丘おか高校は、近年めきめきと偏差値や進学実績を伸ばしてはいる。

　だが在学中の全ての生徒が、その成長に合わせて優秀になっているわけではない。

　康やす雄おの成績ポジションは概おおむね中学時代と変わらぬ位置をキープしており、落第の心配は無いが、およそトップクラスとは言えないのだ。

　なのでその返事はかなり正直に自分の現状を言い表しているのだが、翔しよう子こはそれを謙遜と取ったか、軽く「そっか」と言ったきりで、次の話題に推移した。

「それじゃ、ヤス君て、進学してなんかやりたいことあるの？」

「進学してやりたいこと？」

　今、進路を選ぶのはこれからだ、と言ったのに、何故なぜ重複するような質問をしてくるのだろうか。

「いや、だからまだどの大学とか学部とかそういうの全然……」

　同じことを答えようとすると、翔しよう子こはなぜか首を横に振った。

「大学とか学部？　違うよ。進学してやりたいことだよ」

　同じことじゃないのか。

「ああ、例えば法学部に行って司法試験目指すとか、医学部に行って医者になるとかなら同じことだけどさ、まだ学部とか決まってないんでしょ？　なら他に無いのってこと」

「他に？」

「コンパで一気飲みしてアル中で病院送りになるとか」

「何しに大学行くんだよ」

　煮え切らない康やす雄おに対して翔しよう子こが挙げた例が明後日あさつての方向すぎて、思わず突っ込む。

　だが、要するに高校生、受験生の身分でいる間はできないことで、何かしたいことは無いのか、と聞かれているのだと理解した。

　だが、そもそもどんな学校に行くのかも分からないのに、そこでやりたい勉強以外のことなど分かるはずもない。だから康やす雄おは、

「今のところ、俺は……」

　何も無い、と言いそうになって、

「……俺は」

　言葉に詰まった。

　翔しよう子こは、表情を変えないまま康やす雄おの顔をじっと見ている。

　なぜかそこには、少しだけ康やす雄おのことを気遣うような気配があった。

　何故なぜ今、自分は何も無いという答えを吐くことに詰まったのか。

　高校三年生に進級し、予備校に入り、大学入試というものが現実的なイベントとして我が身に迫ってきたのはつい最近のことだ。

　それまでも学校で進路指導は受けているが、自分の人生におけるリアルなイベントとして考えたことはついぞ無かった。

　そして迎えた高校三年生の春。

　気がつけば行く大学を選んでいるのは、自分の意志ではなく模試の成績表だった。

『行けそうな大学に行く』

　とは、学校の友人との間でもよく交わされる言葉の一つだ。

　康やす雄おも何度も口にしたことがあるし、友人からも何度も聞いた。

　だが今のところその『イケソウナ大学』はどこにあるのか、康やす雄おは分からない。

　家から近いところ？　偏差値が高いところ？　就職率が高いところ？　各種難関資格試験突破率が高いところ？　特殊な研究ができるところ？　一人暮らしができるところ？

　どれかを選んで理由付けをすることもできるが、その時点で既に心からの理由ではなく、やはりどこかで聞いたことがあり、そして自分がかつて誰かに何度も言ったことがある中身に乏しい内容に終始する気がした。

　行けそうなところに行く、という人間が悪いとか空虚なのではない。

　今の康やす雄おがそう口にした場合、大切にしたいものに対しての説得力が無くなってしまうことに気がついたのだ。

『今のところは何も無い』

　そんなことは言いたくない。だが噓うそや誤魔化しで自分の考えを演出して翔しよう子この歓心を買ったところで、実態は何も変わらない。

　大学受験は人生の一大イベントだと思っていたのに、勉強さえやってりゃ次の三月にはどこかの大学から合格もらっているだろうくらいにしか考えていなかったことに愕がく然ぜんとした。

　勉強さえやってりゃ合格もらえる。

　なら、一体自分は何故なぜ、父のアンテ・ランデ行きに反対するために、こんなに軽い『受験』を持ち出したのだろう。

　父も母も、これからの人生で家庭とアンテ・ランデのどちらに天てん秤びんを傾けるのか悩んでいるのに、その命を懸けた人間に対して出したカードに乗せる自分の思いの軽さはどうだ。

　今の自分は、自分の未来に対してなんら積極的な意志を持たない。

　康雄息子がどれだけ反対しても父が、『アンテ・ランデに行くのは考え直す』と答えなかったのは、それを無意識に感じ取ったからではなかろうか。

　これまでシィ相手に命を懸けて戦ってきたディアナと同じ覚悟を、あのわずかな時間で康やす雄おに持てというのは、いくらなんでも無茶すぎるし不公平である。

　だが自分とディアナ、両者の覚悟を並べたとき、どちらに手を差し伸べるかと問われたら、現状『平和な国で勉強さえやってりゃ進学できる』康やす雄おと、『勇者の力で助けなければ生まれた国が亡ほろぶかもしれない』ディアナとなら、百人が百人ディアナを選ぶのではないか。

　しかも父は、康やす雄おと和のど香かを私立大学の大学院まで行かせて、なおかつ結婚式の資金まで出せると豪語している。

　会社員がどうやってそれだけの金を貯蓄できるのか、康やす雄おはよく分からない。

　だがそれだけ貯たくわえがあるなら、父が会社を辞めてアンテ・ランデに赴いたところで残った三人が飢えることも無いだろうし、問題が起きれば母だって働きに出ることもある。

　そもそも高校卒業見込みの康やす雄おには、あくまで可能性の一つとしてだが、進学せずに就職して、経済的に独立するという選択肢も存在し得るのだ。

　英ひで雄おと円まど香かは、康やす雄おと和のど香かが傷つくだろうというその一点でのみ、アンテ・ランデ側に天てん秤びんを傾けるのを躊躇ためらっている。

『……ありがとうございます！　信じてくれて』

　ディアナの小さな声に隠された生きる覚悟を、自分は凌りよう駕ができるのか。

　そう考えて落ち込みそうになったときだった。

「…………ぁ」

　脳裏にディアナの顔が浮かんだ途端、唐突に康やす雄おの心の底で小さな明かりが灯ともる。

　それはまるで、消えたはずの焚たき火びの底に微かすかに残っている熱のような、そんな頼りないエネルギー。

『ありがとうございました。歌、両親以外の人に褒められたの、私、初めてで、その……』

『ヤスオは、歌に造ぞう詣けいが深いのですか？』

『素敵ですね！　私は歌を専門的に学んだことがないので、羨ましいです』

　異世界の美しい魔ま導どう機き士しが歌った、美しい鎮魂歌に震えた心。

「……ヤス君さ、まだ歌、続けてるの？」

　中学のときに同級生だった翔しよう子こが、康やす雄おが元合唱部だということを知っているのはさして不思議ではない。

　だが、そのことを今、このタイミングで出したことに康やす雄おは密ひそかに驚きを禁じ得なかった。

「……ああ。実は高校で続けたくて合唱部に入ってたんだけど」

「うん。続けてなかったの？」

「続けらんなくなったんだ。部員不足と顧問の転勤で、廃部。俺が書類上、最後の部長」

「それっていつのこと？」

「二年の夏。要するに一つ上の先輩が引退した途端終わり。周りに惜しまれるほど、大した実績のある部じゃなかったんだけどさ」

「そっか。それで？」

「うん。あれだ……俺……俺、今、合唱やりたい」

　言葉を探しながらの返事であったため、康やす雄おはいつの間にか視線を足元に落としていた。

　だから康やす雄おの必死の答えを聞く翔しよう子この乏しい表情が、最初の無表情なものから、ほんの少しだけ泣きそうな、それでいて嬉うれしそうな笑みになるのを見逃した。

　康やす雄おの耳には、帰宅したリビングから聞こえた異世界の祈りの歌が響いていた。

　思えば中学のとき、合唱部で初めて歌ったは、方向性は違えどやはり祈りの歌であった。

　Ｃ・シュタイン作曲、典礼文より『Gloriaグロリア inイン excelsisエクセルシス Deoデオ』。

　中学校の音楽の教科書には『グローリア』という題名で掲載されることもある、外国語歌詞の混声四部合唱としてはメジャーなものである。

　ミサ曲はそれそのものが祈りの意味を持つため、学問を修めていない信徒にも歌えるよう平易な歌詞と旋律で作られていることが多い。

　康やす雄おにとっては初めて歌った混声合唱という以上に意味を持たず、讃さん美び歌か、という言葉は知っていても、『Gloria in excelsis Deo』がラテン語だということも、それが表す意味も知らなかった。

　康やす雄おが、共に歌う全員の音と耳と口の奥、頭の深い部分でしっかりと組み合った高揚感を最初に得た曲は、はからずも『栄光』の名が冠されていた。

　己の中にしか存在しない、隣に立つ者の歌声と自分の歌声が美しく交わったときの昂こう揚よう感を讃たたえる『栄光』を、もう一度真剣に追いかけたい。

　こんなことで、父やディアナの覚悟に並べたとは康やす雄おも思わない。

　だがこれが、これこそが必要な最低限の覚悟なのだと、今この瞬間は分かる。

　父がアンテ・ランデを救いたいように、ディアナが父をアンテ・ランデに連れていきたいように、今自分がやりたいことを、しっかりと一本心の中に打ち立てる。

　康やす雄おの場合、それは歌だった。

「音大とか贅ぜい沢たく言わないけど、普通に部活とか同好会とかでいいから……ん？」

「はー、そういうことだったのかー。何か、謎解けた」

　翔しよう子こが、これまでで一番柔和な笑顔を浮かべていた。

「大変だったんだね」

「……大変、とはちょっと違うかも」

　確かに合唱部を潰したくなくて、足搔あがいたことは足搔あがいた。

　だが高校生活の全てを懸けてやったかといえば、そんなことは全くない。

　終わってしまってから喪失感は感じたものの、絶望で性格が変わる程でも無かった。

　そもそも青春ドラマのように、部活に本気で青春を捧ささげたわけでもなかった。

　そのときはそう思ったし、今もその考えは変わらない。

「実はね、初めて予備校ここでヤス君見かけたとき、人違いかと思ったんだ」

　それは、翔しよう子こが康やす雄おの顔をうろ覚えだった、ということではないようだった、

「中学のときのヤス君は凄すごく元気な人だったのに、今はなんだか、人生上手くいってる奴やつらはみんなタンスの角に足の小指ぶつければいい、みたいな顔してるから」

「そこまで具体的な呪いをかけた覚えは無いけど、でも、ちょっと当たってるかもな」

　斜に構えていた、というほどはっきりしたものではない。

　だが部活が無くなってしまってから、日々の生活に『張り合い』が失われてしまったのは確かだ。

　そして気がつけば、『張り合い』を持っている人を常に羨み、それに比べて自分は、といじける癖ができてしまっていた。

「でも別に、中学のときも、俺そこまで目立ってなかったと思うけど」

「スポーツでならしてた子達みたいな感じでは、確かになかったけどね。でも、そういうことじゃないんだ」

　翔しよう子こはそう言って、

「歌。いいじゃん。凄すごく」

「まぁ、人に言われてようやく気づくようじゃ、意識低いにも程があるけどな」

　褒められたことが気恥ずかしくなりついそう言うと、途端に翔しよう子こは厳しい顔つきになる。

「意識低いとか高いとか、自分の努力も、人の努力も否定する言葉だよ。一生懸命何かをやってる人は、自分と他人をそんな下らない比べ方しない」

「帯刀たてわきさん……？」

　思いがけず強い口調で言われ、康やす雄おは鼻白む。

　これまで柔和だった口調が、ともすれば激げき昂こうとも思える勢いを帯びたことに翔しよう子こ自身驚いたようで、決まり悪そうに大きく息を吐いた。

「みんな一生懸命のやり方が違うだけでしょ。追いつきたい相手とか勝ちたい相手がいるならともかく、世間の標準とか平均とかいう曖昧でいい加減なものと、自分の細かい部分を比較したって、何も分からないし何も変わらないし何も解決しないのに、気分だけ悪くなるからむしろマイナス」

　早口で吐かれたその言葉の裏には、もしかしたら中学から高校にかけて翔しよう子こが大きく変わった理由が隠されているのかもしれない。

　だが、康やす雄おがそれを詳しく尋ねるには、共有した時間があまりにも少なすぎる。

「ヤス君だって、中学のときはそうだったじゃない。そんな、他人と比べて自分を嗤わらいながら低く言うようなこと、絶対しなかった」

「そう……だったのかな。ちょっと、覚えてない」

　中学の頃から、クラスの主役になるタイプでなかったのは確かだ。

　成績もズバ抜けて良くはなかったし、運動もド下手ではないがうまくもなかった。

　高校と同じく中学の合唱部も決して名門というわけではなかったし、生徒会役員のような人目を引く立場に立ったことも無かった。

「本当に、覚えてない？」

　こんな『無かった尽くし』だっただろうか、自分の中学時代は。

「私にそれを言ってくれたのが、ヤス君だったことも？」

「……え」

「自分を嗤わらって、低く見せて、それで何かいいことあるのかって、空気に合わせて自分一人嫌な思いするだけだって……覚えてない？　それも、忘れちゃった？」

『ヤス君は、変だと思わないの？』

「……もしかしてそれって」

『大人……ってことがなんなのか、よくは分からないけど、もう、あんなこと言わない』

「……職業研究のときのこと？」

　またしても自信の無い記憶を掘り出すと、翔しよう子こは少しだけ泣きそうな顔で、それでも柔らかく微笑ほほえんだ。

「私ん家、居酒屋さんだからさ。他に取材できるアテも無くて、お店やってるってのはまぁいいネタだと思ったからそのままそれを発表したら……」

「……ああ、思い出した。クラスの誰だかが、お酒とか夜の営業とかを、フザけて曲解したんだったよな」







　康やす雄おが警察官の伯父のことをなんとなくまとめて発表した中学二年の職業研究発表会。

　そのとき翔しよう子こは、実家の居酒屋のことを非常に簡潔な箇条書きにして発表したのだった。

　ところがその授業後、クラスの素行の悪い連中の一部が、客に酒を飲ませる店、夜にしか開いていないなどの断片的な情報から彼女の家をいかがわしい店だとからかったのだ。

　今時ファミリー向けの居酒屋も珍しくなく、そういう店が夕方から営業が始まるのは常識だが、要するにただそのとき、彼らは大人しくて逆らわない当時の翔しよう子こをからかって遊びたいだけだったのだ。

「もうね、あれは本当に私の信じ難がたい黒歴史。今となってはあのときビビって言いなりになってた自分を殴りに行きたい」

　だが、当時の翔しよう子こは、そのからかいを真正面から受け止めてしまったのだ。

　浴びせられるからかいの声をいちいち肯定し、薄ら笑いを浮かべてその場をやり過ごそうとしたのだ。

『そ、そうだよね。普通、お店は昼からやってるよね……』

『お、遅い時間に来る人とか、いるから、こ、怖い人がいるってのは、そうかも……』

『お、大きなチェーンとかでもないから、その、ちょっと、お店が汚いのは、そうかも』

　康やす雄おはもちろん、翔しよう子こ本人も、どんなからかいを浴びせられたかは覚えていないが、当然のように翔しよう子この家の名誉を傷つけるものばかりであったことは想像に難かたくない。

　すぐ後ろでそれを聞いていた康やす雄おは、つい口を挟んでしまったのだ。

　かつて自分が、彼らに『合唱部』という『男らしくない』『運動できない奴やつが入る』『つまんねぇ教科書の歌ばっか歌ってる』とからかわれたことも、今思えば康やす雄おの背を押した原因だった気がする。

『夜から始まる仕事がいかがわしいなら、俺の伯父さんも夜勤するんだけど、変なのか？』

　すると翔しよう子こに絡からんでいる連中は、茶々を入れてきた康やす雄おを威嚇するように睨にらんできた。

　一瞬だけ怯ひるんだ康やす雄おだったが、それでも自分が持っているカードが『警察官』の伯父であったことを思い出し、少し早口に言葉を継ぐ。

『警官って遅い時間に外うろついてるんだけど、まー確かに怖い奴やつには怖いのかな』

『交番とか警察署って税金で運営されててなかなか建て替わらないから結構ボロいんだけど、なら中にいる警官も汚いのかな』

　ここまで来るともはや、屛びよう風ぶの虎の威を借る狐きつね状態だったが、翔しよう子こをからかっていた連中は思いのほかあっさりと引き下がり、その後、それが原因でなんらかの因縁をつけられることも無かった。

『ヤス君は、変だと思わないの？』

　絡からまれてすっかり意気消沈していた翔しよう子この問いに、康やす雄おは首を横に振った。

『店やってるなんてすげーじゃん。腕一本で稼いでるわけだろ？　普通のサラリーマンより、ずっと凄すごいよ』

　普通のサラリーマンが聞けば怒りそうな話だが、当時の康やす雄おは本気でそう言った。

　中学二年生の男子にとって、世の中で最も多く見る成人男子といえば、スーツを着て会社に出勤するサラリーマンだったからだ。

　世の中のことを何一つ知らない少年は、『スーツ』と『会社』と『サラリーマン』が、普通に勉強していれば、いずれ自然とたどり着く場所なのだと信じて疑わなかった。

　だから、そうでない仕事をする大人に、心からある種の憧れを抱いていたのだ。

『うちの父さんなんて料理なんかインスタントラーメンくらいしかできねぇしさ。焼肉とかのときだけやたら張り切るんだけど、とにかくお父さんが色んな料理やお酒出せるって凄すごいことだと思う。あれだよ、イタマエとか、ショクニンとかって感じするじゃん！』

『そう……かな』

『うん。……だからさ』

　中学生の康やす雄おは、確かに言った。

『自分を低くして、笑われて場を収めるようなこと、やめろよな。笑ってたけど、絶対いい気分じゃなかったろ。俺も分かるんだ。合唱部なんかやってっと、男が入る部活じゃねーみたいなこと、わざわざネットの掲示板とかまで持ち出して言ってくる奴やついるしさ。ていうか、あいつらがそうだったし。最初の頃はそうかもなーなんて笑ってたけど、去年県のコンクールで創部以来初めての銀賞取ってからは絶対そんなこと言わせねぇって思ったんだ。バカにしてくる奴やつに限って聞いてみるとスポーツ部でレギュラーじゃなかったりするし、関係ねーくせに人の好きなことにいちいち口出してくんなって、思うじゃん』

　滅多に話さない女子と話したので、緊張していたのだと思う。

『だからさ、こう、人のことバカにして楽しむような大人にはならないようにしようぜ』

　今思い出しても、自分が一体何を言っているのかよく分からない。

　分からないが、

『大人……ってことがなんなのか、よくは分からないけど、もう、あんなこと言わない』

　そう言った翔しよう子こは笑顔で、どうしてそれを今まで忘れていたのかと思うほど、可か愛わいらしいものだったのだ。

『ありがとう、ヤス君』







「中三でクラスは離れちゃったけど、卒業式の何日か後に、うちのお店で保護者会の打ち上げがあったんだよ。そこでヤス君が武たけ丘おかに行ったこと、お母さんがヤス君のお母さんから聞いたんだ」

　なるほど、康やす雄おが中三のときに、確かに母はクラスの保護者会の役員をしていた。

　そのときの記憶のおかげで『帯刀たてわき』という名に反応したのだろう。

「今のヤス君を、私は全然知らないけど、きっと今も一生懸命なんだろうなって思う」

「そんなこと……」

　翔しよう子この記憶にある自分は、恐ろしく美化されている。

　少なくとも当時の自分は、そこまで深い考えがあって翔しよう子こを助けたわけでも、その言葉を大言壮語できるほど、全力で生きてきたわけでもない。

　そのことは、今日までの学生生活が証明している。

　そう告げようとすると、翔しよう子こはそれを遮った。

「一生懸命と全力は違うよ」

　翔しよう子この言葉は、的確に康やす雄おの思考の迷いを突いてくる。

「今は、生きとし生けるもの全員、玄関のドアに指挟んじゃえみたいな顔してるけど」

「俺の呪いはどこまでセコいんだよ」

「色々あったんだろうけど、今のヤス君は、大変なことを必死で乗り越えようとしてるのはなんとなく分かる。そういう顔してる」

　真まっ直すぐ見つめてくる翔しよう子この視線に、康やす雄おは少しだけ気恥ずかしさを感じながらも、

「どうしてそんなこと分かるんだよ」

　と言っていた。

　本当は、どうして俺のことが分かるんだよ、と言いたかった。

　だが、言えなかった。

　そして翔しよう子こは、元の柔和な表情になって、薄く笑った。

「ヤス君は私を忘れちゃってたけど、私はヤス君を覚えてた。そういうことだよ」

「えっと……？」

　まるで答えになっていないと感じた康やす雄おは首を傾かしげると、翔しよう子こはなぜかまた不機嫌そうに眉を寄せて、小さくため息をつく。

「……いいんだか、悪いんだか」

「え？」

「ううん、別に。それより私、このあと講座が一コマあるから。ヤス君は？」

「あ、ああ、うん。俺も」

「じゃあまた良かったら、今度時間のあるときに、ね」

　そう言うと、翔しよう子こはもう康やす雄おの返事も聞かずに、昨日のようにさっと踵きびすを返して早足で授業ブースへと入っていってしまう。

　今日は、追えなかった。

　追う必要も無かった。

　今度、時間のあるときに。

　そう言ってもらえた。

「……はああああああ……」

　まず、昨日のことは不問に処してくれた。

　それだけでも御の字だというのに、翔しよう子こははからずも、康やす雄おが抱えている大きな問題の解決の糸口まで提示してくれた。

　いや、解決は言いすぎかもしれないが、少なくとも何故なぜ自分の言葉があのときの父に響かなかったのか、はっきりと理解できた。

　康やす雄おは常に、知る努力を怠ってきたのだ。

　中二の自分は翔しよう子こにあれほど偉そうなことを言いながら、高三の自分は友人との会話で父親の仕事一つ満足に語ることができない。

　受験やその先の将来を、今の息苦しい日常から抜け出す言い訳だけに使ってきた。

　何事にも、一生懸命じゃなかった。

「……嫌な言葉だな。一生懸命」

　苦い記憶にまつわる言葉であった。

　無意識に避けていた、というほどにも意識できていなかったのが、結局は今のこの状況に繫つながるのかもしれない。

　高校受験のとき、札さつ幌ぽろに単身赴任する父からの電話に激げき昂こうした自分。

　だが言葉通り命を懸けて戦った経験のある父にしてみれば、あのときも今も、康やす雄おの言う『全力』などおよそ一生懸命には見えなかったことだろう。

　もちろん、康やす雄おは父ではないし、そもそも父のそんな過去など知らなかったのだから、同じ覚悟を持つべきだとは思わない。

　でも、今は違う。

　真実を知った。

　目の前には、自分が一生懸命の上に、全力を重ねて取り組むべき課題がある。

　そのために必要なのは、

「まずは勉強、しなきゃな」

　気合いを入れ直して、学習ブースのあるホールへの扉を開いたのだった。







　勉強に集中してかかれたのは久しぶりだった。

　ディアナが来て以来学校生活には全く身が入らなかったし、予備校は言うに及ばずだ。

　それが今日は、ふとした瞬間にアンテ・ランデ絡がらみの出来事がチラついても、すぐに意識を勉強に戻すことができた。

　翔しよう子この言葉がきっかけになったとはいえ、いきなり康やす雄おの進路志望が父のアンテ・ランデ行きを翻意させるほど、強固かつ明確になるわけではない。

　たとえそうなったとしても、康やす雄お側が変わることはせいぜい今以上に勉強に取り組むくらいのことで、そうするから父に行くな、というのは全く論理的ではないし、これまでと変わらない。それに、

「俺、本気で歌やれる大学に行くから、アンテ・ランデ行くのやめてくれ」

　といきなり言われても、父にしてみれば康やす雄おが日本語の意味も前後関係もまるで滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言い出したようにしか聞こえないだろうから、覚悟も、気持ちも伝わりはしない。

　変えるべきは言葉ではない。

　変わるのは、アンテ・ランデにまつわる色々を、自分の人生を彩いろどる一部のこととして、一生懸命に取り込み考えること。

　これまで康やす雄おは受験を主な理由にして、アンテ・ランデにまつわる事柄は、自分には直接関係しないと考えていた。

　直視しなかった。信じなかった。正直、今だって心のどこかにまだ疑念は残っている。

　だが、康やす雄おの姿勢に関わらず、父と、母と、ディアナは真剣で、康やす雄おの目の前で、その真剣さを康やす雄おに納得させるだけの事態が起きた。

　真剣にアンテ・ランデという異世界に向き合っている三人の意志を、康やす雄おも真剣に汲くむ。

　今康やす雄おがするべきことは、それであった。

「帯刀たてわきさん、いないか」

　授業を終えてラウンジスペースに来るが、翔しよう子この姿は見えない。

　改めて先ほどのお礼が言いたかったのだが、まだブースから戻っていないのか。

　いずれにせよ、今日は母を待たせている。

　授業の間に頭の靄もやが取り払われたかのように研ぎ澄まされた康やす雄おの思考は、もう優先すべきことを見間違えたりはしなかった。

　まずは今日は、父の帰還と相談の再開に備えるため、いち早く帰宅する。

　翔しよう子ことは携帯電話の連絡先すら交換していないが、同じ予備校に通っているならいずれすぐに会えるだろうし、ここで待っていても、向こうにも予定があるだろうからお互い大して時間は取れないだろう。

　まずは、一生懸命になる相手を間違えない。

「今日は調子戻ったみたいで良かったじゃん。気をつけて帰れよ」

「まぁなんとか。はい、失礼します」

　担任助手の小こ林ばやしに挨拶をしてから、一つ頷うなずいて予備校を出る。

　とりあえず周囲を警戒するが、少なくとも玄関を吹き飛ばしたときのような不審な影はどこにも無い。

　予備校の前の道を足早に渡って駐車場に入ると、既に車は剣けん崎ざき家のものだけだった。

　窓を叩たたくと、母が気づいてロックを上げ、康やす雄おは助手席に身を落とす。

「お疲れ。どうだったの」

「まぁまぁだった」

　何について聞かれているのか、何について答えているのか曖あい昧まいな母子の会話だが、円まど香かは何か勘付いたように頷うなずいた。

「じゃあ、それがあんたの勘違いじゃないことを祈るわ」

「今覚悟決めたんだから、揺さぶるようなこと言うなよ。やる気失うせるぜ」

「小学生みたいなこと言ってんじゃないわよ。それじゃ帰りましょ。もうすぐ帰るって家に電話してもらえる？　あとついでに、夕食は適当にピザでも取ってって夕方メールしたんだけど、残ってないなら途中で何か買うなりしなきゃいけないからそれも聞いといて」

「はいよ」

　康やす雄おはポケットからスリムフォンを取り出して、慣れた手つきで自宅の固定電話の番号をタップして耳に当てる。

「……？」

「どうしたの？」

「……出ない」

　コール音がしばらく続いたが、やがて音質が変わり、電子音と共に留守番電話のメッセージが流れはじめる。

　当世、親戚か両親の友人以外は、基本的にはセールスや勧誘の類たぐいの電話しかかかってこないため、固定電話は常に留守電なのだ。

「風ふ呂ろでも入ってんのかな」

　嫌な予感を打ち消すようにそう言って、康やす雄おはもう一度コールする。

　もし和のど香かが風ふ呂ろに入っていて出られないとしても、電話の着信音は聞こえているはず。

　ならばディアナに受話器を取るよう指示することだってできるはずだ。

「母さん、電話、出ないぞ」

「……っ！」

　円まど香かの顔が、白く強こわ張ばる。

　もはや、夕食がどうのと言っている場合ではない。

「出るわよ！　シートベルトしっかりして！」

　円まど香かは康やす雄おの返事を待たず、エンジンをかけてアクセルを踏み込む。

　発車の瞬間思い切り車体が跳ね上がったが、円まど香かは構わずもの凄すごい勢いで駐車場から飛び出したのだった。







　授業を終えて、ラウンジスペースに戻った翔しよう子こはぞろぞろと帰宅してゆく生徒達の中から康やす雄おの姿を探すが見つからない。

「帰っちゃったのかな」

　入れ替わりの時間のわずかな間に待ってみても、康やす雄おを見つけられず、翔しよう子こは小さくため息をついてから、ラウンジベンチに座って大きく息を吐き、そして、

「……やっぱ言い過ぎたよね[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　頭を抱えてテーブルに突っ伏してしまった。

　言いすぎた。いくらなんでも言いすぎた。

「感じ悪かったよねぇ……いくらなんでもあそこまでなぁ……ああああ！」

　康やす雄おが自分のことを忘れてしまっていたのは、悔しい半分、仕方ないが半分なのは本心だ。

　康やす雄おと同級生だったときの翔しよう子こは、とにかく今とは何もかもが違っていたのだ。

　髪は腰に届くほど長かったし、眼鏡をかけていた。

　人前で大きな声を出すようなことは絶対に無かったし、いつも伏し目がちに歩いていた。

　私服も女の子らしいデザインのものばかりで、その『女の子らしい』のセンスは二十年は昔のものだったように思う。

「でもさぁ……あれくらい言いたくなるじゃん……完全に忘れてるんだもん……そりゃないよって感じだよ本当」

　そんな翔しよう子こが、今は髪をばっさりと短くし、そのままジョギングにでも行けそうなほどスポーティーな衣類を身に纏まとい、丸三年近く顔を合わせなかった元クラスメイトに、正面からあれこれと厳しいことを言えたのは間違いなく……。

「……大体、あそこまで言わせといてちっともピンと来てないってのはどういう……！」

　突っ伏した腕の中で、切ない気持ちに痛む心臓を抱えながら呟つぶやいたそのときだった。

　轟ごう音おんが予備校の外から聞こえてきて、翔しよう子こはビクリと跳ね起きた。

「な、何今の!?」

　慌てて予備校の外に出ると、丁度向かいの駐車場から一台の車が危なっかしい勢いで飛び出てくるところだった。

「ヤス君!?」

　その車の助手席に、一瞬だが康やす雄おらしき影を見たような気がした。

　運転席にいるのが誰かまでは分からなかったが、車は普通のファミリーカーだったから、お母さんかお父さんの車なのだろう。

　啞あ然ぜんとする翔しよう子この目の前で、車は甲高いスキール音を響かせながらもの凄すごいスピードで走り去る。

　家の人が迎えに来ていたのか。

　だがそれなら一体何故なぜあんなスピードで走っていくのか。

「……っていうか」

　康やす雄おの家は、ここから歩いてそう離れていない場所にあるはずだ。

　わざわざ有料駐車場に駐車してまで親が迎えに来るだろうか。

「まぁ家庭の事情はそれぞれだし……うん？」

　少し先の信号に捕まったらしい康やす雄おの家のものと思われる車のテールランプを見送っていた翔しよう子こは、妙なことに気づく。

「ん？　ん？　何？　排気ガス？」

　車の後ろに、黒い靄もやのようなものがかかっている。

　それはどんどん大きくなり、テールランプすら搔かき消すほどだ。

　エンジントラブルで何か変なものがマフラーから出ているのかと思ったが、

「へっ!?」

　青信号になる直前、それはどう見ても意志のある動きで、ひょいと康やす雄おの乗る車の屋根に飛び乗ったように見えた。

　やがて車はその妙な靄もやを乗せたまま走り去ってしまったが、翔しよう子こはしばらく自分が見たものが信じられずその場で目を何度も瞬いて、目薬までさした。

「気のせい……だったのかな」

　康やす雄おとの再会に舞い上がって、色々考えすぎたせいで頭が疲れて変なものを見たような気がしただけ。

　そう強引に納得した翔しよう子こは、とりあえず自分も帰路につくべく第一歩を踏み出した、次の瞬間だった。

　車が去っていった方向から、爆発音としか思えぬ音が響いてきたのだ。

「えっ？」

　それが如何いかに異常な音であったかは、何人もの通行人が思わずそちらの方向を振り向いたことからも察せられる。

「まさか……」

　翔しよう子こは、思わず走り出していた。

　あの危なっかしい発車の仕方。あの妙な靄もや。

　たったそれだけのことだったが、その二つの奇妙さを帯びた車が去った方向からの爆発音。

　嫌な予感を覚えるには、十分すぎる材料だった。







「……う」

　まるで二度寝をしたときのような、一瞬の時間の跳躍。

　それが、人生で初めて体験する気絶だと気づいた康やす雄おは、

「え？」

　なぜか、空にいた。

「う、お、ええええええええええ!?」

「あ、ちょ、こら!!」

　頭の上から母の声が聞こえてきたと思ったときには、康やす雄おの身は突然重力に引かれて地上に落下しはじめ、

「うげっ!!」

　すんでのところでまた重力に逆らう力に引っ張り上げられる。

「な、な、な、これ、え？　寒っ！　母さん、まさか……っ!!」

　未体験の事態に混乱する頭を必死に上げると、そこには全身の服が奇妙に焦げた母がいて、どうやら自分は母に抱えられながら空を飛んでいるのだということが分かった。

「暴れるんじゃないわよ。落ちたら死ぬわよ」

　そんなことは分かっている。

　昔上った東とう京きようタワーの展望台より、下に見える景色が小さい。

　だが、自分より十センチ以上身長の低い母が片腕で軽々と自分を抱えて空を飛んでいることも驚きだし、そもそもさっきまで車に乗っていたはずなのに、何故なぜ一瞬の記憶の跳躍の後に風が轟ごう々ごうと響く空にいるのか、さっぱり分からない。

「尾けられてたのかしらね。途中で襲われて、車がドカンよ」

「途中で、襲われ……え!?」

　風のせいで母の声が聴き取り辛づらいが、何に襲われたのかは問いただすまでもない。

「いきなりボンネットの上に現れてね、エンジンにぐさってやられて、ドカン。人は轢ひいてないはずだけど、電柱に思いっきりぶつかって爆発したから、後が怖いわ……」

　乗っている車が電柱にぶつかって爆発するほど怖いこともそうそう無いとは思うのだが、母は後の事故処理の方が気になるらしい。

「お、襲ってきた奴やつ、倒したのかよ？　もしかしてこないだの……」

　シィが襲ってきたのなら、相手は十中八九剣けん崎ざき家の玄関を破壊したあのシィのはずだ。

　だが、母は首を横に振った。

「分からない。急なことだったし、敵を確認するよりも、周りに被害を出さないことの方が重要だったから」

　母は焦げた髪を忌いま々いましげに一度睨にらんでから、後ろを振り向いた。

「息の根は止めたと思うけど、何者かなんて確認する暇なかったわ」

　思わずつられて母の視線を追うが、そこには所ところ沢ざわの町並みがあるだけ。

『息の根を止めた』という物騒な言葉が、専業主婦の母から発せられたことに慄然とする康やす雄おだが、それほどの非常事態だったということだけは分かる。

　更にいえば、未知の怪物の急襲を受けて尚なお、それを退けるほどの戦闘能力を母が持っている、ということを改めて理解する。

「それに康やす雄お、あれ見て」

「こ、今度はなんだよ」

　母の声に再び前を見ると、向かう先はどうやら自宅の方角らしい。

　住宅街と街灯が織り成す貧弱な夜景が続く中、一ヶ所明らかに、異様な場所があった。

　そこだけ黒く巨大な箱に覆われてしまったように、真っ黒に塗り潰されている。

　空から街を見たことが無くても、もはやそこが剣けん崎ざき家のある場所であると康やす雄おは理屈抜きに確信していた。

「参ったわね。やっぱり」

　母の声に、未いまだかつて耳にしたことの無いような、迫力と緊張が伴う。

「野生の魔物がお父さんの臭いを追ってやってきたって線は、これで消えたわ」

　幾何学的な造形の異様な闇の箱は、どう考えても自然に発生するものではない。

「町……どうなってんだ」

「分からないわ。だから急ぐわよ。あんた、ジェットコースター平気な子だったわよね」

「そうじゃなくてもここでは耐える」

「よし、じゃ、ちょっと内臓に来るわよ！　吐かないでね！」

「うげっ!?」

　言うが早いが有り得ない高度から有り得ないスピードと角度で母子は空を急降下する。

「一応何があるか分からないから、目と頭を鞄かばんで守って！」

「えっ！」

　理由を問いただすよりも前に、康やす雄おはとにかく鞄かばんを顔の前に掲げてぎゅっと身を固める。

「せえええええええええっ!!」

　鞄かばんの向こうで母の拳に太陽の如ごとき光が閃ひらめき、何かが激しく砕ける音がしたのはそれから間もなくのことだった。







「何……これ」

　翔しよう子こは、街中で轟ごう々ごうと炎上する車を呆ぼう然ぜんと見ていた。

「下がって！　下がってください！」

　既に消防車が消火に当たっているが、未いまだに車体は炎をちらちらと立ち上らせている。

　同じく既に駆けつけていた警察が大声で野次馬を下がらせようとしていて、翔しよう子この下にも一人警官がやってきた。

「近づかないで！　危険だから！」

「で、でもあの！　あの中に、私の友達が……！」

　ナンバーを見たわけでもない。車にも詳しくない。

　それでも、それがほんの数分前に予備校前で見た、康やす雄おらしき人物が乗っていた車と同型であることくらいは分かる。

　あれは間違いなく、先ほど見た車だ。

　翔しよう子こにはその確信があった。

　だが、警官の返答は意外なものだった。

「中には誰も乗ってません！　分かったら早く下がって！」

「えっ!?」

　それはそれで、おかしくはないだろうか。

　周囲を見回すが乗っている人が救急隊などに保護されている様子は無いし、救急隊員が手持ち無沙汰そうに遠巻きに炎を眺めている。

　だが、車はしっかり電柱にフロント部分がめり込んでおり、フレームも激しく歪ゆがんでいる。

　しかも、ドアが開いていない。

　こんな事故を起こした上に爆発炎上までしているのに、中にいた人はどうやって外に出たというのか。

　炎に焼かれた部品が異臭を漂わせる中、翔しよう子こは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、

「そうだ……」

　力なく呟つぶやくと、ふらふらとその場を離れる。

　自分の中にあるのは、嫌な予感から出た予想だけだ。

　もしかしたら本当に、事故を起こした車と康やす雄おは無関係なのかもしれない。

　たまたま同型の車が、たまたま近くで事故を起こしただけかもしれない。

　それを確かめる方法はただ一つ。

　康やす雄おの家に行けば良いのだ。

　友人を訪ねるにはやや遅い時間だが、理由はなんとでもつけられる。

　康やす雄おの家の場所は、中学のときから知っている。

　本人は忘れているだろうが、他ならぬ康やす雄おが教えてくれたのだ。

　家の中に上がり込むことは遂ついに無かったが、それでも翔しよう子こは、自宅から歩いて十数分のその家に住む少年のことを、今日まで忘れたことなど無かった。

「気になるだけ、ほんのちょっと気になるだけだから……」

　思わぬ再会、そしてその再会にまつわる、かつての康やす雄おには無かった数々の異常。

　翔しよう子こは呼吸を荒げながら、早足で夜の街を駆けはじめた。







　　四章　子供の覚悟は時に大人の想像を超える




　和のど香かは自室の隅のベッドの上で、スリムフォンを握りしめながら、ただ毛布を被って震えていた。

　外からは聞いたことの無い衝突音が断続的に聞こえるが、恐ろしくて様子を確かめるどころかベッドから降りることすらできない。

「お母さん、早く……!!」

　反応しないスリムフォンを握りしめながら、震える涙声で呟つぶやく和のど香か。

　だが、その声に応えたのは家全体を激しく揺らす衝撃だった。

「きゃああっ!?」

「あぐっ!!」

　和のど香かの部屋の外のベランダに人間が叩たたきつけられ、ベランダが大きく歪ゆがむ。

　叩たたきつけられたのは満身創そう痍いのディアナで、激突の衝撃の度合いは普通なら、ベランダが外れて家の壁ごと砕けてもおかしくないほどであった。

「ぐ……の、ノド……カ、には、触れさせない……っ！」

　だが、普通の人間なら全身の骨が砕けて死は免まぬがれ得ない衝撃を全身に受けて尚なお、ディアナは立ち上がった。

「でぃ、ディアナさん……！」

　和のど香かが既に割れている窓越しに恐る恐る声をかけると、

「すいません……少し手ごわくて、撃退には時間がかかりそうです……」

　ディアナはそれでも和のど香かを安心させるように、血の滴したたる顔で微笑ほほえむ。

「でもノドカには、指一本触れさせませんから！　はあああっ！」

　そして気合いを入れ直し、飛び込んできた窓から再び飛び出した。

「ひっ！」

　人の跳躍とは思えぬ轟ごう音おんに、また和のど香かは身を竦すくめる。

「なんなの、なんなのこれ！」

　一昨日の襲撃のとき、和のど香かはディアナとシィの戦いを直接見ることは無かった。

　兄の話では、ディアナはわずかな時間で敵を撃退していたはずではなかったのか。

　どう見ても今のディアナは、襲撃者に対して劣勢に立たされている。







　学校にいる間は、多少の緊張をしつつも結局はいつも通りに一日が終わった。

　時折ディアナが来ているのではないかと周囲を見回すこともあったがそんな気配は無かったし、帰宅時間に電話をすると、朝より少しだけ元気の無いディアナの声が、テレビのＢＧＭと共に聞こえてきた。

　その後は母に、問題なく過ごした旨むねのメッセージを飛ばし、許可をもらってピザのデリバリーを注文しつつ、やはり元気の無いディアナと少しだけ居心地の悪い夜を過ごしていた。

　普段あまり見ない番組を見ながら、特に求められてもいないのにディアナにテレビが語るあれこれを解説し、ぎこちないながらもなんとか場が繫つながった夜九時頃。

「じゃあ私、そろそろ部屋に戻るから。お風ふ呂ろの使い方とか、大丈夫だよね」

「はい、昨夜マドカに教わりました、大丈夫です。ゆっくりお休みください」

　さすがに明日の準備やら、プライベートなあれこれやらがあるため自室に引っ込もうとしたところ、部屋のドアを閉めて大きく息をつくと同時に、階下からもの凄すごい勢いでディアナが階段を駆け上がってきたのだ。

「マドカに連絡を!!」

　ドアを粉砕せんばかりの勢いで飛び込んできたディアナは、そう怒鳴ると和のど香かをベッドの上に突き飛ばした。

　突然のディアナの凶行に目を瞬く和のど香かだが、次の瞬間、

「うわあっ!?」

　窓ガラスが激しく砕け、同時にたった今和のど香かが立っていた床が、轟ごう音おんと共にはじけ飛んだのだ。

「ぐっ!!」

　はじけ飛んだガラスや木くずから顔を庇かばうディアナだが、庇かばった腕をそれらが容赦なく傷つけていく。

「ディアナさんっ!?」

　和のど香かは悲鳴を上げるが、次の瞬間にはもう、ディアナの両の手にはカストゥルとポルックスが握られ、光の刃が顕現していた。

「窓には近づかないで！　布ふ団とんで頭を保護して！　マドカに連絡を!!」

　そしてそう叫ぶと、砕けた窓ガラスから一足飛びに外へと飛び出てしまったのだ。







　それからディアナは、和のど香かにとっては一時間とも二時間とも思える長い間、姿も見えなかった敵と、きっと戦っている。

　だがディアナが時を追うごとに傷ついて行くだけで、戦いが終わる気配は全く無い。

「もう、なんで、なんで繫つながらないの……！」

　だが、スリムフォンには無情にも圏外の文字が灯ともり、インターネット回線経由のはずのＲＯＰＥも、無情にコール音を鳴らすだけで繫つながる気配が無い。

　体が恐怖に竦すくんでしまった和のど香かは、家の固定電話を使う、ということに思い至らなかった。

　だが思い至ったとしても、階下に下りるにはどうしても窓の前を横切らざるを得ず、またあの爆発が起こったらと思うととてもではないがその場を動くことができない。

　そのときだった。

「ひっ……！」

　暗黒に閉ざされた視界の中、窓の外に今まで見たことも無いような光量の閃せん光こうが走り、暗闇に戸惑う和のど香かの視界を灼やく。

「か、雷……？」

　稲妻が落ちる直前の雷の如ごとき閃せん光こう。

　天候としての雷は苦手ではないが、暗闇に閉ざされた室内の全てを浮かび上がらせんばかりの光量は、とても普通の雷とは思えない。

「な……なんなの……ひっ！」

　二度、三度と謎の閃せん光こうが窓を染め上げ、そして唐突に、ディアナの戦う音が聞こえなくなった。

「…………噓うそ」

　状況は、和のど香かの思考が整う時間すら与えなかった。

　ベランダに降り立った『影そのもの』の、人型の黒。

　その『手』に力なく摑つかまれているのは、だらりと下げた腕に、力なく二振りの武ぶ機きを握ったディアナだった。

　ディアナが負けた。

　だがそのことを認識するよりも早く、和のど香かの瞳に飛び込んできたのは、異世界の怪物『シィ』の恐るべき容貌であった。

　まるで暗闇を更に黒で彫り込んだかのような頭部には、確かに人の顔が浮かんでいた。

　父と同じ年頃の男性だろうか。

　顔立ちが日本人ではないが、これが、人が影の怪物になってしまったというシィの顔か。

　その瞳に当たる場所が、口に当たる場所が、黒の中に更に禍まが々まがしい変化をもたらす。

　それは光なのか。

　それとも炎なのか。

　瞳と口から浮き上がる炎が、闇から人を狙う悪魔のような怒りと嘲りを湛たたえて和のど香かを見ていた。

『…………』

　その口から発せられる音は、声か。それとも音を聞いたということすら恐怖が生み出した幻聴か。

「ノド……か、に、逃げ……」

「あ、あ……」

　和のど香かは正真正銘、肉食獣に睨にらまれた被食動物のように、指一本すら動かすことができなかった。

　真の恐怖とはこれか。

　全ての生物が持つ原初的な恐怖。

　全ての主観が閉ざされることへの恐れ。

　死というものの姿。

　その刹那。

　闇に閉ざされた、いや、和のど香かの目には単に暗くなったとしか思えぬ家の中に、唐突に新たな光が走り、同時にシィの瞳に宿る昏くらい炎とは全く異質な赤が、シィの背後に生まれた。

「うちの娘に手を出すなあああああ!!」

　聞き慣れたその声に、和のど香かの瞳から涙が溢あふれる。

　シィの顔から、驚いたように昏くらい炎が消え、振り向いた瞬間にはその身を焦がす太陽のような炎がベランダに沸き立っていた。

「和のど香か！　無事!?」

「お母さん!!」

　シィを包む火柱の向こうから、まるで救世主のように母の姿が割って出てきた。

　その腕には、シィに捕まり力尽きかけていたディアナが、横抱きに抱えられている。

「ディアナさん！　ディアナさんは大丈夫なの!?」

「見た目ほど酷ひどい傷ではないけど……心配なのは、どっちかっていうと心ね。康やす雄お！」

　和のど香かはここで、ようやく部屋のドアから普通に入ってきた兄の存在に気がついた。

「ディアナちゃんをお願い」

「うわっ！　分かった……けど、人を投げるなよな……いてて」

　なぜか全身砂埃だらけだが、それ以外は普通に帰宅した様子の兄。

　ぶつくさ文句を言いながらも母からディアナの体を受け取るが、横抱きに受け取ろうとして、人間一人の思わぬ重量によろめきそうになる。

「ちょっと落とさないでよ」

　円まど香かが康やす雄おを窘たしなめると同時に、シィを包む火柱が、そのとき一瞬にして吹き飛んだ。

　円まど香かは三人を背後に庇かばうと、苦々しい顔で火柱を吹き飛ばしたシィを睨にらむ。

「やっぱりさっきの奴やつとは出来が違いそうね。こんな程度の火柱じゃ傷一つ負わないか」

　まるで火柱に包まれたことなど無かったかのように、壮年の男のシィは泰然とそこに立っていた。

『…………ヒデオ……ヒデオ……』

「これが……シィの声……」

　地の底から骨を伝わり神経を揺さぶるような不愉快な音。

　和のど香かは恐怖も相まって吐き気すら催すが、その声を聞いて、康やす雄おに支えられたディアナが薄く瞳を開けた。

「……マドカ……その、シィ……は」

「分かってるわ。よく耐えて、和のど香かを守ってくれたわね」

「……すいません。すいません……こんな、こんな……っ！」

　ディアナは、涙すら流していた。

　それは、和のど香かを守り切れなかった無力さを感じてのことか。

　否いな、そうではない。

「いいのよ。分かってる。私と英ひで雄おに気を遣って、言わないでいてくれたのね。でも、どんなに時間が経っても、見間違えるはずない相手だもの。ちょっと心臓に悪かったわ」

　円まど香かは音が鳴りそうなほど歯は嚙がみして、再び昏くらい炎を燃え上がらせるシィを睨にらみつけた。

「まったく、どういうつもりよ。可か愛わいい娘を泣かすなんて、私も、英ひで雄おも……それに、エリーゼだって許さないわよ」

　だがその口から漏もれる言葉には、どうしようもない哀惜がこもっていた。

「アレックス……まさかあなたほどの人が、そんな姿になってしまうなんて……」

　かつて魔王コール討伐の旅を経て、異世界アンテ・ランデで『虹の賢者』とまで謳うたわれた魔導士マドカ・スギウラは、大切な友人エリジーナ・クローネの夫であり、魔王討伐の旅の仲間であったレスティリア王国騎士、『剣聖』アレクセイ・クローネの姿を持つシィに、そう呼びかけた。




　　　※




　アレクセイ・クローネとエリジーナ・ラダガストほど、レスティリア王国の騎士団内において険悪な仲の二人はいなかった。

　騎士団の中でも剣士や槍そう士しを率いるアレクセイと、魔導士隊を率いるエリジーナは、軍略に於おいて自分の隊を少しでも優位に置くために、常に反目し合っていた。

　当時はどこの国にでもありがちな対立であったが、その対立を解消できないまま魔王コールの軍を迎え撃ったレスティリアは敗走に次ぐ敗走を喫した。にも関わらず、双方に全く歩み寄りの意思が見えない程に、戦士と魔導士の間の溝は深かった。

　そんな状況を一変させたのが、勇者ヒデオと魔法使いマドカの出現だった。

　二人はどちらが多く武勲を立てるかより、如何いかにして大勢が生き残るかを考える戦いしかしなかった。

　レスティリアという国家に政治的基盤を持たないのだから当然なのだが、どちらにしろその戦いぶりを前にアレクセイもエリジーナも、自分がどれだけ愚かな考えで戦いに臨んでいたかを思い知らされた。

　結果的に二人は、ヒデオとマドカのコール討伐の旅に案内役兼護衛として帯同することになったのだが、二人の喧けん嘩かは絶えることが無かった。

　だがマドカはその当時から、実は二人が反目し合いつつどうしようもなく惹ひかれ合っていることに気づいていた。

　旅の間も、喧けん嘩かの絶えない二人であったが、その裏で互いの技術を補い合いながら切せつ磋さ琢たく磨まし、アレクセイは魔導と剣術を融合させた戦闘術である魔法剣を、エリジーナは後の武ぶ機き開発の基礎となる武具の知識を手に入れていた。

　戦いが終わった後、日本に帰るヒデオとマドカに向かって、アレクセイは無骨な体を精一杯縮こまらせていた。

　そして、全身を指先まで真っ赤にしながらエリジーナに結婚を申し込んだ、と言い、鈍いヒデオを仰天させたものだ。

　マドカは、二人はこれからきっとうまく行くと確信していたし、事実それから三十年して、二人の子供がヒデオを迎えに来たとき、異郷の友の所にすぐにでも祝福に飛んでいきたいという思いを抑えるのに必死だった。




　　　※




「なのにあんたどうしてエリーゼとディアナちゃん置いて、そんなことになってるのよ！」

『…………ヒデオ……』

「あんた程の人が、あんな化物にやられるわけがない！　一体何があったの!?」

　だが、アレクセイの姿をしたシィは答えない。

『……ヒデオ……』

「英ひで雄おはここにはいない！　ここにいるのは、私の子とあんたの子だけだ！」

『…………ヒデオ』

「アレクセイ・クローネ！」

　円まど香かの凜りんとした、悲しげな声が空気を震わせた。

「これ以上、あなたの姿をした存在に罪を重ねさせるわけにはいかない……退かないのなら私が……この杉すぎ浦うら円まど香かが相手になるわ！」

『…………マド……カ？』

「ええ！　当時から色々こっぱずかしい呼ばれ方してたけど、遂ついには『虹の賢者』よ！　シィになっても昔のことは覚えているんだってね!?　ならば……」

　円まど香かは目にも留まらぬ速さで胸の前で印を結ぶ。

「私の炎の魔法を、思い出させてあげるわ!!」

　怒りと悲しみを双そう眸ぼうににじませた虹の賢者マドカ・スギウラは、炎に燃え上がる手を高々と掲げる。

　その瞬間、母の体の周囲に光の粒子が渦巻きはじめる。

「……我が名はマドカ！　開かれし地の暗闇を照らす者なり！」

　円まど香かの口から漏もれる詠唱の構成は、剣けん崎ざき家の運命を変えたあの日、あのリビングで謳うたわれた聖剣ルタバーガのそれと同じであった。

「走れ烈火！　照らせ暁ぎよう光こう！　集え霊れい氷ひようを砕く灼しやく熱ねつ！　炎の聖せい杖じようマーロウ!!　我が声に応え顕現せよ!!」

　凜りんとした詠唱と共に、円まど香かの姿が、闇に染まる空間を揺らす。

　そして次の瞬間、

「「…………」」

「ああ……これが、虹の賢者の真の姿……」

　康やす雄おと和のど香かの兄妹きようだいはあまりの事態にあんぐりと口を開けて絶句し、康やす雄おの腕に抱かれたディアナが、半ば恍こう惚こつとした言葉を漏もらした。

　それもやむを得ない。

　一瞬の光と共に、母が魔法熟女になっていたのだ。

　言葉を失うなという方が無茶である。

　父が若い頃使っていた聖剣なんてものを持ち出して、母がその若い頃の仲間だという前提があったのだから予想して然しかるべきだったのだ。

　だが色々予備知識を得て、覚悟を決めていたはずの康やす雄おと和のど香かの目に飛び込んできたそのビジュアル的衝撃は、父の聖剣やディアナの魔ま導どう機き士し兵装を圧倒的に凌りよう駕がするものだった。

　母が不思議な光を放つ杖つえを持っているのは、アンテ・ランデでは偉大な魔導士だったらしいからまだ理解できる。

　だが英ひで雄おの一つ下。四十七歳の女性が肩出しドレスにミニスカートを履いて生足を覗のぞかせる姿は、たとえどれほど偉大な生きる伝説だろうと、決して許されない事態であった。

　具体的には二の腕と鎖骨あたりが、かなり辛い。あと生足も。

「「…………」」

　それでもなんとかこらえた高三の息子と中三の娘に魔法熟女は、

「今月お小遣い無し！」

　と非情な宣言を下す。

「「まだ何も言ってないのに!!」」

[image: ]

　色々飛び越えた母子の会話だが、つまりは円まど香か自身が自分の姿をよく思っていない証あかしであるし、息子娘の目にどのように映っているかも十二分に承知しているということだ。

「とにかくっ！　アレックス！　こんなことになった責任は取ってもらうわよ!!」

　母がやけくそ気味に振るった杖つえの先から、小さな光の粒が発射される。

　まるで雪片のような小さな粒は、康やす雄おも和のど香か、シィも全く警戒できないほど弱々しく美しい光を放っていた。

　だが、

「目を閉じてくださいっ!!」

　ディアナの叫びに反射的に目を伏せた康やす雄おと和のど香かは、

「うわあああっ!?」

「きゃあっ!?」

　衝撃と熱量と光量が爆発的に増殖してその身を揺らしたことに思わず悲鳴を上げ、ディアナも康やす雄おに摑つかまりながら必死で衝撃に耐える。

　一瞬の炸さく裂れつ光と共に周囲が闇に戻ったことを確認し顔を上げると、そこにはシィの姿は影も形も無く、

「アレックス!!　勝負よ！」

　魔法熟女が炎の流星となって色を奪われた空へと飛び出した瞬間を目撃することとなった。

「……す、スゲェな」

「う、うん」

　何がとは言えない兄と妹の気持ちは、今確かに通じ合ったが、

「そ、そうだ、ディアナさん！　大丈夫!?」

　和のど香かははっとなって、慌てて兄が抱えるディアナに駆け寄った。

　康やす雄おは、不自然に暗い空で流星となった母を目で追いながら、ディアナを無事な床に下ろした。

　魔ま導どう機き士しの兵装がそこかしこで砕け、露あらわになった肌の一部は直視しがたいほどに焼け焦げている。

　カストゥルとポルックス、どちらがどちらか覚えていないが、片方が康やす雄おの目にも明らかに破壊されていて、もう武器として使い物になりそうにない。

　恐ろしい激闘の痕であった。

「ディアナ、大丈夫か？」

「……申し訳ありません……力、及ばず……」

「そんなことない。和のど香かは怪け我が一つ無さそうだ。ありがとう、必死に戦ってくれて」

「……私は……必死、だったのでしょうか」

　ディアナの瞳から、一粒、涙が落ちる。

「刃が、鈍りました。魔導が、撃てませんでした。だって、だって……」

　昨日までの頭を鈍らせた霧が全て晴れた康やす雄おには、ディアナが何故なぜ涙を流しているのか、すぐに分かった。

「親父おやじさん、強いんだな」

　アレクセイ・クローネ。母の呼んだ名は、ディアナの父の名であり、康やす雄おの父と母の大切な仲間の名であった。

「戦えませんでした……父の……父の姿をしたシィ相手に、本気で斬りかかれませんでした……そのせいで……ヒデオの家を……ノドカを危険に……申し訳……」

「父の姿？　って、ディアナさん、それって」

「そうですノドカ……。マドカが今、私わたし達たちを守るために戦っている、シィは……」

　ディアナの声は嗚お咽えつにまみれていた。







　シィの出現が最初に報告されてから一年後。

　一向に収まらない被害に事態を重く見たレスティリアは、同盟諸国と共に旧トルジェーソ大公国に向けて、ディアナの父、アレクセイ・クローネ将軍を総大将に据え、大規模な調査隊を派遣した。

　そしてこの調査隊派遣こそ、ディアナの初うい陣じんであった。

　名家出身の魔ま導どう機き士しは、初うい陣じんでは危険が少ない本部付きの武官として任命されるか、ベテランと組んで前線から一歩引いた場所で経験を積むことが多かった。

　アレクセイ将軍の一人娘であるディアナも、幕営拠点付きの測量武官として調査隊に赴任し、実戦部隊には配属されていなかった。

　だが、シィの生態が全く把握できていなかったレスティリアの魔ま導どう機き士し団は、魔王コールと戦うときのように部隊を編制した結果、斥候を出して怪物の群れを発見したり、逆に怪物の群れが幕営目がけて襲撃してきたときの対策しか講じていなかった。

　悪魔相手でも、人間相手でも、それで十分なはずであった。

　だが、シィは魔王城のように、ある夜突然、幕営内の随所に、さながら黒い柱の群れが、植物の地下茎が地面から突き出るように湧いて出た。

　闇が地面から屹きつ立りつして人の形を取ったとき、勇者ヒデオと共に魔王討伐に多大な力を発揮した世界最強と名高いレスティリア魔ま導どう機き士し団は崩壊した。

　三千人の調査隊に対し現れたシィは三百ほどだったと言われる。

　そして、総数十分の一のシィ相手に、レスティリアの調査隊は、全体の三分の一に当たる千人近くもの犠牲者を出してしまったのだ。

　そしてレスティリアにとって、世界にとって、そして何よりもディアナとエリジーナにとって最大の衝撃となったのが、勇者の仲間であり、剣聖と謳うたわれたレスティリア最強の剣士アレクセイ・クローネ将軍戦死の凶報であった。

　魔王コールとの激闘を勇者ヒデオと共に生き抜いたアレクセイ将軍が、未知の敵相手とはいえ、心臓を奪われるという屈辱的な討たれ方をするなどと誰が予想しただろうか。

　ディアナは幕営を襲った混乱の中で、配備された部隊長の命令に従い忠実に戦闘を実行しようとしたが、撤退するのに精いっぱいで部隊の役に立ったという実感は全く無かった。

　それどころか自分が何もできなかった混乱の巷ちまたの中で、この世の誰よりも尊敬する父が討ち死にしていたなどと、どうして予想できようか。

「父の亡骸なきがらは国に帰り、救世主の一人として大々的に国葬が行われ、本来は王族しか入ることのできない霊れい廟びようの内へ、特例により埋葬されました。なのに……なのにあのシィは!!」

　悲劇ではあったが、それでもアレクセイは正当な手続きを踏んで彼岸へ送られた。

　それなのに今、康やす雄お達の前に現れたシィは、アレクセイ・クローネの姿をしている。

　そのとき康やす雄おは、あることに気づいて目を見開いた。

『私も、一人前の魔ま導どう機き士しです！　だからもう……何も、何も心配はいりません!!』

　剣けん崎ざき家の玄関が崩壊したあのとき、康やす雄おはまだディアナに対して大きな疑いを持っていた。

　それなのに何故なぜ、自分が一人前だから心配いらないなどと言い出したのか。

　あれは、康やす雄おなどではなくアレクセイに、父に向けられた言葉だったのではないか。

「っ!?」

　そのとき、窓の外で見たことも無い球状の炎が瞬またたき消えた。

　今は思いを馳はせている場合ではない。母はまだ、あのシィと戦っている。

　康やす雄おは、シィに焼かれたらしいディアナの脇腹と左肩を見る。

「親父おやじさんの武ぶ機きでか」

「雷の『レグルス』。カストゥルとポルックスのような量産品ではなく、母が作った特注品です。母が手作りした武ぶ機きを手にした途端、必死で新しい魔法を……魔導を勉強しはじめて、ヒデオが得意だった風や雷の魔法をもっと沢山使うんだってはしゃいでて……そうだ、マドカは、父が武ぶ機きを使うことを知らないはず！」

　そうディアナが呟つぶやいたとき、窓の外でまるで花火大会のように、幾筋もの雷鳴と爆炎が閃ひらめき、光が明滅した。

「どうやら、頑張ってるみたいだ」

　康やす雄おはこんなときだというのに、苦笑してしまう。

「心も体も傷ついてるとこ悪いけど、ここでいつまでも話を聞いていられない。立てるか？」

「……ヤスオは、優しくない人ですね」

　ディアナは、少しだけ唇を尖とがらせる。

「悪いな。俺にできることは、みっともなく魔ま導どう機き士しに助けを求めることと、いざというときの荷物運びくらいだ」

「いざというとき、私は遠慮します。私の体重はヤスオには重すぎるようですので」

「非力で悪かったよ」

「ふふ……」

　微笑ほほえむディアナは涙に濡ぬれた眦まなじりを拭う。

「行けるか？」

　康やす雄おの問いに、ディアナは小さく頷うなずき思いのほかしっかりした足取りで立ち上がった。

「俺達はここから逃げよう。どうも敵は、ディアナの親父おやじさんだけじゃなさそうなんだ」

「えっ!?　何それどういうこと!?」

　再び恐怖の悲鳴を上げる和のど香かに、康やす雄おは家の周囲が広範囲に渡って、黒い立方体状に空間が閉じられていることを説明する。

「黒い立方体状の空間？」

「そうなんだ、何かそういう魔法が、アンテ・ランデにあるのか？」

「一番に想像するのは結界術ですが、私が感じたのは父の……父の武ぶ機きが放つシグナルの接近だけで、そのような大がかりな魔導や魔法の気配は感じなかったのですが」

　ディアナが分からないのなら康やす雄おがいくら考えても分かるはずがないが、

「母さんも実際にブチ破ってみて『普通の結界とは何か違う』って言ってた」

　こんな超常現象を相手に味み噌そ汁しるの出汁だしが気に食わない、みたいな感想でものを言われても康やす雄おも困るのだが、とにかく母の知識の中にもこのような現象が無いという。

「町中がなんていうのか、死んでるんだ。モノトーンというか、色が無いというか。しかも人もいなけりゃなんの音もしない。それなのにうちの周りだけドンパチやってるから、間違いなくうち……というか、勇者ヒデオ狙いの何者かの仕業ってことだけは分かるんだけど」

「……そんな術は、聞いたことがありません」

　康やす雄おの説明を聞いたディアナは、強こわ張ばった口調で首を横に振る。

「結界はあくまで魔法由来の物理的な壁です。結界の外と中の行き来を遮断することはできても、内側の空間の位相やあり方を歪ゆがめるような術だなんて……」

「ああ。だから母さんも警戒してた。シィがそういう力を持っているのか、或あるいは……」

「別の誰かがいるか？」

　ディアナの答えに、康やす雄おは頷うなずく。

「でも、そいつは今んところ、俺の方にもこっちにも手を出してきていない。考えようによっちゃ、近所にも迷惑をかけてない。だから今、俺達はとりあえず、相手のフィールドから逃げることを考えよう」

「は、はい。分かりました」

　康やす雄おの毅き然ぜんとした説明に、ディアナは頷うなずく。

「じゃあ、行こう。俺は今普通に玄関から入ってきたけど、一階は異常なさそうだ。とはいえシィが出てきたら俺達にはどうしようもないから、悪いけど先導はディアナに頼む」

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん何言ってんの！　ディアナさん怪け我がしてるんだよ!?」

　負傷者を先頭に立たせることに和のど香かが異を唱えるが、

「仕方ないだろ。多分両手両足の骨が折れてたって、俺よりディアナの方が強いんだから」

　康やす雄おは和のど香かの抗議を一蹴した。

「それに、今回のこれは、はっきり言えばアンテ・ランデ側の予測が甘いせいで起こった事態だ。全部丸く収まったらディアナには今回の事を、俺達からの抗議を含めてきっちりレスティリア王国とやらに報告しに行ってもらうからな」

「……ヤスオ？」

「世界を助けてほしいんなら、相応の予算かけて日本こつちの安全確保に尽力しろって言ってやってくれよ。差し当たって警護の魔ま導どう機き士しの増員だ。人類存亡の危機なんだからそれくらいやってくれるだろ」

「……」

　康やす雄おの暴論にディアナは気け圧おされたようだったが、すぐに噴き出してしまう。

「ヤスオは本当に優しくないんですね」

「こんだけ迷惑かけられてんだから当然だ」

　康やす雄おも表情をひきつらせつつもにやりと笑う。

「でも、安心してくれ。今日の騒ぎが無事に終わって親父おやじが帰ってきたら、ディアナも和のど香かも、俺も親父おやじも母さんも、全方位が納得する結論用意してやるから、そのときは今の発言を後悔させてやるよ」

「……お兄ちゃん、どうしちゃったの？」

　和のど香かは昨日まで、いや、半日前とは人が変わったかのような兄の様子に驚きを隠せないようだった。

「そんな目で見んな。俺が一番分かってるんだから」

　信じなかった。目を背けていた。逃げていた。

　何から？

「ヤスオ」

　ディアナは、傷ついた魔ま導どう機き士しはただ嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「初めて、私の名を呼んでくれましたね。私は、それだけでとても嬉うれしいです」

　もう、やるべきときに、一生懸命やることから逃げない。

　一生懸命なんか自分の心の在り方一つだ。

　戦う力も魔法の力も持たなくてもできる、沢山のことの一つ。

「女の子を名前で呼ぶなんて初めてのことだよ」

　それでもディアナの微笑を気恥ずかしくて直視できず、目を逸そらしてしまうところは格好がつかなかった。

「……」

　だがすぐに、和のど香かの『今そんなことやってる場合か空気読め』の視線に気づき、慌てて咳せき払ばらいする。

「あー、ディアナ、俺と母さんも、実はシィに襲われた。母さんはそいつの息の根を止めたって言ってたけど、俺はそれを見たわけじゃない。実際にシィってどうやって倒すんだ？」

　康やす雄おがそう言った瞬間、まさに和のど香かの背後に突如黒い炎の柱が一つ巻き起こる。

　それを目に入れていた康やす雄おすら反応できないほどの素早さで、傷ついたディアナが生き残っていた武ぶ機きを構えて引き金を引き絞った。

「ゴガアアアア!!」

　シィの悲鳴と共に、和のど香かの部屋の壁に大穴が空き、その向こう側の康やす雄おの部屋で色々な物が派手に壊れる音がする。

　武ぶ機きの威力を改めて見せつけられた康やす雄おと和のど香かは言葉を思わず失い、ディアナの横顔は雄弁に『やってしまった』と言っていたが、

「……このように、シィは武ぶ機きや魔導の力で倒すことができます」

　次の一瞬には、冷静な口調でそう言ってのける当たり、実は本当に図太い性格なのかもしれない。

　康やす雄おとしてもこの角度であれだけの衝撃があったらきっとあれとあれとあれが取り返しのつかない状態になっていると自分の部屋を確認したい衝動にかられる。

「ですが大切なのはここからです。仮説の段階ではありますが、無力化したシィを放置すると、しばらくして大地に吸い込まれるように消失します。ですが過去に数件、倒したはずのシィと同じ個体を見つけた、との報告がありました」

「ふ、復活したってことか？」

「その可能性が否定できなかったのです。そして、報告が更に数件重なってから、我々は、倒したシィについて、然しかるべき処置を施すことに決めたのです……コホン」

　怪物の恐るべき生態を語ったディアナは、軽く咳せき払ばらいをして小さく息を吸い、

『広き空よ、彼の者、迎え入れよ』

　細く、長く、歌いはじめた。

「歌……？」

「この歌は……あのときの？」

『広き海よ、彼の者、迎え入れよ。広き地よ、彼の者、迎え入れよ』

　たった一度聞いただけのその旋律はしかし、康やす雄おの耳にしっかりと残っていた。

『愛いとしき人々、彼の者、迎え入れよ。行きし者、いつか戻るため。戻りてまた行くために』

　聞いたことの無い言葉で紡つむがれる、聞いたことの無い歌。

　その歌がディアナの口から流れると同時に、倒れ伏したシィの体に変化が起こる。

　倒れて尚なおその身を包む黒い炎の揺らめきが急激に衰え、徐々にその形状が崩れはじめる。

『広き全てよ、彼の者、迎え入れよ。広き全てよ、彼の者、迎え入れよ』

　単純な音と、単純な言葉が繰り返されるたび、黒い影は形を失い、

『愛いとしき者よ、広き全てへの旅、迷うことなかれ』

　歌が閉じると共に、異世界の黒き怪物は煤すすとも灰ともつかぬ粒子となって、音も無く空中に霧散した。

「鎮魂歌だ、って言ってたよな、今の歌」

　康やす雄おが確認すると、ディアナは小さく頷うなずく。

「シィが死者なら、弔えばいいってか。単純だが、そういうもんかって気もするな」

　ディアナは、今ではほとんどの魔ま導どう機き士しが、眠りの前にこの鎮魂歌を祈りの歌として歌うと言っていた。

　それには力を高めたり、魔ま除よけの験げんを担かついだり、シィとなった哀れな魂を悼いたんだりと、様々な思いがあってのことだろう。

「今ではレスティリア中が、この悲しい祈りの歌に満ちています。こんなこと、あと幾度、繰り返せばいいのか……」

　ディアナは、名も知らぬシィ誰かの魂を悼いたみながら、きっと今、外でシィと成り果ててしまった父の魂を思い、叫び出したい衝動にかられているに違いない。

　だが、その心中を察するには康やす雄おも和のど香かも、あまりに覚悟が足りず、戦慄わななくディアナの拳に触れることすらできなかった。

「っと」

　しかし外では間断なく激突音と恐るべき火炎魔法が炸さく裂れつする音が続いている。

「まずは、ここを出よう。とりあえずはこの変な空間から脱出しないと」

「はい……そうですね」

「……」

　ディアナも和のど香かも、小さく頷うなずく。

　そしてなんとなく、さっきまでシィが横たわっていた場所を振り返りながら、三人は滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまった部屋を後にした。







　上空からは円まど香かとアレクセイ＝シィとの戦闘が続く音が聞こえるが、康やす雄おはとにかく少しでも家から離れるために急いでいた。

　あれだけ轟ごう音おんが鳴り響くのに、それを訝いぶかり様子を見に出てくる人の一人もおらず、車の一台すら通らず、夜の闇とは似て非なる黒に浸されている。

　母と侵入した『結界らしきもの』の境目までの、距離にして徒歩十五分程度の道のりで、三人は更に三度、シィの襲撃を受ける。

　その度にディアナが撃退しては鎮魂歌で弔うことを繰り返したが、康やす雄おも和のど香かも見慣れた街並みの大きな変化に、既に疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

「お、お兄ちゃん、本当にこっちなの……？」

「そのはずだ」

　泣きそうな和のど香かにそう答えるものの、康やす雄おも、色が変化しただけで自分の街が、ここまで様相を変えるとは思いもしなかった。

　どこかで曲がり角を間違えたのではないか、進む方向を見失ってはいないかと不安になっている。

「こちらで間違いはないでしょう」

　だがディアナがそう言い切る。

「これほどの数のシィが、私達の進む方向から現れるのです。私もこれほど連続してシィを倒すことは滅多にありませんし、この空間が一体どういう状況なのかまだ把握できていませんが、恐らくは……」

「俺達が逃げるのを、妨害してる？」

「と、思います。確証はありませんが……一方で、少し安心もしているのです」

　シィの手によるものかどうかはともかく、先ほどから康やす雄お達は、自分達以外の人間の姿を一切見ていない。

　つまりこの黒い空間の中に現れるシィに、所ところ沢ざわ市街の住人が襲われる心配だけは無いということになる。

「で、でも私達が、外に出ちゃったら？」

「……そのときは、分かりません。ですがこのまま『敵』の術中に留まり続けるのが上策とも思えません。マドカと父の決着はそう簡単にはつかないと思いますし、私も負傷した状態で波状攻撃をいつまでも持ち堪こたえられない。今はこの空間から逃亡することが、私達の取り得る最も現実的な方策です」

　そう言ってディアナは、少し遠くなった戦闘音を振り返る。

「それにこの状況を作り出している『敵』は、もしかしたら最も力が強いシィである父ではないか、とも思うのです。もしシィを背後で操っている者がいるのなら、そもそも最大戦力である円まど香かから遠ざかる私達を逃がしはしないと思います。ですから父から離れれば……」

「この場は、とりあえず安心だってことだな」

「恐らくは」

　全ては予想、希望的観測に過ぎない。

　だが康やす雄おと和のど香かが今頼れるのは、たとえ少し抜けたところがあったとしても、正規の軍人として訓練を積んでいるディアナだけなのだ。

　康やす雄おは自分の少し前を、油断なく周囲に視線を配りながら早足で進むディアナの傷ついた背を見る。

　壊れていた右手用のカストゥルを腰に提げ、左手には血濡ぬれのポルックス。

　いざ、この空間から出たら、まずは後のことを考えずに医者に駆け込むべきか。

　そんなことをぼんやり考えていると、やがてはっきりと見覚えのある場所に出る。

「あそこだ！　あの交差点！　あそこに『境目』があったはずだ！」

　それは住宅街の中にある小さな交差点の、一灯型の警告信号。

　普段この時間は黄色の点滅信号になっており、ほとんど人通りが無いが、例によって周囲はモノトーンに沈んでいる。

「確かに、なんらかの障壁があります」

　交差点の中央でディアナが手を伸ばすと、不可視の何かが指先に触れる。

「さすがに破壊された箇所が開きっぱなし、ということは無いようですね。それでは境目を作る意味は無いでしょうし、不特定多数の侵入を許してしまいます。都合良く考えるなら、これまでシィ以外と遭遇しなかったことを考えても、この黒い空間を形作る結界のようなものは、ヒデオか、皆さんだけを狙うために『敵』が作った隠かくれ蓑みののようなも……」







　その声は、まるで地の底から響く魔王の如ごとき声であった。







「その考え方で正解だ。さすがはラダガストとクローネの系譜だね」







　発生した音の方向を絞ることができなかった。

　防音室で四方八方から音が降ってくるかのように、闇に閉ざされた街中を更に黒く染めようとするような、悪意に満ちた声だった。

「な、何者っ!?」

　それまでのシィとは、明らかに違う気配。

　地から吹き上げる異形の闇も無く、聞こえるのは男の、しかも日本語の声。

　だがその平へい坦たんで抑揚の無い人の声の内側に潜むどうしようもない悪意の接近に、この場で唯一の戦士、ディアナの声は震えていた。

　有り得ない敵の接近。

　意志と知性を持つ存在の、明確な敵意と悪意。

　それは魔王コールとの戦いを知らず、敵国との戦いを知らず、ただ魔ま導どう機き士しとしての戦闘能力を鍛錬し、己の意志があるかも定さだかではないシィとしか戦ったことの無いディアナにとって、初めて接する意志ある『敵』であった。

「退きたまえ、レスティリアの若き魔ま導どう機き士し。君のような有能な人材は、故国で分かりやすく武勲を重ね、国のために精進したまえ。こんな所で、命を危険に晒さらしてはいけない」

　暖炉から生まれる煤すすのような闇が、三人の目の前に凝縮しはじめる。

　ディアナも康やす雄おも和のど香かも、恐怖に喉が凍りつき、声を出すことができなかった。

　凝縮する煤すすの内側にあるのは、間違いなくシィの顔に浮かぶあの赤く昏くらい炎だ。

　遙はるかな異世界アンテ・ランデをかつて混こん沌とんに陥おとしいれた魔王コールの脅威が再来した。

　かつてその異世界を救った勇者に、ディアナはそう告げた。

　だがディアナは、魔王コールを知らない。

　ディアナにとって魔王コールの戦乱は教科書の中の歴史であり、体験した事実ではない。

「魔王……コール？」

　だから、目の前に降って湧いたそれが、圧倒的な威圧感と恐怖と、闇をまき散らすその存在があまりに自分の想像した『魔王コール』の姿と違いすぎて、ディアナはつい尋ねていた。

　人にしか見えなかった。

　魔王コールの姿形を実際にその目で見た者は決して多くない。

　英ひで雄おと円まど香か、そしてエリジーナとアレクセイは直じかに相対しているが、英ひで雄おの肖像画と違い、コールを描いた絵画の大半は、伝聞した外見的特徴を想像で補ったものでしかない。

　だがどちらにしろ、目の前に立った人の形は、ディアナの知るどの魔王コール像とも合致しなかった。

　康やす雄おより頭一つ半ほど高い上背。

　腕まくりされた、元は白かったであろう煤すすけたシャツ。サスペンダーで留められたカーキ色のゆったりしたズボンと革のブーツを履いた、がっしりした体格の男性だった。

　手にはカンテラのような物を持っているが、そこから放たれる光はあの禍まが々まがしい赤ではなく、ごく普通の炎のように見える。

　カンテラと反対の手は頭に被った黒いキャスケット帽の縁に添えられ、魔王や悪魔というより、二十世紀初頭のイギリスの煙突掃除人といった方が余程うなずける風体であった。

　この男が、ディアナも知らない方法で康やす雄お達をわざわざ街から分断してこの空間に閉じ込めたのか。

　この男が、世界を救った勇者の仲間であるアレクセイ・クローネのシィすら使役する、剣けん崎ざき家に迫る本当の敵なのか。

　この男が、アンテ・ランデに生じた新たなる災厄の元凶なのか。

「魔王コール。魔王。魔王ね。随分偉そうな名を名乗っていたんだね、彼は」

　その姿が見えた途端、先ほどの唸うなるような恐怖の波動も消え去り、ただただいわく言い難がたい存在感を放つ男の声が三人の耳に届く。

「ご期待に添えず申し訳ないが、私はコールではないよ。コールのような弱虫でもないし、コールのように浅はかでもないつもりだ」

「よ、弱虫!?」

　一つの世界を滅ぼそうとした悪魔の親玉を摑つかまえて『弱虫』とはどういうことだろう。

　男はディアナの反応を楽しむように喉の奥でくっくと笑うと、初めてキャスケット帽を脱いで優雅に一礼してみせた。

「勇者ヒデオの子らよ。お初にお目にかかる。私の名はウィリアム・バーレイグ。以後、お見知りおきを」

「ひっ……」

　その顔を見た和のど香かが、喉の奥で悲鳴ともつかぬ悲鳴を上げる。

　名も風体も、どこかにいそうな外国人という雰囲気でしかなかったウィリアムと名乗った男の左目はしかし、どう見ても人間のそれではなかった。

　シィの邪悪な光は、そこに灯ともっていた。

　目ま深ぶかに被ったキャスケット帽はそれを隠すためのものではないかと思うほど、そして街中のシィやアレクセイとは比べ物にならないほど強い輝きを放つ、昏くらく赤い光だ。

　右目は澄んだ蒼あおい色であるだけ、余計に左目の光の禍まが々まがしさは増す。

「怖がらせてすまないね。だがこればかりはどれほど外見を擬態しようとも隠すことができないんだよ」

　微笑ほほえみすら、邪悪に染まれば人は簡単に恐怖を感じ取る。

　和のど香かはウィリアムの笑みを見た途端に膝が笑いはじめ、その場に立っていることすらできずにへたり込んでしまった。

　康やす雄おは辛かろうじて自分を支えているが、ほんのかすかな出来事でその我慢は崩されるだろうことが既に予想できていた。

　シィなど、比べ物にならない。

　この男の得体の知れなさ、不気味さ、恐ろしさは、シィのそれとは根本的に違う。

「くっ!!」

　戦士であるディアナだけが、気力を振り絞ってカストゥルの引き金を絞り問答無用で攻撃を仕掛ける。

　相手の正体はこの際どうでもいい。

　理屈ではない。

　このウィリアムという男は、どう考えても命ある人間の敵としか思えない。

「ふぅん」

　だがウィリアムは余裕の笑みを全く崩さぬまま、カストゥルの魔ま導どう弾だんを全てその身に受けたではないか。

　魔ま導どう弾だんが貫いた箇所には向こう側の闇が見えるほどの穴が空くが、血が噴き出すわけでも、ウィリアムの体が揺れるわけでもなく、まるで煙にボールを投げ入れたかのようにすぐに穴が塞がり、元の姿に戻ってしまう。

「残念」

　ウィリアムは心底そう思っているようだ。

　愕がく然ぜんとするディアナを慰めるような口調でそう言うと、悠然と一歩、三人に向かって足を踏み出した。

「う……」

　その瞬間、康やす雄おも崩れた。

　思わず後ろに下がろうとして、足がうまく動かなかった。

　不様に尻もちをつき、それでいてウィリアムから目を離せなかった。

「や、ヤスオ、ノドカを連れてべ、べ、別のどこかに逃げてください……こ、ここは私が……！」

　その視線を遮るようにディアナがウィリアムと二人の間に割って入るが、そのディアナの声もまた、恐怖で震えていた。

　ウィリアムは足を止め、憐あわれむようにディアナを見る。

「やめたまえ。君の双子の刃で私は倒せんよ。美しいお嬢さんに怪け我がをさせたくない。下がってくれ」

「そ、そういう訳には、いきません！」

　ディアナはウィリアムに、というより、己に向かってそう叫んでいた。

「わ、私はレスティリアの魔ま導どう機き士し！　父と母の名に懸けて、今ここで剣けん崎ざき家の皆さんを見捨てることなどできはしないっ！」

「できはしないといったって、できないことはできないよ。望みとあらば相手をしてもいいが、赤子が軍人に格闘戦を挑むようなものだ。奇跡ですら君に勝利をもたらさない」

「う、うるさいっ!!　はああああああっ!!」

　無防備に近づいてくるウィリアムに向かって、ディアナは神速で斬りつけた。

　一番彼女に近い位置にいた康やす雄おの目にすら、ディアナがいつ動いたのかも分からなかった。

　光の剣けん閃せんは確実にウィリアムの肩を捉えていた。

　だが、

「だから言っただろう、無理なものは無理なんだ」

　先ほどの魔ま導どう弾だんと同じように、カストゥルの刃はただウィリアムの体を貫き横切っただけだった。

　ウィリアムの体どころか服にすら傷一つつかず、当然ウィリアムは平然とそこに立っている。

「ば、バカな……」

　ディアナは剣に伝わる手応えの無さに驚きよう愕がくし、敵の目の前にいながら動きを止めてしまう。

　素振りをしたように、空を切ったように、なんの手ごたえも伝わってこなかった。

　まるで幽霊か何かのようなウィリアムの存在は、本当にこの場にあるのだろうか。

「安心したまえ。君は人間としては十分強い。情に縛られてさえいなければ、君の父上の影ですら倒したことだろう。でも、たまたま何をやっても絶対に敵かなわない相手がいて、偶然にもそれが私だった。それだけのことだよ」

　ウィリアムは教師が生徒に言うようにしてそう告げると、ディアナの肩に手を乗せる。

　するとどうしたことか、刃で斬りかかったときには通り抜けたはずが、ディアナの体を押すではないか。

　殴られたわけでも、吹き飛ばされたわけでもない。

　だがディアナは、ウィリアムが自分の進路から彼女を退けようとするそのささやかな力に抵抗できなかった。

　体が数歩横に流れ、その横をウィリアムは自然に通る。

　気づいて振り返ったときには、ウィリアムはもう康やす雄おと和のど香かの目の前に立っていて、ディアナには無防備に背中を向けていた。

「君には君が戦える相手を用意した。しばらく、そこで遊んでいてくれ。君が相手にするなら、三人同時は良い訓練になるよ」

「っ!!」

　ウィリアムを振り向いたディアナの背後に、新たに三体のシィが地面から湧き上がる。

　もはや康やす雄おすら見慣れてしまったシィの出現。

　影の武器を振りかざしてディアナの背後に迫る三体のシィ。

　恐怖で動けなくなった康やす雄おの目には、シィのうちの一体が両手に持つ武器が、なぜかディアナの持つカストゥルとポルックスに酷似しているように思えた。

「ヤスオとノドカに手を出すなああああああああああああっ!!!!」

「ディアナっ!!」

　思いとどまらせようとする康やす雄おの絶叫はディアナに届かず、そしてディアナの刃はウィリアムには届かず、そして、

「ああああっ!!」

　三体のシィの殺意は、ディアナの背に届いた。

　ウィリアムへの攻撃を事実上空振りしたディアナの背に、黒い弾丸と、黒い槍やりと、黒い矢が突き立ち、衝撃にもんどりうったディアナはウィリアムの体を通り抜けて地面に投げ出される。

　間違いない。シィのうち一体が持っているのは、カストゥルとポルックスだ。

　ディアナに届いた殺意のうちの一つは、グリップから放たれる魔導の弾丸。

　ディアナはそれを量産兵器だと言っていたではないか。

　残るは槍やりと弓だった。それが武ぶ機きなのか武器なのかは分からないが、ディアナはレスティリア騎士団に、剣と、槍やりと、弓を扱う者がいると言っていた。

　そして、今空で戦っているのはレスティリア騎士団を率いた男。

　三体の、いや三人のシィは、ディアナと同じレスティリア魔ま導どう機き士しの成れの果てなのだ。

「ディアナさんっ!!」

　和のど香かの悲鳴に、ディアナは尚なおも立ち上がろうとするが、アレクセイ・シィとの戦いで傷ついた体を更に凶きよう刃じんと凶弾に貫かれ、もはやその手にも足にも力が入らなかった。

　ウィリアムは若い魔ま導どう機き士しの不様な姿を見て、小さく肩を竦すくめる。

「大人しく実戦経験を積んでいれば良かったのに。君ならきっと余裕で勝てていたよ？」

「お、お前……よくもそんな」

　康やす雄おに力があれば、このあまりに無感動で無神経な男相手に怒りにまかせて殴りに行けただろうか。

　だが、康やす雄おにはなんの力も無い。

　喧けん嘩かだって、物心ついてからしたことが無い。

　本物の殺意と、本物の怪物を前に発した言葉は、殴りかかるなどと夢にも思わないほどに弱々しかった。

「だって私は彼女に、私に勝つのは無理だけどシィとならいい勝負ができると、ちゃんと言ったよ？　圧倒的に強い私が彼女を油断させてだまし討ちしたわけでもない。どうして私が君に責められなきゃいかんのかね」

　一方のウィリアムは、まるで昨日のサッカーの試合結果でも評論するかのように、極めて平へい坦たんにディアナの行動を分析する。

　それは単なる分析で、そこには嘲笑すらない。

「それに彼女、『手を出すな』とは失礼じゃないか。最初から私が、君達に悪いことをすると決めてかかっている。誹ひ謗ぼう中傷だよ。私はまだここに来て、何をするとも何をしたいとも、一言も言っていないのに」

　そしてウィリアムは、ディアナにも、ディアナを倒し動かなくなったシィにも一いち瞥べつもくれず、一歩、康やす雄おと和のど香かに向かって踏み出した。

「いやっ！　いやああああっ!!」

　和のど香かが恐怖にかられて悲鳴を上げ、そんな妹のパニックを見て、康やす雄おの中でおよそ勇気ともつかぬ自暴自棄の炎が湧きたち、

「和のど香か！　逃げろ!!　逃げろおおおお!!」

　たった一歩踏み出してきただけのウィリアム目がけて、徒手空拳で殴りかかったのだ。

「えぇ」

　心底面倒そうなウィリアムは、恐怖で呼吸を忘れ、重心は上がり、拳も握り込まれていないへっぴり腰の康やす雄おの突撃を体を少しずらすだけで回避した。

「そういうことは、せめてそこの魔ま導どう機き士しくらいになってからやりたまえ」

　そして、足を差し出し、ふらついた康やす雄おの足を軽く蹴り上げ、その衝撃に全く逆らえなかった康やす雄おの視界は急激に回転し、不様に地面に転んでしまう。

「年上や男として当然とか、格好なんか気にしていられんとか色々言いたいことはあるだろうけど、不様だよそれは。まだ妹を引きずって逃げようとした方がマシだった」

　転倒した康やす雄おの背に、屈辱的な言葉がかけられる。

「この私の目が怖いのは、人として仕方ないことだがね、私は勇者ヒデオの子である君達を丁重に扱うつもりなのだよ。まぁ、生活環境はこれまでと大きく変えてもらわなければならないが、そう遠くない未来にアンテ・ランデだけでなく、この地球を襲うであろう悲劇から人類を守るために、君達の力を貸してほしいんだ」

　一体この男は何を言っているのだろうか。

「それに前回の反省を踏まえて、こうして君達のご近所さんには極力被害が及ばないよう空間まで切り取ってやったんだ。むしろこれだけの気遣いは褒めてくれたっていいくらいだ」

「ふ、ふざけんな！　うちの車にシィをけしかけてきやがったじゃねえか！　母さんの機転が無かったら、どれだけ大きな事故になってたか！」

　ウィリアムの意図は全く理解できなかったが、周囲への被害なら今回ももう既に出てしまっている。

　震える声でなんとかそう叫ぶと、ウィリアムは心底意外そうに目を丸くした。

「え？　車？　事故？」

　それが赤い目をより強調して康やす雄おは倒れたまま小刻みに震えはじめる。

「ああ、そういうことか。参ったな。まぁここで言い訳しても仕方ない。今はいいや」

　ウィリアムはぶつぶつ独りごちてから、納得したように頷うなずく。

　そして話を切り替えるように、立ち尽くしたまま逃げることすらできない和のど香かを見た。

「でもそういうことなら少し急がねばな。さあ私と一緒に来てくれ。勇者の子である君達に、ぴったりの使命を用意しているから」

　和のど香かは、そしてウィリアムを地面から見上げる康やす雄おは見た。

　ウィリアムの左目から和のど香かに向かって、まるで蛇が獲物に向けて舌を伸ばすように、あの禍まが々まがしい赤い光がゆっくりと伸びていくではないか。

　康やす雄おは唐突に確信した。

　これこそが、シィが心臓を抜く秘密だ。

　出現して多くの魔ま導どう機き士し達が戦闘経験を積んでいるにも関わらず解明されない、シィが心臓を抜くメカニズムは、これなのだ。

　ウィリアムが率いるシィが、この黒い空間の中で、誰にも気づかれずにこの光で心臓を狙っているのだ。

「やめろっ！　和のど香か！　逃げろ!!」

「あ、や、やああっ！　でぃ、ディアナさんっ！　助けてっ!!」

　和のど香かはほとんど這はいずるようにディアナに向かって逃げ出すが、恐怖で立ち上がることもできない。

「怖いのは一瞬だから、暴れないでくれたまえ。不安ならその魔ま導どう機き士しも一緒に連れていくかい？　知り合いが多い方が安心かな？　そのお嬢さんは、アレクセイ・クローネとエリジーナ・ラダガストの娘だ。軍人としての誇りに満ち、経験の浅さを鍛錬で補う強い意志がある。その娘と一緒なら心細くないだろう？　さぁ」

「やめ……やめろっ!!」

　康やす雄おはすぐそばにある煤すすだらけのウィリアムの足を摑つかむが、そんなことでウィリアムは止まらない。

「の、ノドカ、ヤスオっ!!」

「いやあああっ!!」

　二人の少女の絶望的な声が、不様に地面に転がる康やす雄おの耳にこだまする。

　状況が何も分からぬまま、敵の正体も目的も分からぬまま、理不尽に和のど香かとディアナが殺されようとしている。

　何もできない、なんの力も無い自分に怒りすら覚えることができない。

　こんなときなのに、ふと脳裏に浮かんだのは今朝の母との会話だ。

『崖から落ちそうなお母さんと恋人どっちを助けるー？　ってあんたやったことない？』

　あの問いのなんと無意味なことか。

　あれは、自分に人一人を助けられる力があってこその思考実験だ。

　自分は今、抵抗らしい抵抗もできぬまま、大切な者達を奪われようとしている。

　ディアナを信じなかった。父の言葉を信じなかった。母の言葉を聞かなかった。

　ぎりぎりまで覚悟を決めなかった。

　何故なぜ自分は、こんなにも力が無いのに、最も力が必要な道を選んでしまったのか。

　もっと早くに心を決めていれば、こんなことにはならなかった。

　この三日間の『なかった尽くし』の結果がこれでは、どれほど後悔したってしきれない。

「それでも……俺なりに、一生懸命理解しようとしてたんだよぉ……!!」

『一生懸命と全力は違うよ』

「たった三日だぞ……十八年の常識を、三日でひっくり返すなんて、できるわけねぇだろ」

『きっと今も一生懸命だよ』

「誰も彼も自分は分かってるから、お前にも分かるだろうなんて思いやがって、フザけんな」

『大変なこと、乗り越えようとしてるのはなんとなく分かる』

　親父おやじが勇者だから、なんだというのだ。

　自分は、ただの人だ。

　なんの力も無い、子供だ、未成年だ、学生だ、一般人だ。

　だから、這はいつくばった手の先に転がったものを握りしめて、

「やめろおおおおっ!!」

　ウィリアムに投げつけることしかできない。

「痛っ」

　だが。

「……え？」

　それが、ウィリアムの頭に、当たった。当たったのだ。

　ディアナの魔ま導どう弾だんも、ポルックスの刃も、一切通じなかったウィリアムに、ディアナが取り落とし、康やす雄おが摑つかんで投げつけた、壊れたカストゥルが当たったのだ。

「んん？」

　ウィリアムは怪け訝げんな顔で康やす雄おを振り向く。

　何が起こったかは分からない。だが、康やす雄おにはそれだけで十分だった。

「ディアナ！　借りるぞ!!」

　へっぴり腰で立ち上がりながら、倒れたディアナからほとんど奪い取るようにポルックスをひったくると、

「てめぇ！　フザけてんじゃねぇぞおお!!」

　ほとんど狙いも定めずに、初めて触れる武ぶ機きの引き金を引き絞る。

「むっ!?」

　ディアナが打ち出すのよりもずっと矮わい小しような光の弾丸。

　だがそれを、ウィリアムは避よけた。避よけたのだ。

「和のど香かから、離れろ!!」

　続けて撃った光弾が、今度はウィリアムの腰のあたりを掠かすめ、衣服を散らす。

「ちょっ！　お兄ちゃんこっち当たる！」

　するとその弾が和のど香かのすぐ足元で弾はじけたようで、妹から場を弁わきまえぬ抗議の声。

　だが、康やす雄おはそれすら聞こえていなかった。

　当たる。なぜか自分が撃つと、ウィリアムに攻撃が当たる。

「ディアナ！　なんとか和のど香かを逃がしてくれ！　ここは俺が……！」

「……まったく……ヤスオは優しくありません……ねっ！」

　ディアナが血の尾を引きながら、やはり超人的な速度で和のど香かに駆け寄ると、その体を抱えまろびながらもウィリアムから距離を取る。

「……言っておくが、私を倒せると思わんほうがいい。子供が鉄砲を撃てるからといって、訓練された兵士には勝てないのと同じことだ」

　やや忌いま々いましげに言うウィリアムに、康やす雄おも興奮と怒りに痺しびれる頭で叫ぶ。

「う、うるっせぇな！　分かってるよンなことは！　でも他にで、で、できることねぇんだからやるしかねぇだろが！　ガタガタ言わずにまずはこっち来いや!!　それともお前、俺が怖いのか！　鉄砲持った子供が怖いのかよ！　怖がってる女の子には強く出れても、武器持った男には向かってこられねぇのかよおい!!」

「……安い挑発だね」

　言われるまでもなく、安すぎる挑発だ。甲高く抜けた声に迫力などあろうはずもない。

　いかにも荒事慣れしていないインドア派が、興奮のゲージが振り切れてパニックになっているようにしか見えない。

　だがそれでも、

「和のど香かも、ディアナも、俺が守るんだ。俺しか、お前に殴りかかれねぇんなら、俺がやるしかねぇだろうがよ!!」

『敵』にいちいち言うことではない。

　だが、虚勢でも大声を張っていないと、すぐに膝が崩れ落ちそうなのだ。

「うわああああああああ!!」

　そして緊張が限界に達した康やす雄おは、再びトリガーを引き絞る。

「ああもう、面倒な……当たれば一応痛いんだから」

　子供と兵士。その例えのように、もうウィリアムに魔ま導どう弾だんが当たらない。

　だがそれでも彼は、康やす雄おの攻撃を回避している。

　当たれば、ダメージを負うのだ。

　ディアナはこの隙に和のど香かをこの黒い空間の外へと避難させるか、そうでなければ円まど香かの下に戻らねばと考えた。だが。

「うえっ……」

「ほら。言わんこっちゃない」

　状況はディアナにその判断を許さなかった。

　ポルックスを滅め茶ちや苦く茶ちやに乱射していた康やす雄おが、唐突に膝から崩れ落ちたのだ。

　予測して然しかるべき事態だった。

　武ぶ機きの機き構こう魔ま導どう文は、当然のように使い手の魔力を力にして射出する。

　先ほどまではディアナの魔力が残っていたから連射できたが、それが尽きれば後はなんら魔ま導どう機き士しとして訓練を積んでいない康やす雄おの力を吸い上げることになる。

　結果、康やす雄おの体がガス欠を起こしてしまったのだ。

　ウィリアムも若干呆あきれ顔で、へたり込んだ康やす雄おを見下ろしている。

「時間稼ぎってのは難しいんだよ。特に味方が負傷してたりすると、より多く時間を稼がなきゃいけない。つまりその間、自分が力尽きちゃいけないんだ。せめてもうちょっと慎重に狙いを定めて撃てば良かったの」

「う……あ」

「でもまぁ、勢い任せとはいえ、荒事初心者なのに私に向けてあれだけ啖たん呵かを切れたことは評価するよ。魔ま導どう機き士しでも、なかなかできない」

　そう言って、ウィリアムは康やす雄おの手からポルックスを遠くに蹴り飛ばしてしまう。

「では君の蛮勇を評価して、まずは君から連れていくとしようか。大丈夫、さっきも言ったけど悪いようにはしない。苦しいのは一瞬だから」

　康やす雄おは頭上に近づくウィリアムの手と、シィの瞳を感じて尚なお、顔を上げることができなかった。

　全身から力が抜けて、まるで金縛りにあってしまったかのように指一本動かすことすら難しい。

　都合、十発も、弾を撃っていない。

　この程度なのか、自分は。ディアナは、あんなに傷ついて戦っていたのに、母は、あれほど強いのに、自分は傷つくことすらできず、訳も分からないまま殺されてしまうのか。

「勇者……ヒデオ」

「ん？」

　俯うつむいたまま呟つぶやく康やす雄おの声に、ウィリアムが怪け訝げんそうに眉を顰しかめる。

「勇者ヒデオは……開かれし地の自由を摑つかむ者なり」

　あの力が自分にもあれば。

「放て翼……飛べよ花はな弁びら」

　ディアナも言っていたではないか。

　勇者ヒデオのご子息、ヤスオ、と。

「……集え蒼そう穹きゆうに開く陽光」

　そうだろう？

　どんな物語でもそうじゃないか。

　主人公の息子は、続編の主人公を務めるくらいの才能と力を隠しているじゃないか。

　なのに何故なぜ、勇者のセガレである自分に、それが無いのか。







「風の化身・聖剣ルタバーガ……我が声に応え顕現せよ」







　ぐずぐず言ったって仕方ない。そんなもの、無いんだから。

　何も成し遂げたことの無い弱い人間ができることなど、勇者に助けを求めることだけだ。

　勇者なんてもんが本当にいるなら……助けてくれ……。







「貴様……っ！　まさかっ！」

　初めてウィリアムが、余裕以外の表情を浮かべた。

　闇に閉ざされた街にその瞬間、一柱の光が屹きつ立りつする。

　それは倒れた康やす雄おから立ちのぼる聖なる光か。

　否いな、それは倒れた康やす雄おのすぐ脇から発せられた光であった。

　その間も光は康やす雄おの傍かたわらから溢あふれ続けており、ウィリアムはその光に照らされて身動きが取れないように見えた。

「……あ、あ、あれって」

　束つかの間まウィリアムの恐怖から解放された和のど香かの目は既にウィリアムを見ていなかった。

　ディアナは康やす雄おに何が起こったのか分からず、次の事態を息を殺して待った。

　新たな敵襲か、そうでなければ康やす雄おにディアナの知り得ぬ何かが起こったのか。

　絶望的な強敵を前に冷静さを失っていたディアナは、転ばされた康やす雄おに気を配ることができなかった。

　だからディアナはそのつぶやきを聞かなかった。

　勇者の息子である康やす雄おが、たった一度聞いただけで覚えていた、風の聖剣ルタバーガを召喚する詠唱を呟つぶやいたことを。







「大した記憶力だ、康やす雄お」
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　その声は、光の中から現れた。

「ついさっき新しん横よこ浜はまを通り過ぎたばかりで、所ところ沢ざわまではまだまだかかると不安だったが……まさかこんな形で、帰ってくることができるなんてな」

　その声はかつて、ディアナの母と、父と、そして故郷の人々の心に勇気と希望の種を植えつけた声だった。

「……オオサカにいるものとばかり思っていたが……」

　顔を顰しかめるウィリアムに、不遜に答える。

「ああ。留守の間にうちの玄関吹っ飛んだって聞いて慌ててとんぼ返りさ。それでも遅すぎるって家内には怒られるだろうがな。だがこんなことができるなら、無理に早い時間の新幹線の切符買う必要なかったな。グリーン席しか空いてなくて小遣いが吹っ飛んじまった」

　整髪料で撫なでつけられた髪。使い込まれたスーパーライトダウン。グレーの上下のスーツ。ピンクのペイズリー柄のネクタイ。柔らかくなった黒い革靴。

「どこの誰だか知らないが、家族と、子供達が世話になったようだ」

　そして、闇を吹き散らさんとする風を纏まとうのは、聖剣ルタバーガ。

「勇者……ヒデオ・ケンザキ」

　ウィリアムは忌いま々いましさの中に、ある種の畏敬を込めてその名を呼んだ。

　今年四十八歳になった剣けん崎ざき家の大黒柱。

　康やす雄おと和のど香かの父、剣けん崎ざき英ひで雄おの名を。




　　　※




「今の光は!!」

　高空にてアレクセイと切り結んでいた円まど香かは、突如闇の街に湧いた光の柱に動きを止める。

　アレクセイのシィもそれは同じで、閉ざされた世界の唯一の太陽のようなその光に心を奪われていた。

「……英ひで雄お」

「ヒデオ……ヒデオ……！」

　円まど香かはその光を常に見ていたあの頃をつい思い出し、伴侶の名を思わず呟つぶやく。

　シィと成り果てたアレクセイは、一体何を思い、戦友の名を呼んだのか。

「「ルタバーガ……」」

　人とシィの声が、図らずも重なった。

　それはかつて、日本から遙はるか遠い異世界で、人の世を救った希望の光の名であった。

「私もこうしちゃいられないわね。エリーゼにあなたのことを伝えるのが辛くて仕方ないわ。もしかしたらあなたの今の姿はコールや、どこかの悪い奴やつが作った幻かとも思ったけど、その剣、力は間違いなくあなたなのね」

　円まど香かは寂しげに呟つぶやき、息を大きく吐く。

「どうやって英ひで雄おが来たのか分からないけど、もう、四の五の言ってる場合じゃないのね」

　円まど香かは遙はるか下方の、自宅を見る。

　そこにはディアナ達の気配は無く、うまい具合に逃げたのかと思っていた。

　だがアレクセイとの戦いに集中していて、妙な気配が現れたことに気づかなかった。

　それだけアレクセイのシィは強かったし、円まど香か自身の能力が衰えてもいたのだろう。

「英ひで雄おが来たなら、もう何があっても康やす雄お達は大丈夫ね。なら私は、責任を持ってあなたを止めなきゃならない。アレックス……」

　円まど香かは凄すご味みのある目でアレクセイを睨にらむと、これまで剣を受け止めていた両の拳の炎を一ひと際きわ強く燃え上がらせる。

「これ以上、子供達に迷惑かけるわけにはいかないの！　今からあなたを……」

　だがその瞳は、どうしようもない悲しみから溢あふれる涙で一杯だった。

「殺すわ。許してね」

　そして、聖せい杖じようマーロウを構え、詠唱を始めたのだった。







「案外あっけないな」

　油断していたとはいえ、ディアナを屠ほふった三人の元魔ま導どう機き士しらしきシィは、聖剣がたった三振りされるだけで地面に倒れ伏した。

　それを為なした康やす雄おと和のど香かの父、英ひで雄おは最初の位置から動いていないようにしか見えず、靴には埃ほこりの一つもついていない。

「そいつらがあなたに敵かなうとは思っていなかったが、ここまでとは……って」

　呆あつ気けに取られている様子のウィリアムだったが、ふと何かに気づいたように空を見上げる。

　すると今度は色を失った空が激しく唸うなり、黒い塊が墜落してきた。

　道路がめくれ上がるほどの衝撃にも、黒い空間は微動だにせず、ただ魔法の炎の残ざん滓しと空気と埃ほこりが激しく揺れる。

「……なんてことだ。アレックス……シィとは一体なんなんだ」

　英ひで雄おは、落ちてきた人型の怪物、シィの顔を見てすぐに事態を悟ったようだ。

　英ひで雄おにとってアレクセイは良き友であり、唯一自分を剣で凌りよう駕がした強い戦士であった。

　アレクセイですら逃れられなかったこの不気味な現象を見た、英ひで雄おの表情に緊張が走る。

「ディアナちゃん……」

「……申し訳ありません。お話することが、できなくて」

　ディアナは英ひで雄おの問いかけに俯うつむく。

　あの日、康やす雄おの帰宅よりも前に、ディアナはざっくりした事のあらましを英ひで雄おと円まど香かと和のど香かには語っていたのだ。

　だがこの事実だけはどうしても、告げることができなかった。

「やれやれ。これ幸いと不在を狙い打ったが、こうも簡単に遠方から戻ってこられる裏技があるとは思いもしなかった。私はウィリアム・バーレイグ。勇者ヒデオよ、はじめてお目にかかる。思ったより勇者っぽくはないのだね。そこらへんにいそうなおじさんじゃないか」

　ウィリアムの芝居がかった一言に、英ひで雄おは不愉快そうに顔を歪ゆがめた。

「どこにでもいる普通の高校生だった勇者が、年食ってどこにでもいる中年オヤジになって何が悪い」

「なるほど、道理だ」

「勇者なんて人を助けるために悪い奴やつを倒してりゃそれでいいが、普通に生きる方法なんか誰も教えてくれないんだ。こっちの方がよっぽど難しいんだぞ」

　ウィリアムはむしろ楽しそうに笑った。

「それでもあなたが聖剣の勇者で、奥方が大魔導士であることに変わりはない、親友を打ちのめすのになんの呵か責しやくも無いあたり、戦士として一流の気概は失っていないようだ」

「……アレックスは死んだのよ」

　すると、そのアレクセイを上空から叩たたき落とした円まど香かが、虹の賢者マドカ・スギウラがふわりと、勇者英ひで雄おの隣へと降り立った。

　その手には、円まど香かの身長ほどもある炎を象かたどった神こう々ごうしい聖せい杖じようが握られている。

「ああ、聖せい杖じようは、服の方が本体なんだっけな」

「言いたいことがあるなら聞くけど、その代わり向こう十年誕生日プレゼントは無しになるわよ。……こいつが、今回の件の黒幕？」

「そのようだ」

　英ひで雄おと円まど香かがウィリアムを睨にらみ全身に緊張をみなぎらせる。

「俺もまさかこの年になって、二人でこんなことするとは思いもしなかったが、昔に戻ったみたいで少し懐なつかしい」

「ものには限度があるわ」

　その瞬間、剣けん崎ざき英ひで雄おと剣けん崎ざき円まど香かは、勇者ヒデオ・ケンザキと、魔導士マドカ・スギウラとなった。

　康やす雄おも和のど香かも、本物の死闘を潜くぐり抜ぬけた本物の戦士達の瞳と出いで立たちを見て、瞬間声を失い、畏敬すら覚えてしまった。

「マドカ・スギウラだけなら頑張ればなんとかなると思ってたんだが、あなた方二人を同時に相手するのはさすがに分が悪い」

　一方のウィリアムは、あっさりとそう言って降参するように両手を上げてみせる。

「直接的な戦闘はあなた方ほど得意ではなくてね。ここは退ひかせてもら……」

　ウィリアムは最後まで言うことができなかった。

　康やす雄お達には到底知覚できないほどの速度で、聖剣ルタバーガがウィリアムを袈け裟さ懸がけに斬り裂いたのだ。

「お……」

「お前を逃がして得することは、何も無さそうだ」

　英ひで雄おと円まど香かは、敵が最後まで語ることすら許さなかった。

　ディアナがどれほど斬りかかっても霧に釘くぎを穿うがつが如ごときであったウィリアムの体から、血を思わせる赤黒い光が溢あふれ、その体が真っ二つに裂ける。

　予想だにしない攻撃にウィリアムは呻うめく暇も無く、ロケット噴射を思わせるほどの炎に全身を包まれた。

「最後まで喋しやべらせたら、ロクなことにならなそうだしね」

　聖せい杖じようマーロウを地面に突き立てた円まど香かが冷たく言い放つ。

「ぉ……おおお……」

　轟ごう々ごうとうねる炎の中から、ウィリアムの断末魔か、低い男の声が聞こえる。

「す、凄すごい……私、何もできなかったのに、あっという間に……」

　ディアナだけが二人の動きをその目で捉えていたが、捕捉できても自分が同じことができるとは微み塵じんも思えなかった。

　英ひで雄おも円まど香かも、外見はともかくとしておよそ五十歳前とは思えぬ戦闘技術を見せ、ディアナはやはりアンテ・ランデの危機を救うのはこの二人しかいないと確信する。

　だが、

「……これが……これが……の入り口か……」

　英ひで雄おと円まど香かは、驚いたように眉を上げる。

　聖剣ルタバーガに袈け裟さ懸がけに斬り裂かれ、聖せい杖じようマーロウに骨まで焼き尽くされたはずのウィリアムの声が、燃え盛る灼しやく熱ねつの閃せん光こうの中から響いたのだ。

　それは丁度、闇の中を進んでいた康やす雄お達が聞いたような、空間全体を埋め尽くすような音であった。

「やはり……勇者……ヒデオ……魔王コールなど……比べるだけ無駄であった」

「なんだと？　貴様、一体何を……」

「……勇者ヒデオ。魔導士マドカ……あなた方の力はやはり、本物だ。その血は、さぞ素晴らしい力を秘めているのだろう……」

　その瞬間、炎の中に『それ』を見たのは英ひで雄おでも円まど香かでも、ディアナでもなかった。

「っ……!?」

「いやああああっ!!」

　康やす雄おは思わず吐き気を催し、和のど香かは恐怖の余り悲鳴を上げた。

　目も眩くらむような炎の中、康やす雄おと和のど香かだけは見た。

　小さな一握りほどの黒い小さな塊。

　それを食い破るように現れた、巨大な瞳を。

「康やす雄お!?」

「和のど香かっ!?」

　父と母は息子と娘の異常を察し、慌てて二人の視界からウィリアムの炎を隠そうとする。

　だがこの世の誰よりも強い父と母の力に守られて尚なお、その瞳は康やす雄おと和のど香かを追ってきた。

「アンテ・ランデの魔ま導どう機き士し……戻りエリジーナ・ラダガストに伝えるが良い。我らは、勇者ヒデオの力と血に狙いを定めたと」

「えっ……？」

　突然の宣告にディアナが驚く間も無く、

「何かがいるっ!!」

　円まど香かの悲鳴と共に、炎の中で得体の知れないものが膨らみ、一気に爆発した。

「康やす雄お！　伏せろ！」

「和のど香か！　ディアナちゃん！　こっちに！」

　英ひで雄おが康やす雄おを、円まど香かが和のど香かとディアナをそれぞれ庇かばい、それに背を向けた。

　焼けつくような熱と爆発を放って、それは円まど香かの炎を砕き、あっという間に闇に溶け、見えなくなってしまった。

「……煤すす？」

　ディアナは自分の頰についた焦げ臭く黒い汚れを指で拭って、呟つぶやく。

　それは、燃え盛る暖炉に無造作に水を放り込んだときに灰や煤すすが巻き上げられて周囲を汚す現象に酷似していた。

　三人の戦士が、煤すすの大爆発が終わったと判断したときに、

「……あ……車の音……」

　英ひで雄おの胸に抱かれていた康やす雄おが、遠くから響く聴き慣れた音に気づいた。

　いつの間にか周囲は、あの閉塞感のある闇ではなく、普通の夜の町の様相に戻っていた。

　五人のすぐそばで横たわる、四体のシィの姿を除いては。

「……お父……さん」

「アレックス……」

　倒れ伏したまま動かないアレクセイのシィの傍かたわらに、ディアナと英ひで雄おが立つ。

「終わった……のか……？」

　康やす雄おは呆ぼう然ぜんと、ゆっくりと立ち上がり、

「和のど香か……」

「う……ひっく……お母さん……」

　円まど香かは落ち着かない和のど香かを抱きしめていた。

「とんでもないことが、起こっているようだな」

「はい……」

「…………ヒデ…………オ…………ユウ……シャ……ヒデ……」

「どうにもならないんだね」

「……はい」

　ディアナの歯は嚙がみが、聞こえたような気がした。

「時間が無い。決めてくれるか？」

　救世の勇者から、若き魔ま導どう機き士しは問われた。

「俺を恨むか、忘れられない咎とがを背負うか」

「咎とがを背負います」

　ディアナは、迷わず答えた。

「私はヤスオもノドカも、守ることができませんでした。役目を果たすことができませんでした。でも……それでも一度、言ってしまったんです。自分は、一人前だって」

「……そうか」

「今は自分が若いから分からないだけかもしれない。でも、ヒデオ、マドカ」

　ディアナは、二振りの武ぶ機きを閃ひらめかせ、言った。

「私とアレクセイ・クローネとの絆きずなは、あなた方とのそれより、ずっと深く強いのです。だから私が……やらなきゃ」

「そうか」

「ええ」

　勇者ヒデオと、魔導士マドカは、ただ頷うなずいた。

「ディアナ……」

　康やす雄おは、ディアナの決意が意味するところを知り思わずその背に声をかけるが、ディアナは少しだけ振り向くと、眦まなじりに涙を浮かべながら微笑ほほえんだ。

「大丈夫です。私はアレクセイ・クローネの娘。レスティリアの、魔ま導どう機き士しですから」

　その覚悟に対し、最後まで覚悟を持つことのできなかった康やす雄おに何を言えることがあっただろうか。

「……さようなら……お父さん……っ！」

　ディアナのポルックスが、シィの胸へと突き立てられ刃が埋まる。

　シィの象徴たる瞳の赤い炎はもはや小さくささやかで、見守る僅かな間に影に埋もれてしまう。

　邪悪な光を失う父のシィを前に、ディアナは大きく息を吸って鎮魂歌を謳うたおうとする。

　だが、

『広き……空、彼の、者、……』

　歌が、歌にならない。

　たった今、再び死の引導を渡した父を平常心で送れるほど、ディアナの心は強くなかった。

　唇が震え、涙がとめどなく溢あふれ、嗚お咽えつで歌が紡つむげなくなる。

　このままでは、シィは再び地面に吸い込まれ、また再び亡もう者じやの姿を生者の前に晒さらしてしまうかもしれない。

　だが英ひで雄おと円まど香かも、ディアナをただ見守ることしかできない。

『広き空よ、彼の者、迎え入れよ』

　だから康やす雄おは、その歌を口ずさみはじめた。

　ディアナがはっと顔を上げ、英ひで雄おが目だけで康やす雄おを見、円まど香かがその歌を構成する言葉に驚き目を見張り、和のど香かがその歌をどこで聞いたか思い出しシィを見た。

「ヤスオ……」

「その歌は……レスティリア語……？」

『広き海よ、彼の者、迎え入れよ。広き地よ、彼の者、迎え入れよ』

　シンプルな言葉、シンプルなメロディ、シンプルな繰り返し。

『愛いとしき人々、彼の者、迎え入れよ。行きし者、いつか戻るため。戻りてまた行くために』

　そんな歌を何度も、間近で聞いた。

　これで音が取れなければ、最低限サビまで歌えなければ、合唱部部長は名乗れない。

『広き全てよ、彼の者、迎え入れよ。広き全てよ、彼の者、迎え入れよ』

　歌の完成度は、およそ褒められたものではない。

　だから、恐怖の残る口で、震える声で、記憶を頼りに必死に紡つむいだ鎮魂歌が、それを引き起こしたのかどうかは分からない。

　それでもアレクセイと、魔ま導どう機き士し達のシィの黒い体が急速に崩れはじめ、やがて蒸発するように散り散りの黒い煤すすとなって舞い上がり、そして、

「ああ……」

　ディアナの悔やむような、安あん堵どしたような、悲しそうな、嬉うれしそうな声と共に、煤すすを見送り顔を上げ、気づいた。

「……空が」

　いつの間にか、街から色を奪った黒い空間は完全に消え失せ、まばらに明るい星が見える夜空が戻ってきていたのだった。




　　　※




「な、なんだったんだろう」

　翔しよう子こはしばらくの間、空を眺めて立ち止まっていた。

　向かう康やす雄おの家の方向に、突然光の柱が立ったときには、あんな所にパチンコ屋なんかあったかな、などと思ってしまった。

　記憶にあるはずの剣けん崎ざき家への道のりは、思いのほか複雑で、似たような交差点や曲がり角だらけだった。

　とはいえ、そこまで広い範囲を動いたわけでもないのに、まるで方向感覚を失う迷いの森にでも踏み込んだかのように道に迷い、『剣けん崎ざき』の表札を見つけたのは、謎のサーチライトを目撃してから更に二十分はしてからだった。

「……ここ？」

　まだまだ寒い時期なのにうっすら汗ばむほど歩いて見つけた剣けん崎ざき家は、ニュースで見た通り、玄関が見るも無残に破損し、ブルーシートで無理矢理視線を遮っていた。

　駐車スペースに車は無かったが、家の一階にも二階にも灯あかりがついていて、家人が在宅であることは分かる。

　途端に翔しよう子こは自分がとんでもない早とちりをした上にいらない気を回したのではないか、という思いにかられてくる。

　予備校前の有料駐車場から飛び出してきた車に康やす雄おが乗っているように見えたのは、ひょっとしたら勘違いだったのではないか。

　車の事故を目撃したときには、家を訪ねる理由はなんとでもなる、と簡単に考えていたが、もし康やす雄おが事故にあったと思ったのが勘違いだった場合、こんな時間に翔しよう子こが尋ねる理由をどう言いつくろえばいいのか。

　康やす雄おが出てくればいいが、他の家族や、例の外国人の少女が出てきたときにはどうすればいいのか。

　翔しよう子こは急に、自分が途と轍てつもなくバカなことをしているような気がして、ほんの数瞬前まで押すつもりでいた剣けん崎ざき家のインターフォンに手が伸びないでいる。

　携帯電話を見ると、時間はもう十時四十五分。

　学生の身分で、人を訪ねるにはかなり問題のある時間だ。

「ど、どうしよう……でも、どうしよう……」

　混乱した頭が冷静さを失いそうになったそのときだった。

「どういうことなんだろうな。これは元通りってことなのかな」

　窓が開く音と共に、二階のベランダから他ならぬ康やす雄おの声が降ってきたのだ。

「さすがに気のせいってことはないよなぁ」

「それはないけど……でも実際なんともなってないからとりあえず今はいいでしょ。ほら、もうお兄ちゃん出てってよ！　下でお母さんがディアナさんに……」

「ああ、分かった。そうだな。今はとりあえず……」

　再び窓が閉められる音と共に、康やす雄おと、康やす雄おの妹らしき女の子の声が聞こえなくなる。

「……………………」

　康やす雄おの声が聞こえた途端に息を止めてしまっていた翔しよう子こは、足元から息が抜けてしまうような錯覚に陥った。

「……なんだ」

　康やす雄おは、自宅に帰っていた。

　妹らしき人物の声の中には『お母さん』と『ディアナさん』という人称が登場したから、当然康やす雄おの母親は帰宅しているのだ。

　ディアナというのはあの妙な外国人の少女の名だろう。

「……なぁんだ」

　息も、力も、気合も抜けた。

　この小一時間ばかりの自分の空回りぶりがあまりにマヌケすぎて泣けてくる。

　心が冷えたことで体温も急激に落ち着き、汗をかいたせいで急に肌寒くなってくる。

「…………一人で慌てちゃって、バカみたい」

　全ては、自分の早とちり、勘違いだった。

　康やす雄おは何かの理由があって、講座が終わった後に急いで帰宅した。

　車が無いのは、父親が使っているとか、修理に出しているとか、そういうこと。

　そもそも翔しよう子こが見た車が剣けん崎ざき家のものではなかったのなら、あの事故は康やす雄おとは無関係。

　もちろんどこかにはあの事故を起こした運転手がいるはずだが、それは翔しよう子こが追跡する必要は全く無い話。

「……ダメだなぁ」

　翔しよう子こはとぼとぼと、剣けん崎ざき家を後にして街灯に照らされた夜の道を歩く。

「偉そうなこと言っても、結局は私一人が空回りかぁ……これじゃ中学のときと、なんにも変わらないや」

　急激に寒さを感じはじめた翔しよう子こは、ジャンパーの胸元を寄せると少しだけ歩調を速め、剣けん崎ざき家と、翔しよう子この中にある何かから逃げるように自宅へと急ぎ、黄色の警告灯が灯ともる信号のある角を曲がってその背は見えなくなった。

　翔しよう子こが去ってしばらくして、交差点に、煤すすのような黒い粒子が風に吹かれ舞い落ちる。

　煤すすは丸く黒い影のような跡を交差点の真ん中に穿うがつ。

　しばらくして、その煤すすはまるで意思を持つ生物のようにゆっくりと、翔しよう子こが曲がった角を、翔しよう子こを追うようにして姿を消したのだった。




　　　※




　窓ガラスも、床も、部屋を仕切る壁も。

　シィとの戦いの跡が全く残っていないという奇妙な事態を確認して、二階からリビングに下りてきた康やす雄おと和のど香かは、

「どーしよう……車、どーしよう……」

　ソファで頭を抱えて蹲うずくまっている母にかける言葉を持たなかった。

　既に魔法熟女ユニフォームは解除されているが、その前段階で焦げた服を着替えることすら忘れて唸うなっているのだから、相当焦あせっているようだ。

　横では父が、掌てのひらから淡い光を放射してディアナの傷に手をかざしている。

　恐らくは治癒の魔法、魔導に類するものなのだろうが、スーツ姿の中年男性が魔ま導どう機き士しの少女に治癒魔法をかけるという光景は、大変に違和感を覚える。

「今から警察に、車を盗まれたとかなんとか届けを出しても駄目か」

「康やす雄おの予備校の向かいの駐車場、監視カメラついてるのよ。私、車を停とめてから一度も出てないし、康やす雄おが授業終わって入ってきたのもばっちり映ってると思うわ」

　夫の浅はかな問いを、妻は一刀両断する。

「その上、よくよく考えると、駐車料金払わずに出てきちゃったのよね……」

「ああ、そういえば」

　康やす雄おは駐車場から出庫したとき、後輪がもの凄すごい音を立てて跳ね上がったのを思い出した。

　恐らくは、車止めの板に当たって、それをへし折った衝撃が伝わってきたのだろう。

「あ、でも一応、シィを倒してすぐに、ナンバーだけは蒸発させたのよ」

「「……」」

　窃盗団もビックリのトンデモ発言に、康やす雄おと和のど香かは言葉も無い。

　確かに母の炎の魔導ならば車のナンバーくらい蒸発させられるかもしれないが、まさか異世界の力を不正の証拠隠滅に用いるとは。

　すると今度は父が、

「ナンバーだけじゃだめだ。車体番号とか部品番号とか、そういうのでいくらでも持ち主は特定できる。参ったな」

　と、渋い顔。

　そういう問題でもないだろう、と康やす雄おも和のど香かも思うのだが、さりとて自分達が何か打開案を持っているわけではないのでそれにはコメントせず、

「……二階、どこも元通りで何も壊れてなかった」

　とだけ報告し、それを聞いたディアナが、

「……良かった」

　と呟つぶやいたのを康やす雄おは聞き逃さなかった。

「そりゃ良かったが、あの妙な男、玄関のときだって横着せずにそれくらいやってくれりゃぁ良かったのにな」

　アレクセイ＝シィの最初の襲撃のときに連絡が取れなかったことを一応は気にしているのか、父も康やす雄おの報告に早口で食いついてくる。

「とにかく、これ以上また警察に来られたら、普通に会社で問題になりかねない。ディアナちゃん、治療は家内にパスしていいかな。ちょっと出かけてくる。すぐ帰るから」

「え？　あ、はぁ」

　かなりの重傷を負っていたディアナの出血も今は止まり、それを見た父はまたダウンを羽織って出かけようとする。

「お、親父おやじどこに」

「なに、ちょっとそこまで、な」

「……お父さん」

　さすがにこれには、和のど香かも呆あきれ顔だ。

　恐らく父は、母が消し損ねた事故の痕跡を勇者の力で始末しに行くつもりだろう。

　本当にこの二人はアンテ・ランデの救世主なのか。康やす雄おの中で更に父と母のものの考え方が分からなくなってくる。

　父が本当に出かけてしまうと、母が小さくため息をつきながら、言われた通りにソファから立ち上がり、ディアナの治療を再開する。

　するとディアナが小さく頭を下げた。

「ヤスオ……本当に、ありがとうございました。父を……私の代わりに送っていただいて」

「……ああ、あれ」

　康やす雄おは少し気まずそうに視線を逸そらすと、自分がソファに腰掛けた。

「でもあれ、俺の力なのかな。うろ覚えだったし発音とか全然意識してないし、声だってめっちゃ震えてたし……」

「いえ、そういうことではないのです」

　ディアナは優しく首を横に振る。

「ヤスオに魔導の力があるのかどうか、私にも分かりません。でも……ヤスオは、あんなにご迷惑をおかけした父を……異世界の怪物の死を悼いたんでくださいました。それだけで私は、とても嬉うれしかった……」

　死を悼いたんだ。そこまで、大層な思いがあっただろうか。

　未いまだにあのウィリアムに対する恐怖から抜け出ていない康やす雄おには、正直そこまで純粋な思いで歌った自覚は無い。

　ただ、見ていられなかったのは確かだ。

　ディアナが苦しんで、苦しんで、それでも前に進むために己の刃で二度目の死を迎えた父を必死で送ろうとしている姿を見たとき、できることは、自分が知った、彼らの世界の弔いの歌を歌うことだけだった。

　アレクセイのためではない。

　ディアナのために、歌ったのだ。

　それしかできない自分のために、歌ったのだ。

　だが、今それを言ったところでどうにもならない。

　ディアナの感謝を拒む必要も無い。

　ディアナも、康やす雄おの態度に何を感じ取ったか、そのまま顔を俯うつむかせて黙ってしまう。

「それにしても、お父さんさ、アンテ・ランデに行くとかよりも、普通にうちの近所守るために会社辞める必要あるかもよ。お母さんとディアナさんだけじゃ対応できないっていきなりわかっちゃったんだからさ」

　そんな空気に耐えられなくなったのか、和のど香かが殊更乾いた調子で言う。

「ディアナさんの武ぶ機き、あのウィリアムとかゆーのに全然効いてなかったし、他の魔ま導どう機き士しの人が来ても安心できないってことじゃん」

「う……そ、それは……」

「確かにね」

　ディアナも母も、和のど香かの言うことを否定できない。

　今回ディアナは、シィとは戦えてもウィリアム相手には手も足も出なかった。

　今後アレクセイレベルの実力を持つシィやウィリアムが再び現れて母の手が封じられた場合、英ひで雄おがいなくなってしまっては康やす雄おと和のど香かの身の安全を守れる保証はどこにも無い。

　今回は康やす雄おの『空間を超越して親に言いつけてやる詠唱』のおかげで英ひで雄おを応援として呼ぶことができたが、康やす雄おができても和のど香かが同じように助けを呼べるかどうかは分からないし、最悪、母に誰を守り誰を守らないかの選択を迫ることにすらなりかねない。

　その選択の結果、自分が死ぬかもしれない。和のど香かが死ぬかもしれない。ディアナが死ぬかもしれない。何よりなんの関係も無かったはずの大勢の人が死ぬかもしれない。

「それは困る」

　折角、受験生として、剣けん崎ざき康やす雄おとして一生懸命生きようと思い出した矢先なのだ。

「どんな状況になっても、多分俺には選べない。一生懸命やるためには、これしかないんだ」

「え？」

「お兄ちゃん？」

「ふぅ、ただいま、案外簡単だった……どうした？」

　康やす雄おの独白に、母と、和のど香かと、何やら一仕事終えた風な様子で帰ってきた父が目を瞬く。

「親父おやじ、母さん……それに、ディアナ」

　康やす雄おは、一瞬だけ息を止めて己の思考を反復する。

　自分になんかできるはずがない。面倒な。想定していた進路が滅め茶ちや苦く茶ちやになるじゃないか。やめておけ。日陰者が無理すればロクなことはない。

「俺」

　分を弁わきまえろ。面倒なことして心も体も怪け我がするぞ。何事もプロに任せればいいんだ。

　なんの蓄積も無いお前に何ができる。自分の居場所一つ守れず、後ろ向きな言い訳ばかりしながら手放したくせに。

「俺……」

　格かつ好こうつけて後悔するのは自分だ。今まで何か一つでも成し遂げたことがあるか。努力なんか才能と環境に恵まれた奴やつがすることだ。自分が特別な奴やつだとでも思ってんのか。バカじゃないのか。

『今更なぁ……どうにもならんよなあ』

『……ありがとうございます！　信じてくれて』

『今のヤス君を、私は全然知らないけど、きっと今も一生懸命だよ』

　夕ゆう陽ひにグチるだけだったなんの覚悟も無い自分は、強い覚悟を持つ異世界の少女の足元に及びもしない。だから、

「俺……ディアナを守りたい」

「ヤスオ!?」

　唐突な宣言に、ディアナが顔を赤くして悲鳴を上げる。

「和のど香かも守りたいし、それに、できるなら自分が生まれた地元も……でも、今のままじゃとても無理だ。だから、ディアナには悪いけどまだ親父おやじにはアンテ・ランデに行ってほしくない。今はまだ俺は、親父おやじや母さんやディアナに守ってもらわなきゃいけない……だから……」

「や、康やす雄お、あんたまさか」

「お兄ちゃん？　何言い出すの」

　不穏な気配を感じて割って入ってくる母と和のど香かとは違い、父は黙っていた。

「親父おやじも、ディアナも、アンテ・ランデも……もう一年、待ってくれないか。沢山迷惑かけると思うけど、その間に俺、強くなるから。昔の親父おやじみたいに、皆を守れるくらい」

　康やす雄おもまた父を、かつて世界を救ったという伝説の勇者を真まっ直すぐに見た。

　勇者は後悔と、ほんの少しだけの喜びを浮かべた顔で、真まっ直すぐに見つめ返してくれた。

　父がかつてどのように生き、どのように戦い、どのように戻ったのか。

　今どのようにして働き、どのように金を稼ぎ、そしてどのように家族を形成しているのか。

　それを確かめることは、今の康やす雄おにはできない。

　だが、いつか父の本心を聞くために、今、自分は一歩、踏み出さねばならない。

　勇者の瞳に勇気づけられた剣けん崎ざき康やす雄おは心の中で、夕ゆう陽ひの校舎で聞いたブラスバンド部の音楽に、演劇部に誘ってくれた友人に、背を向け逃げた自分が立ち止まり、再び希望に溢あふれていたはずの学まなび舎やを振り向いた気がした。







「俺さ……大学に入ったら、異世界の勇者になろうと思うんだ」







　勇者のセガレとして生まれながら、何も知らずに育った少年は、このとき初めて自分の意志で、他ならぬ自分が進む、自分だけの道を選択したのだった。







　　終章　旅立ちの形




『久しぶりね。マドカ、ヒデオ。本当ならもっと違う理由であなた達に再会したかったのだけど、三十年経たった今でも、あなた達の勇名に頼らざるを得ない我が身が情けないわ。……実は……実はね、アレックスが、戦死したの。ディアナがもう伝えてるかしら。シィと呼ばれる怪物の話を。私も年を取ったし、あなた方もきっとそうでしょう。でも、もうどうしてもあなた達しか頼れる人がいなくて……』

「……もーちょっと早めに見ておきたかったわ」

　テレビから流れるかなり粗い画質の映像に向かって、円まど香かはぼんやりと呟つぶやいた。

　旧ふるい親友の顔は、確かに年を取っていたが、大切なものを喪うしなった痛ましさを、なんとか職責による重圧で抑えようとする様は、あの頃のエリジーナ・ラダガストとまるで変わらなかった。

「エリーゼ老ふけたな……あいたっ！」

　隣で余計なことを言う夫には無言の肘鉄を食らわせる。

　ディアナが持ってきた８ｍｍフィルムは、英ひで雄おが帰ってきた翌日、英ひで雄おがカメラや映像機器を趣味で集めているという友人に無理を言って超特急でＤＶＤに焼いてもらったものだ。

　アレクセイのシィや謎の男ウィリアムの襲撃から十日が経たつが、剣けん崎ざき家の周囲の平穏は、未いまだ取り戻しきれてはいなかった。

　車に関しては、事故現場で黒焦げになった車を、英ひで雄おが空襲のように空から閃せん熱ねつの魔法を放つことで原型を留めないほど融解させ、剣けん崎ざき家的には一応事無きを得た。

　廃車手続きやら車両保険の問題をどうするのかは未いまだ検討中だが、とりあえず近所には親戚に貸している、と言い訳して、ほとぼりが冷めた頃にまた場当たり的に対策を打つことになった。

　玄関の修理は、この家を買ったときのメーカーに発注して最速で見積もりを取ったものの、警察や消防やガス会社の調査が長引き工事が始まるまでまだしばらくかかるらしい。

　康やす雄おや和のど香かのその後の護衛やケアのため、ディアナはそのまま剣けん崎ざき家に留まっていた。

　英ひで雄おはあの晩から三日、有休を取って会社を休んだが、結局その間はアンテ・ランデやシィにまつわるような事態は一切起こらず、どちらかといえば住宅メーカーと保険会社と警察と消防への対応にひたすら追われるばかりであった。

　康やす雄おがルタバーガ召喚の詠唱を唱えれば、聖剣ごと英ひで雄おが強引に召喚される、という現象は複数回の実験により再現性があることが確認された。

　だがなぜか和のど香かが同じ詠唱を唱えても父は呼び出せず、かといって聖せい杖じようマーロウ召喚の詠唱で母を呼び出すということもできなかった。

「不公平だ！」

　そのことが分かった和のど香かは大変に機嫌を悪くしたが、いずれにしろ今は康やす雄おを英ひで雄おが、和のど香かを円まど香かとディアナが状況に応じて変則的に護衛するという方針が固まる。

　だがそれでも不十分な点は多い。

　特に英ひで雄おが康やす雄おの護衛をしようにも、例えば会社で会議中に社員が光を放って消滅したら、後から『剣けん崎ざき君この前のあれは一体どういうことかね』となってしまうこと請け合いだ。

　ディアナを含めた全員が、可能な限り早急にレスティリア側に剣けん崎ざき一家やその周辺の安全を確保するため、対応を求める必要を痛感していた。

「今なら康やす雄おの気持ち、少し分かるわ」

「何がだ？」

「あなたが最初にアンテ・ランデに行くって言ったとき、あの子が猛反対したでしょ」

「ああ」

　英ひで雄おは苦笑しながら、あのときのことを思い出す。

「昔から俺はああいうのが下手くそなんだよな。今思い出せば、もう少し穏やかに伝えられる方法もあっただろうに、どうも焦あせっちまって」

「仕方ないわよ。突然だったし。ただ……」

　円まど香かはアンテ・ランデの現状について概おおむねディアナと同じようなことを語るエリジーナの顔を見ながら、ため息をついた。

「実際にあの子が『勇者になる』って言い出したら、心穏やかじゃいられないわ」

「自分達は散々無茶やってきたくせにな」

「やってきたからよ。あんな恐ろしいこと、子供達にさせたくない」

「ああ。あいつらも親にそんなことやってほしくないからああ言ってたんだよな」

「だから康やす雄おがあそこまで頑かたくなだったのが、今になって分かるのよ。はー……」

　画面の中のエリーゼは話している最中であったが、円まど香かはデッキの電源を切るとテーブルの上に突っ伏してしまった。

「親の因果が子に報い……なんて考えたくもない」

「そうならないように願いを込めた名づけのつもりだったんだがなぁ」

　英ひで雄おは苦々しくそう言った。

　エリーゼの話の中には、アレクセイやシィに関する話は無数にあれど、ウィリアムと名乗る男についての情報は欠片かけらも出てこなかった。

　あの男の存在を、エリジーナは把握していないのだろう。

　英ひで雄おも円まど香かも、息子と娘とその友達すら巻き込んでアンテ・ランデを蝕むしばむ闇が裾野を広げつつあることに、どうしようもない不安を感じる。

　もはや中年と呼ばれて久しい勇者と大魔導士は、薄暗い部屋の中でそれまでの人生で溜たまった澱おりから湧き出るような、重いため息をついたのだった。

「それで、康やす雄おはまだ頑張ってるのか？」




　　　※




　空は晴れているが、冬の寒さはしぶとく居座って道行く人々の肌を切り、まだまだ春の訪れは先だと感じさせる。

　陽光が降り注ぎ人々が行き交う平和な住宅街に、剣けん崎ざき家は壊れた玄関を晒さらし続けていた。

　和のど香かは台所の冷蔵庫からスポーツドリンクのペットボトルを取り出すと、玄関を回って庭に出る。

　するとそこにはなぜか、近所の衣料品店で投げ売りされていたジャージ上下を纏まとったディアナと、汗だくで参考書を読んでいる兄の姿があった。

「あれ？　筋トレしてたんじゃなかったの？」

「ヤスオの体力が限界だったので、今は座学の最中です」

「えぇ　もう？」

　朝食を食べ終えて、ディアナから魔ま導どう機き士しの基礎トレーニングを教わると言って、まだ一時間も経たっていない。

　汗くらいはかいただろうと、らしくもなくスポーツドリンクでも差し入れてやろうかと思ったらこの有あり様さまだ。

「いいですか、この図は分かりやすいのでこれで説明しますね。魔導のエイミングの基礎中の基礎です。自分の目の前の平面に直角三角形があると考えてください。この直角を挟む二辺をそれぞれ二乗した和は、斜辺の二乗と等しくなります。ここまではいいですね？」

「良くないです、ちょっと待って」

　芋ジャーを身に纏まとう異世界の美少女ディアナが、竹刀よろしくポルックスを振り回しながら教きよう鞭べんを取り、兄が焦あせりながらノートにペンを走らせる姿は、もうコントにしか見えない。

「直角三角形？　数学？　お兄ちゃん、受験勉強までディアナさんに見てもらうの？」

　和のど香かも聞き覚えのある言葉の羅列に驚き兄の参考書を横から覗のぞき見ると、

「……三平方の定理？　何これ、中学の範囲じゃん。高校受け直すの？」

　およそ大学受験とは思えぬ参考書に首を傾かしげる。

「いや、これ、一応魔法使うのに必要らしくて、だけど俺中学んときも数学苦手だったから、基礎中の基礎からやんないと本当分からなくて……」

「三平方の定理が魔法に必要？」

「はい、魔法を望む場所に放つために必要な、基礎中の基礎の知識です」

　得意げに胸を張って、ディアナが解説する。

「例えば敵の足元から炎の柱を湧き上がらせようとしたら、自分の魔法発動起点と敵の現在位置を正確に割り出す必要があります」

「へぇ、魔法って目で見た場所にばーってやれるもんじゃないんだ」

　和のど香かがそれっぽく手を前に出してみるが、ディアナは首を横に振った。

「できなくはないですが、それはきちんと知識を修め、繰り返し繰り返し訓練して初めてできることです。武ぶ機きの中には測そつ距きよ儀ぎや方位盤機能を搭載しているものもありますが、そういうものは基本的にはオプションで、戦う力の無いお年寄りや子供のための機能なんです。部品が多くなればその分だけ脆もろく重く扱いにくくなってしまいますから、できれば余計な付属品無しに魔導を操るのが理想です」

「何か、凄すごく現実的なんだね。伝説の木の実かなんか食べてマジックパワーを手に入れて初心者用の魔法の杖つえもらってぴかぴかーってわけにはいかないんだ」

「ヤスオは体力がありませんからね。きちんと知識と体力を蓄えて魔力の消費を抑えないと、すぐにガス欠で倒れてしまいます」

　ディアナは悪意なく冷静な分析をしているだけなのだろうが、つまりは基礎が全くなっていないヘタレだと言っているようなもので、和のど香かも思わず苦笑する。

「でもお兄ちゃんも、部活が潰れてから、トレーニングとかサボってたんでしょ。高校の数学も、どうせ受験は文系だからとか言って適当にやってきたんじゃないの？」

「……返す言葉も無いです」

　和のど香かの真実を見抜く力にぐうの音も出ず、康やす雄おはがっくりと肩を落とす。

　康やす雄おのプランは、この一年間で受験勉強と並行しつつ、ディアナからレスティリア魔ま導どう機き士しの基礎を学ぶ。

　そして、大学進学の後に休学し、大学に籍を置いたまま康やす雄おが勇者としてアンテ・ランデに赴き事態の解決を図る、というものであった。

　敢あえて大学に籍を置くのは、勇者業が終わった後の人生を考え、進学後の休学が最もリスクが少ない、と判断した結果である。

　だから歌をやり直す、という目標はあるにしろ、現時点ではまだ、康やす雄おは志望校を絞れないままだった。

　ウィリアムという未知なる敵が現れ、その上英ひで雄おがアンテ・ランデに行ってしまっては、日本の剣けん崎ざき家の防備が圧倒的に手薄になる。

　英ひで雄おも、家族が直接的に危険に晒さらされたことで当初あったアンテ・ランデ帰還の情熱に迷いが生じており、方針を決めかねている。

　だからこそ、英ひで雄おは日本に残り、ウィリアムに直接狙われた康やす雄おがアンテ・ランデに赴くことで、アンテ・ランデ側からの最大限の庇ひ護ごを康やす雄おが受けつつウィリアムについての研究を重ね、日本に残った和のど香かは英ひで雄おと円まど香かが守れば良いと告げた。

　ディアナはウィリアムに対し無力であったが、英ひで雄おはウィリアムの謎の空間を破ることができるし、円まど香かの力もある程度の効果を上げていた。

　この状況で英ひで雄おがアンテ・ランデに行ってしまっては、代わりにどれだけ魔ま導どう機き士しが送られてきたところで、英ひで雄お一人分の安心感には到底及ばない。

　康やす雄おが英ひで雄お並みの力を得られるか否いなかについては未知数だが、英ひで雄おもアンテ・ランデに初めて降り立ったときには、多少の体力の違いはあれど普通の高校生だったはずだ。

　ならば康やす雄おも訓練や経験を積めば、康やす雄おもそれなりに成長できる可能性は高い。

　康やす雄おがアンテ・ランデの新たなる勇者として立候補したのは、ディアナの力になり、日本や家族を危険から守り、もしかしたら自分がファンタジー的異能力を得られるかもという皮算用が元になっているわけだが、そのとっかかりでこんな障害が待っているとは思いもしなかったのである。

「それに、ここまではマドカの時代の『魔法』であり、その後には『魔導』があります。どんな武ぶ機きを扱うか、どんな種類の魔法に適性があるかでまた学ぶことは増えていきます」

「数学はこの後基礎の関数と高校の三角比とベクトルと三角関数。魔法の適性によっては物理と化学もやらなきゃいけなくて……」

　大切な家族やディアナを衷心から守りたいと思い異世界の勇者を目指すことにしたのは確かだが、それに付随し体は鍛えられるし、勉強はできるし、強い力も手に入るという期待もまた抱いていたのは確かだ。

　だが、そのためにサインコサインタンジェントの復習が必要だなどと誰が思うだろうか。

「あー……『炎』が何を燃焼させてるかとか、投げる軌道とか、氷の分子配列とか、雷が空気中をどう伝わるかとかそういう感じ？」

　決意が揺らいでいるのが目に見えて分かる康やす雄おを見ながら和のど香かは、中学生で考えられる限りの受験勉強知識を動員して適当なことを言うが、

「その通りです！　ノドカは凄すごいですね！」

　ディアナは得たりと頷うなずいた。

「お父さんとお母さんも、そんなことやりながら魔法使ってるの？」

「マドカはなんでも天性の才能があったとかで、基礎理論を飛ばして魔法が使えたようですよ。ヒデオは聖剣ルタバーガに高度な演算機能があるとか」

「なんだよそれずるいぞ!!」

「まぁお兄ちゃんだしねー。成績文系寄り、体力標準以下、今ある力らしい力は……」

　叫ぶ兄を呆あきれ顔で見つつ、和のど香かは少し言葉を切り、珍しく邪気の無い笑顔を浮かべた。

「人よりちょっと歌が上手うまいことと、助けを呼べばどこからでもお父さんが飛んできてくれること。全然強くなれる感じしないもん」

　言い方の問題はあるにしろ、勇者を志す若者として絶望的に情けないステータスである。

　勇者を志していなくたって、いざ敵と相対した時にできることが父親を呼ぶだけなどと、男としてあまり斯かくありたくない状態である。

「本当に受験勉強と並行しながら一年でどうにかなるわけ？　勉強必要だって言うんなら、もしかしたら私が立候補したほうがずっと早かったかも」

「おい和のど香かお前……」

　和のど香かの暴言に、反論しつつも心のどこかで同意しそうになる康やす雄おだったが、

「大丈夫ですよ。ヤスオは勇者になるために最も大切なものを、既に持っています」

「「え？」」

　思わぬ本気の音色がディアナから飛び出し、兄妹きようだいは目を丸くする。

　勇者になるために必要なもの。

　それがなんなのか、当の康やす雄おにも全く分からない。

　だがディアナは確信を込めて続ける。

「私やレスティリアの魔ま導どう機き士し達は立場上持てないもの。ノドカはきっとまだ気づいてないもの。ヤスオはもうそれを持ち、体現しています」

「ディアナさんが持てなくて、私が気づいていないもの？　私達とお兄ちゃんの違いなんて女か男かくらいしか無さそうだけど」

　和のど香かはディアナの謎かけのような言葉に首を傾かしげるが、当の康やす雄おもまたディアナの意図するところが分からないようで、答えを求めるように見上げてくる。

　だがディアナは、太陽のように明るく美しい笑顔で首を横に振る。

　今はまだ戦う力を持たぬ康やす雄おに、その正体を言葉にして迂う闊かつに伝えてしまっては、間違った解釈をして暴走してしまわないとも限らないし、必ずしも伝える必要のあることではない。

　勇者に憧れる一人の少女であったディアナが、或あるいは将来康やす雄おの周りに現れる誰かが、康やす雄おの中に捉えて見失わないようにすれば良いものだ。

　誰もが心の中に持っているはずなのに、時を重ねる度に負った様々な役割という名の鎖が巻きつき、いつしか錆さびついて動かせなくなるもの。

　大切な誰かを守るために、迷わず立ち上がる勇気。

「大丈夫です！　ヤスオはきっと、ヒデオに勝るとも劣らぬ勇者になってくださると、私は信じています！　その日まで私は、ヤスオを支え守ることを身命を賭としてお約束いたします！」

「やめといた方がいいと思うなー。お兄ちゃんにそこまでの価値ないと思うなー」

「過剰に重い期待は困るけど、そこまで言われるのもさすがに悲しいぞ。頼むから今は、じっくり基礎の勉強をさせてくれよ！」

　最初の一歩で躓つまずきつつある勇者のセガレは、それでも一生懸命前に進むために、まずは手元にある中学数学の参考書に目を落とし、苦手な分野を倒すべく頭を巡らせはじめたのだった。





─　了　─









　あとがき




　携帯電話が本格的に学生に普及しはじめたのは、丁度私が高校生の頃でした。

　当時学生が携帯電話でできたことは電話、文字数が制限されたショートメール、着メロ作りがせいぜいで、機種によってはキャリアを跨またいでのメールのやりとりができず、まだまだモノトーン画面の機種が大半で『画面カラーを緑、白、赤、青の四色から選べます！』が売り文句になっていました。

　待ち受け画像などとといったものは存在せず、カメラは一部の高級機種が外部機器を接続して使えるくらい。

　ちょっと差をつけたいなら本体をデコってアンテナを電波に反応して光るものに挿すげ替えるといったことが流行はやりましたが、それをやったからといって携帯電話本体の機能が向上するわけではありません。

　それも結局は携帯電話本体の見た目の主張を強くするためのオマケ要素でしかなく、その程度のものにも関わらず、厳しい学校なら、学外であっても制服を着ている間に携帯することそのものを禁じられていました。

　要するに学業に関係ないものを学校に持ってくるな、という理屈だったのですが、それが今や小学生ですら安全のために携帯電話を持ち歩き、中学高校のクラス内連絡網がスマートフォンのメッセージアプリで代用されるのですから、世相の変化とは面白いものです。







　初めまして、或あるいはお久しぶりです、和わヶが原はら聡さと司しです。

　私が初めて手にした携帯電話はストレート型でネット接続機能の無い、本当に通話とショートメールしかできない機種でした。

　それでも当時は信じ難がたい未来のデバイスを手にした、と大はしゃぎでしたし、それこそファミコン以外で私が親に購入をねだった数少ない物でもあります。

　用も無いのに友達と益体の無いメールをし、学校では先生に見つからないように慎重に鞄の底に押し込め、必死で三和音の着メロを作り、登下校時にはこれまた先生に見つかったら没収もののＭＤウォークマンに、ＣＤ・ＭＤデッキでダビングした曲にぽちぽちとタイトル入力して作成したマイベストＭＤを入れて聞きながら電車に乗っていたものです。

　ですが今は高校生が通学時には、最新のスマートフォンを持ちソーシャルゲームをしながらダウンロードした音楽を聞いている時代です。

　現役の高校生かつ受験生が主人公である本書『勇者のセガレ』を着想したとき、デジタル時代の三畳紀に生きていた化石のようなおっさんである私が現代の高校生を想像だけで書いたらとんでもないことになる、と慌てました。

　学生を取り巻く教育環境、デジタル環境、受験の環境は、十年ひと昔どころか三年でひと昔になってしまうと言っても過言ではありません。

　ですので執筆に当たって現在の受験事情や受験予備校の現場を取材させていただきました。

　受験のみならず現代の教育現場や学生生活の様相について、貴重なお話を沢山伺うことができました。

　快く取材に応じてくださった某受験予備校の中なか川がわ先生、武たけ田だ先生、林はやし先生に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。







　本書『勇者のセガレ』は、生きることに一生懸命である必要が無かった少年が、ふとしたきっかけで自分の知る一生懸命を越えていこうとするお話です。

『はたらく魔王さま！』を共に作り上げ、和わヶが原はらを十全に知り尽くしている０２９さんと共に、新たな『現代日本に生きる勇者』の物語を紡いで参りたいと思います。

　再びまた、混沌としていく勇者の試練（受験）の世界で皆様とお会いできることを願って。

　それではっ！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「和ヶ原聡司先生」係

「029先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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